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なって＼、 3q それ 1-i) ／長吹梨T告で l千戸時玖三 Jに

さと Eわれていた qエT葱イえそ手作舟事』1 て、あよ。

特にdく時休受性め病害浮在住が’蒸しく J グj-tTO 1ft之
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r:fi ,1, エ穣吾、確に比パて月町名曜想がえ=rl ＼やす

く1 作仰の l玉有 車考怒るエゼ義務＼tちl二 比 較 して

友好であ .l0 その反面／病！差是＇£ I：＝－お 1、之 1千）

z最新名 l-=--hワsAt主え犬f乞と要リノノ今子七草

辱い子盟れれ Tf｛｝＼ フた病ノ虫歯 l二 S 3病生が多
；託 L五リ J 2.放っ流l王を官三仇丘三 kがみよ。

本z負l二わ＼ I 之叱 Jミ玖元下 l二おウ j）季ふたヲ＼＇

τをめ普及 kそれにイキぅ舟豊平色！王の特徴ノ）円実E
t TcJ-って＼＼主病忍歯 科会ぴをぶらに勾じて

kられている勾策 l二 つ＼.＇マネした e

JI-2. A政右下 i三おワ与を良寿時1をめ普反 kそ

の裁略作物

ス7及メミ下にお rJ三）重成熟倍（対新y れ笠新ノ
}J¥粛をノ含む ）I~ J Jl~ 1-l=z 3 9斗l之 >JI1)"刀 μι之程

表であフ巳が’J 混在 s3与l二，1れ芝新のみ之、1

J／ノ762 /#l2 佐噌砕し） ~く耕栽tをを加えたず2・
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j長－ 1 I二乱刷物汎いよ λ予約下の義取引

T表面積を禾じたe

表－1 久夜蔚下lこ恥ける委決議議施設の面積

施設の 面積 ( m2 ) 

義羽毛載をの類別 t::＇ユJνハウス がヲスハウス 栓j設令計

於r 芳守 800 5,913 6,713 

れ 主新 6,174 25，ラ88 3工，762

,K 新 23,715 35,869 59,584 

メ』？＂ 壱T 30,689 67,370 98,059 

J蚤皮秀夫、議におい之作付ワ三点之＼ ＇よ作勿め

オを類叫 ！柔駿角！こ！？針童数／2.わたさ円 安降、宗主

営工務、信三れてい♀ 活《！？？良民主れて 1、30

また J 砂利J れ芝耕J っけヰ 包＼.、ヲたj愛凍争れち

の樟類l二よちて萩市左作勿！こ特徴が・詑め与れ主。

月F斜で日y l手色人J乞が孝釆類之‘j ミツノぐj 三／
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一
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ユブイ 7） カイワレダイコツ乞＼ ' －：＞た軟弱そ

手類がノ れ主新で l子ノ トマトJ キュウクとけ

フた宰来類がニデ~t幸三れ之、、主． 一方ス］て新手1片言
乏 tl＼ 字、号類ノ替、芽類が l手／予 j問主及帯、τ五三 ~）
菩：莱之 l手ミツノ、子莱で l子キヱらクノトマト

がその主零事Jr名作初 kf手フ之＼.I :3.o 表－ 2 I二

久 i及f-J下の／愛次系屯♂語数と阜、釆ノ孝、莱類η

イl手イ守lJ面積主力入した。

表－2 太政府下lこfl:,ける委決栽最の類別k

果釆類葉末類の義、帝ボ~

栽 t告 面 積（ m2) 

委決議長線別 果来類 葉菜類 品令

.P'y' 手守 工65 4,205 工，800

れ笠耕 25,854 5,578 330 

7J<, 耕 28，工30 37,673 。
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[-3.浸炭素市！こか 1 て託生可よ病豊

昼夜索活花j言えにおけ丘） ＇在住病皇仇ネ童数ど

請を住面積列者向l千／個々の也言えてh矛＼花期！司が’

J 良心て和らす；連輪作が行われて＼ ＼えた内

調査が函離であ卒 . じかレ）一部め農象から

の削除ク詞j_によソ病辛託生オ犬淀）を調パふた

え長－ 3, 与の主う T｝~宅手 ~.~•• ！~o 入 r~＿元干て1
表－3 夫話術下lこhける長決栽培でのぜ』下坪 ！ 

3詩書託生殺告弁護丈（ノタ7i与1¥11179年詞重）

病 来コ 号夜告 4守歌

さそュウリ疫病

トマト青お病

トマト灰色泉病日

トマト手苗夜く・＇1Jt病…

トマト。、ぃεう病

ミ＇VJぐ子苗iL不良病

発 見守下全1昔、の調査之叫Iヨな＼ ¥ . 

3 

0 

1 

2 

0 

3 

東有弱母4乙ジターJ 普反叶〈良jじJ県南）にお

い芝記録1，れた報告数．

Phy七oph七horaspp. ~1j、経．

P：γthium aphaniderma七um をゐ痛を．
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京一斗 義決裂竜之、1託注する地下部病害のあ生

え末、あヒ弗環菌

3為 j色 病原菌 お生え文、品

弐＝ラク疫病
Ph;y::七oph七hora

織を契州』3～4日でE12arasitica 

（ギウリ灰色素病坊主）
Phy七OJ2h七hora

／マット内の植物。溺制主－ca12sic工

者＝ウリフミ書:Jj~ Fusarium パット内の一寄J尚々 に彦名注
oxysporum 

一
す初守会減、すj2htヨ~＼／＼.

トマト青不五病 Pseudomonas ノ全市村こ乏あ＝イゑれよ．
sy_r工ngae 

トマト灰色疫病 Phy_七onh七hora 絶壁初期rJ不良p吋あ支可主'IJ¥ 
ca:12 S工ci

~jJ＇＼、zJ校匂念日包会頭当可主.

〉マト碁3間病 Fusarium ｜局詩的I＝応生す主.
oxys12orum 

3ロヅ〉主事j素1 Fusar土um 局者？的 1＝－存者住む．
OXY..SJ2 orum 

3ツノぐJL.ifp鳥 Py七hium 乏まル位2全部．和主lJ，鳥蓮
imperfe c七um.

調！こ，7J''1-＇ろ川．ゐ誠司きごι~で

いず．以子．あ主.
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多託すよ工 1ゑイえ秀I~王の燕事をえ長ータ jこ示した
がJ Z耕 2う、の孝弘＼ t色体案~， I&-) Fusarium A酋

向山工iumj毒菌によさ病害ゲ多託していよ αlご

1iC較しノ長良栽培で弓y 之のよう TJ病原菌l三

よ主病気 i子l手ヒむと）問題ヒ Tf与斗 t、。伊I＼えばJ
Fusarium 局局 lニよ S舟喜（トマト等調あ 3た

l手守ヱウク mつ主制為）が庇t£ L, T＝－－場令てがノ

森市神合得lこゑt]¥''.3被害l干与え a＂＇） 局称的71-

被毛ヒ止さ包 三れ！こ比較し之 J 青存病） Pythj 

民菌！二よ主面乏花鳥 Tf ど ，1- ） 定住す－~ t:.養成
神ノ全体 1＝－諺散し久さ 7子被害を与えていよ。 ヨ

7三｝最近ノノ委決栽培才取穫期近J、トマいこ2.¥
故＿1｝萎J白症が淀包しy ネ度l喜植勿がら町七oph七ho

忌菌が分角在三れ 7三 三めよう！こy トマトのJ義
政葬場、濯をはy 附 hi四易盈） Phy七oph七horaA盈色い
フ1三卵菌函 >f, Pseud。 as ノ島の Jこう TJ＼令菌 j二よ

S 弟j主の浮を生 C、多くJ じ/I]' 昔モ仇叔喜 fJ＼~v費戒i台マ
で歩1主o

宍zウク！こっ＼ I之 lちヱ穣勢信で l手ラ喜朗

為ノ乏不己ゲ王疫病仇殺害が多い bうイ養；え新進て
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宏一ク 為鞠惜別lA''11葱栽最I=1ういて誕生

すお病害の比較

考色 主主 3為 喜a)

男釆の殺類 昼夜号苦情 ヱ壊完受信

1. 灰色素病 1. 青柘病

ト マ ト 2. 青蒋病 2. ヰ秀善、凋病

3. 子笛幻缶詰よ） ょ蕃 3属病

J . ｝.支 素1 I. 亙移住疫病
宍ュウリ 苗句鶏c)

2. ；子互布 2. フさ鞍l病
3. jをつ持病d)

、、、』、、 ツノぐ
Jをつ時帰） ー 熟』f)

I. 7L つ持

2 株和男宅

a) 主に札下訴！こ与を注すお病事1ごつりされめた．

数苦手rl.多花の1月前をを赤可．
b) Py七hiumaphanidermatum I＝凶暴雨宮

c) Pythium debarvanurn l=J:'~鶏害

d) Rhizoc七onia包与旦 I＝品者事

e) Pv七hium土mperfecturnlご必鶏事

f) Rhizoc七onia..§..Q1_辺 iiヰ主鶏嘗．
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rt, 町七oph七hora為薗によ三ゑ為的根皇が・最ず夫

芝、） ’ 

ィ獄事行主l二おワ三印創 J 細菌要員 jて以病

喜多乏の傾向 ，1-＞ 久阪合下のすι言えめみ 7ι ；en~ 
ー／年9,94；てf1ゲ0)

企図的TJ.傾向にみよ。表－ 6句通五 ／0年

Jal I すりか函 1＝－お＼＼ （宅芝生三点た長良名古でめ

病害活宝寺五色乏舟／もご klこ集会丁レえずめモ号、

じt=-o 三れによ d..乞｝ ゑ桑名’Tまずはノ 守ユウ

ゑ－6 過去10年j剤！これ乏新ヒ水科洛にお［｝で

総じた繕kその鞍撒（主！こ師寺繕！＝711之）

病 兵｜文献ゼ

~ ::2.ちり泉斎 工6

〉マト青梓病 7 

トマトJR包表鶏 3 

トマト子笛a夜＜."lJt.. I 1 

トマトのがl＼ょう病 エ

ミツノぐ子笛7L存在病 I 2 

a) ふ訴験場斡』妥精密粒機栽，憲章
カ与：（）甑ミ主誌・~.！）集合Tじた．
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グ♂反応ノ トマト α青梓為j トマ L仏茨 b夫
痛が多廷し乞いえこ tがわ♂＼ク J 昼夜新十をよ

タ4ノ
l二 d彦札三れて L、ヰ o M レj 久F及Jう下め委

；失号努培示勧えl二？り l1 て I手ノ 有笛昨差持めト吃ト
ノ

守之ウヅ！二 Py七hiumap叫 de主、II

l二よ云之乙千己為／ ミワバ栽培lこわ rJ. J Pythium 

えも菌仏左手喜男わが多濯し l円安是 kなフて 1‘人

I[-l↓． 長良之手析をとお l＼之 1失北三似てい三高害

防i等勾索

j量次タ~ tを2 序ノメる点字函を帝拳尿 lfl二持ラ

込まな＼ 1 b＼ ヲグ y エ号室件発ノi-'£舟暑を宙還すよ

之 kがで主主 r_＼）幻ぷ 3/J"・＼衷階、工病局、菌を

持ち込ミ17心、三と I"J._J フド釘後）t二 J1t_¥ l o 鴻 l弓

穆手伝ろまノ育笛ゑ（対・ノミーミキ z ライト ｝--z

3喬裡すよ）からめま守ち込σちりノ＼ウスめ雨ずLク

からの函の侵入寺y いち＼ ＼ろ Tf侵入但路が‘考

えられふええフ之 y 肴成熟、信とおいて tち舟

喜丙ra勾索。t不可文な t0) と守主、
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J愛戸支寄り移幻百三号芝れてい三？を筒才［乏，1-) 坪

ぱ11t1の Jt__笠・寿日治神め病多（ Iアミフロン合

11げ P 作 ωξ付方？を）であわ為ノ守菌が新tも

楕y j重良アンフ〈入 主 め を rtぐ之ヒを己的ヒ

し-z..,,.30 げ、しノ作物め栽培夏用 j司iヂj二病皇

が徒主 LT=-t易会！二 1"1-） 為初勺riAを、元広 l下 TJ.¥ I O 

7三疋＇） Pythium ) 町吋七hora j義歯 m舟唇 lこえして

l °"J＇パシソイ Jレ・ 7うがレン存と”の季刻めJ賢次
混入 IJ＂＇イラわれて＼ ' まtJ父、j 果そfイ畏用ょ右差張主主／札
Tz方 法 て l千九＼、 9 ゑ－ 7 ，三y ゑ預託号。色てあ宅

有階、！二局争力 k三れて いミ万 I乞をう与 乞グ＼下こー

三Rz hうりの衆喬J ミツバヨL存者ち／－＝：：－匂しf之J

子守フソンノノマンソイ Jレα添仰ドメラわれてて主

らがJ 三 aれろ季初，cf.，殺菌多方家 I"J-I手としど 7J

く（イ失用法凌 l三わ＼ I 2 ) J 音字菌的でみクノ ミ季

初版かが令、角予三仏たグ y ；たま、司ふヒノ特以〉

為βくi取しく TJ:j o Sた 孝存I0)法：l]p._Iこよグ砲

初 α主脅 1J¥'~ < 7;r.クノ教（'t老け討しへ、オ f乏ヒ

｜手いえ件、、。
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表－7 義淑君、最で婚生じた病害比つりてと今れて＼¥ .j 

対業のうラノ有交ヵロれぷ処理泳

対象病嘗｜イ乍イ稲川毒方ぱ）｜教＼最期間の方法b)

宍ュワリ

疫病

ト可ト青和病

｝爪）レ ク々ヅ工00イ吉武い 守"-17ソジ 70ラ7e,.Jく
｛之村局1前友議． ｜ え晶lj互40ppm kなS

2. ケミケロジち000 倍｜ ょうヒ添加すJ/47}

誠実（塩素濃度 140 I之守けソジ工0 - 15 

ppm ) (-=. 24局向長l ppmJ::T3~ ょう i二糸
操 I !J{1 <lふ

ぷ タ才ィZツステシレス（マン10J有機銅脅1J 250 ppm 

がン最工0%添加）｜ 除万戸

5000 倍成！こ疫療

l. Jf-Jレマグシ工00イ五
ゑ（2科崎町浅
漬（病不良l手72埼

1町乏じ貴司主）

ト必ロサイデンノ グラハ
げ、ン刀Y勿思的

之．ストレ72トマイシシ（ 20 

先）を！万ヘノ

2 2>イ者にTa-主ように

誌や戸すふ

ヤリノぐ立原病 ｜ケミク戸ジ5000佐和｜パンソづ，U川凧活T

ユ4渇1自浅療司占 I lJP. Iこよリ浮奇病;JX折T急tj 
三れでこ．

a) れ笠表也茨置の消毒才法主Cてバテ われて＼ I主話Cf

b) t各養成中〈の乗制の丙奇mzI二,S,3p才除方法
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rr-f. ま k め

人政え下にお＼＇てノ そ莱y 守寺l二ナスノ トマ

トJ キュウク J イナゴ乞 ＼＇ったそ子、来類の花説

教l-rt角積 l手ノ年々減少傾向 I＝－－ みよ（表－況力．

しかしノ 乏l二／量次号V定め南積 lつt'） 与七噌作h
l宕五回札~ 0¥芝設で川手司；委決乳、乏の尋入

表－：？ 丈阪府下！こわ！？主主辱男菜類例名、帝街賛辞

調査与‘
今小ほの哉、すを局積（ ¥000 mり

及．
ナス トマト 守zTうリ

百彦私 45 1640 192 526 

47 工470 工26 300 

49 1372 工53 286 

53 1096 235 工85

54 工043 228 203 

持．；刃鴻港湾木和主9言語J事前関車

家－7 犬限荷下！こわけ主ミツバ・シュγ 7々の寺持母荷積骨

調査与受．
ミ1ソパ‘め手V1告ii積（れ勺 う年シ耳、7の熱恰南守護（が）
~面手責 主主面穐 要面積 主主面積

耳島b52 3240 2工900 7405 37706 

53 65550 36024ラ 工35809 462061 

54 79360 394495 工47809 467175 

う今：；文？五荷葱持参戸.t程掌Jiji孝博調室．
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が行れ孔 よ q ミの J季れを花；放列噌万件lごイ千 1ソ肴
夜矛~-r老z・廷宝刀主趨！吾ii習作『レF乙いま。 これ

に 11ノ 栄長著l套y 用水の pH菩α）問異母ずあさ

が〉弟喜法笠 l二よゑず のが最近久 2.-¥¥0 j季、次

第 τ呑l二PJ¥ ¥ z淀 t主 τ丘病豊 ／τ） ヱ剰 lユt7C鞍レ

伴家が急l較でy ハウス〆全体刀、住民しJ{叉号室が皆

雲、ヒ TfJタII 1J＼＇ 多＼ ¥ 0 

11<ノ脅字jTちを令グ＼之奈良奇異色て多庭 3三高l主

11=） 選定子老母丸、レイえ発 τj1Jくl主菌 lこよさぜ

めが多＼ ¥ D 之れ！手j 之核名、名て lヨJ Fusarium 

土a 叫 呈旦Ll:＼＼＂）たが削除担胞子に

よクイえ売すゑ病原菌／こよ三井易皐が多流すまめ

｜乙七仁厳司ふと興味得に、。舟気め庇 l王九＼ ¥ ~ 

輝T愛）乞ノ J舟昇子、菌αl主嘉手覧ノ 考短青少箆 lてき l穿ア下

関局、がみ三診のど E、わ J¥1 q 
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ill. 長夜あ＼1'色k:,1-1系新「T色にあワ主町七hiumi為

m-1. 

直によさ舟事

6¢, t に 7~）

Pythium ~菌によさミツパの -tL 和病

久扱え下 t?)）委派手v't孝之11ノ収益性から散弱

モ莱ノ特にミツ八ι嗣与新進を行って L , 3 t 

ごうが多 1、。 三めミツノてめ吾氏名＇＼ iを！こh I 2) 

6局八／ 9月l三主不長寿が放経し 1 之 0) 1司ミ 1けノぐ

の手当穫が閤襲l左なっ之おり売の対繋が’ミg手 れ

てい主。

ミ1ソパの 2ι不る住の病害として叫メラミt-z., I二
7f-} 

Fusarium oxysporum f.sp・盟主主によ S称存為が実1:20れマ

＼＼主力ぐ） 子色釦め ~1色返る《託±＿ 17ノ 盈党 0) I達
也寺町進l三和＼.＼之！問題 lτ TJ.ょ こ と がttヤベ その

燕原菌＇＝つい z否詩待！と l下核対立れてい 7耳、、．

モこで F 憂孝 Jく寿司ミツノメヲL益金持為♂房因

佐Tj-ょ弗芳、菌 f わふびその来 l主生ちぎについ之

争簡1-L--/ 防隊対安 I＝－ 勺 い て い く ー フ か め 試 み モ

九二十万 1ヒー
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m-1ーイ． ミツバ之L柘病握病祖切から今＼高在三 4へ

主来扉菌

久F及スラ下の義決弟＜t告で・託生守主ミ 1ソパ之l花

痔lτy 主I＝元来慧の痕向した与 ait)＼ 今J 不莞 z

号主要国’れは同l司に多浮そしそいよ e 脱広報告
にみよ F…um oxysporum f.sp・盟主主によ主桝禍ヒ弐

そ仇病叡ノわよイム従旦~笠にいくつグ的安 7I

づ主主が誌、抗ち J,(）殺数仇糸魚菌！こよミザ《

でt11J-い F 土星れれた。 そこ之，.，，） 念か叶め季語之

がをすι言えわ Pび寵従J仇ミツノモ新長l箇場ょ J, j寵

病祖勿を採集しy ミ 1ソ）＼・]J_括和二関与、パい

ふえる原ifil｛｝） ザ権 E行つた，

有料左オc五

蕗在b手：）寸をr義戸方をみ（t各jこ hrJ 3ミツバ主布あ

《言~査 rt，泥キ斗？与 4 民主リ協和 S3ヰ？月

（守舎にも与夕日 A.IIo月）までえうゥ？二糸君、菌

iτ1 J病害の経庄し玄ごす色荻αノ寵為植物 l れ芝・
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市与を次よグま来阪、伊粧を4ラフた。権病種籾

I cf-ノ そのえ安西を烹］く垂水 l二よリ比！争後ノ ω 矢

沢（言T長寿、綴アトリウムヲJくよ！己決によク表向表菌

（タ今、 j町長f震後ノ萩E自ヌド l二よヅ［乏J手） した《

；，の＂l教用摩天落札lτ置えしy T名M よ！二庄青

じた簡を勿＼能 L-T-=-0 

め＼敵！司男ζ3てす名札乞してノ I 07J ppm1- ヌトレ

7Qトマイ三ノジ1Jifii長τ昼夜守、昨ジ、々 がイもむヲ「男久

τ名古ι（.3 (J7} J- ジヤガホイそ乙煎 ~Tノ 7＇＇仁、ウ程

Jo J；患と天 201-1 1]( A氷 ／/!7!1Jぷ） pH .t. rノ

以後 ST - PDA kたす）手りよ乞人〉 I (Ff) ppoYLヌト

レ70トマイシシ命作トウモロコゲ授け寒久走

め （J-o i 卜ウモ bコゲ煎；ア「ノ摩天 20j J 

ょ差点 IfJ1J1J J1A1 / p 1-1 J. Jl J以後 ST - CMA 左言乙引

を周りた。 手た J 力＼融面 0¥j脅牲嘉l言汗らふJ-rをt也J

Kじ/'l Schmi抽出er ィ合板摩天進低（ゑー ／0

以下 m 落札 k記す）ノ V-8 三） =z._ ←ヌ男矢

でをめ／および素寒天t~紙芝問＼ ＼たー 7手あ，桂

島種籾叫庇：舟初期《るめを用いノ末期σ局
員又した t0¥ 1J問＼， 7手かった．
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寸名J養伝えか今め病原菌《グ能1"1--) J兼務員じた

T多j長 p乏を殺菌~てて ／（） 宿／とえ宅軟 L （殺菌 dて

,1-, Q-. 管水を用いすス）く差水ち~戸E殺菌 L て件
たんそ の l;ml をミT - CMA T在地ヲがti__ Iニ1!1-’l寄

し1 /¥0 トリ血 lニタ，＼ Liきし烹二。叙旦切に J 会汚煮

の j差しい τ易合 ＇ ~1 l／＿トユ毛教め ST - CMA Tを設立手た

l手／ 芳男天十孝弘を用いたロ

の＼離菌ヰ朱めミツノぐ jこ対司式病原↑生め戸宣言ZId-) 

予約殺菌しプニパ←ミキ z ライトょにミツ八才妻

子を括埠ノ 之3 0とで 2週間号、＇t告しノ ヌヌ莱の忍

表ー／0 S伽土批ennerすき也の側交

学止 月三

ショ光魯

アスノマラ τザヅ

リン酸 i力リウム
リン敵 Z刀リウム

ffiLi該マグネγウム

コレスラロー jレ

事天

濃度（ g／工）

2. 50 

0.27 

0.15 

0.1ち

0.10 

o.o工

20.00 
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｝奇1L--た手白の株乏1A ClVIA 4板培地Jで落差レ

たの＼離菌株の菌そうを l仁川♂叩リ扱ク持守童レ

王。 活病rt, δ0。Cのv霊tて’・ j-8 1司号、電 Lヲ二

めろ言詞査し7二世

実験得手、

,K新勢、乏のミツノミゑ梓病から勿＼！軽三れき鳥

局、直 ； λpfifq干の友和あ託庄j色決議辛抱j言ヌ一

致官令trを乏lえしノ舟房、菌《調査を行ヲた。調

査を行ったJ雲氏詑）tえ16) Y宇和Eキ神示会ノ 具ゼ雰

キ＇ tヰキJ 有も勢町y およがス阪キ煮え／＇）い

グ力汁であき．為原菌をの＼離じた得手、を素一

1/ (-:.fl, L,た。

寿和戸zメp0)考it争註；訣S リJ 弘主 J 羅あ租仰

を誘-tv，の＼角［ .1れてく三手オズ菌を調パたヒ

ころえ長一／之 の伴男を待た。 J'¥.乏か与 ，1-)
Pythium j急歯以外l Fusarium展）) Rhizopus ~ J およLA¥'

Asp問山田高菌が多数伊降三れたがy Pythium店員

菌以外の菌で！？病原／也を標的 TJ:がづ五司ース
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Pythium sp. 

Rhizoc七onia solani 

2月矛刀句

ヲ月 l干旬

Pythium sp. 

Rhizoctonia. so工ani

Rhizoc七oniasolani 

ゑ－I之 j量不E鶏浮芝生じた合Uえ（岸和田7p）の Jl¥.2,

確:Jig.積物本か多少戸在日吾朱ユズ歯ヒ~~頻夜

中旬、矧詮"lJ.¥1=.遺構文 積籾停（）＇与守陣J.Jtr;ffi構文

~＼桂三点た創犬歯 歯株数 頻度（%） き思表音色 表面積薗

Rhizopus spp. 17 19.8 3 。
Fusarium spp. 15 工7.4 7 2 

Aspergi工lusspp. 工0 11.6 。 。
・Py七hiumspp. 19 22.1 12 工5

Rhizoc七oniasolani 。 o.o 。 。
Penicillium spp. 5 5.8 。 。
をの 佐j 20 23.3 4 。

之f『
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羅病植物かろ 1-"J,J Py七hium局面的みが涯〕頻夜で

の＼角佳立 Jへた。

勿＼角包三れた実上ポ菌 mミツノミ 支すすき病原子生

を調パた結果を y ゑー ！J I＝示じた色病原牲

の認められた穂町 Pythium 属菌以タトJ Rhizo向山

so工ani . (/) Jtであゥ？と．

ゑーノ3 3金泳新屯σ削 Jぐの金持為存E為者盈守習がろ今、健
三臥と糸え天爵m病原性

0＇南庄三れた糸オ犬歯
Pythium sp. ( No. 1 ) 

Pvthium sp. ( No. 2 ) 

Py七hiumsp. ( No. 3 ) 

Pvthium sp. ( No. 4 ) 

Rhizoctonia solani 

Asuergillus sp. 

Fusarium sp. ( No. 1 ) 

Fusarium sp. ( No. 2 ) 

誉 ｝＼」ミキョライト工の植勿イ平八のき．ゆJ主権良l=-J~. 

づラ＼船三れてく主易原菌！こ1-J:） 時期偽lこ多少

；変動が諺めろれた．すなれち， タ月～ 7丹中

匂lこかワ z,1，…七o註ia叫裂のめ＼耐震夜が iも
くJ 7月下旬ペノ ア月 1-=-,1-J 旦・叫辺フPythium~歯

~ l> l手fj.'＇同程及の＼積立』れた。
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2不在病羅祖勿よク今＼角色エれた pythium j義菌rJ

延 l../-7菌株て そめうち之3EJ祥 ，1-同一弔2ぎ
ていJ 0ペー之のよ科抱すえよグ今＼融三れた。

ミツノマ！こすci-Lτ 病屍牲を 有司主 Pythium)ig菌

1 "J. I SCH T多従」， v-~ジユ「ス！孝夫 Tを従）

柔男矢落札いすれにあ 1、之 JY有牲窓生宅対鳥、

Lなわ＼ヲた。 じずしl S C H T五世） J:_ ／こわ＼ ¥ -z 

T名義じた菌そうずら （｝， 多数m追走手が・叫が

された。

露払号、産めミりパ乏不五病がら身障:1，れさ 病

原菌 ； 露勤務T色のさツ jてlに手芝生万主主存あ

（図版＿6--2 ）を詞パた乞こうノ 6円－ 9月

に旦・叫叫 が検j二三れた。一弥め箇T易で巾）

s-porum をの離 L た杭高原性l守言~－ M
られながヲ L Pythium Aゑ菌6の＼陣三れたが〉

病房／性 r1,訳払られなり＼フた。

長dぞみrt名訴えlニおり舟界住 PythiumJiJ屈のの＼万p

；養決裂議蹴えヒわブさ 7J_存病菌めか乃さす廟ベ、
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ぶためノ寿和田今の ri¥茎！司f也におい之務長

成ノれ笠／ わよぴ1権〆弗植物よリ病原菌モゲ離

L--f=-r_こ 3）ゑー／〈どの得1宗主得た。舟界菌

宏一／ギ ミ＇I)J ,'71..梧病託生P悶守秘訟のれ芝J，｝（新養氏
ス孟ろ仏、‘／：：祖切。＼らめ病汚畠の検主＂・

ゐ＼灘赤字T が科教
4ら1角在すきぜJ

くNo.) PDA c. HA 

そを孝次
十 a)

十

之 一 十

δ 一 十

／ 十 十

irL 主 ；ミ 寸 十

～ま 十 十

十 十

よと 十

権病祖勿 3 寸 十

tよ t ナb） 
.> 十 十

a) 信託ょにおワJPx玖以併し sp.o,核去を調童九

十時枝おれたごとをff,L，一！守枝之品川1)＼た

2 ！：：を育、苛．
b) Rhizoc七onia~込百枝主主れE.



l°J.｝ 権先祖物以外｜ミノ 也長決ノれを l乙ぎの＼

λ干していたー 乞< 1-= iL;rfi舟 lこよグ存あした k

E、われき不i重何重イれ＼ろ！大 不菌が，I高頻及lこの＼

荷足立れた． ミれら重体司教｛τ老秘主え内向通i竜
1］（＿耕棺1 およびれき芯どに混入し之存左じてい

E。

よ k め

久 7ゑ元下 1－＝－わけよy J義決裂瑠て’死任司主ミ

＼ソパ之L花病i二i到し乞y その託生色燕7号、商につ
い 2調査じた土ごろ／ 夏写是］V.蚤到！三月をt王可 3

』ば去）
三三柘？丙グ＇1馬／究 kしてノ Rhizoc七onia叫笠土 乞 Pythium 

愚直の之樟力、有民主立合へた。 ア円 L 勾D、ち lO

月下旬寺？の業空調査で，11 タ月一？円に山…ia 叫 ani め力＼耐震及ド比較的色、、。 日＼

レl 之め処め的朔に ，1ノ両面が l手r::r厄］ご程友

タ郁三れた。

j委決刻t老！二お 173 ミツパ7L存嘉め経 l王lち
：春次孝弘、十色笈置の務苛｜二工フてち多ナ安 7正フ τ
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ぃ三。新議棺 I=tfべ笠モ使用すよフポ1タヲてy 協

和fくで，-r.主格病 11¥Jit I£が多＜， kく lこ Pythiurn

A菌によ主主花えるが夜l壬じた場合y 考V-rを千管内

に之〈イえ悲し被害が天笠〈なよ。 またj れを

を伎同 L,,7J-＼，号J¥（川式）て rt，青白期／之

壬叫印土 l之よよゑ不戸病小多~し／ Pythium 為

菌！二よきゑ柘病の浮主主 t'"J.; 少なぴった。

2 れら争，t名花会えのす） ~ti の差t 、に主主託病の
ft-，芋ノ落成握友1 れ笠表面a葱ラ霊友TJ~I依矢
象的！JI穿乗がl矧与 Lマ＼＿ ¥ 3 乞盟われy 今後夜

討を 1写すき s

~化乏をイ史問守主形式の曇レえ孝V辛抱訟でノ 』Jく

秀沖7色言え1勾め Py七hium.. ）為菌め勿，＼Afを調査 Lた kこ

ろノ為得歯 l手ノ詑；夜 l勺め~室 1 教（t丞樟の／差 iえ
lf仁スくす存じて 12 た． kく l二） ／寵舟殖初童

特がを天童三れていミ，；；含y 病／号、菌！？三 Aれを通

v 7.. 7.又泡 k孝rrぃ、系移神〈どイえろを L々 いど i 
(}) と湾乙今れよ。

表決妥当Tちk要存グ J 藤昭湖、曜にわ＼ I 之経宝

可主 71花鳥から！大 山 iurnj柔菌！？検玄 J.--Jにす；
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主主旦型 のみで’ふりノ者 T量的~－めちが l ' Iご

よク ~I壬菌 I＝：孟いが契約ろれた。 Pythium 属置

によぷミツパ’予 ff]-7L柘病，1ノ表決新帝 lこ特要

偽 7ιdめといえよ。

llI-,-2.昼夜都市l二か1z>W:1 -a;よ之被類めミツパ’

金不手病め先生生態ヒ病材交のヤ℃軟

( l ) Rhizo出 nia叫誕｜ミミ主 ?l.{5病め耗l王包含t七

三も：ピ三）

淀I：£＿オ犬売） l:. 珂奇劇 ； ミツパの議決号~1l1こ h
ぃzJ青色！？かうヅの家砲事、告が行われて 1、

主。 i・so工ani /2ょよ ]L／｝五病！す7 2の育活期

間 1ずにラあ Lておりy 株 i同モ商売！τ 主リ ff_セ

kイえ売して、、く。舟喜淀住オ犬ti11）後次予~t主
葱置の差＼、たよう多ア安 7｝よご土！？三笠 lヱi毛

ペた。；託病 qJ tネヵ淀部位予 1ナハ：LK しτ門型

lご 1ゑ久 し τt、くためノイ乏立れた郡伊がノ I菌

兵わ守、ァサォズ土可づて規Jれよ（図版 1-,J 2）。
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だ包崎支局，-i) 負担創！二かずられy 通1本めハ
ウス帯虐めJr件下で！？ナ月中旬より 7月下町

場予で裂められよ。長ぎち定万三 αq d月

～P同T みし舟l言託生 kハウス！村めヰ均気

湿の l刻イ売を赤司 k図－ 1 0) よラ l二1 之 s-C>ζム人

ょの芦lv~~件下／：：.お＼＼て落しぺ、定生き詑：ゲ左。

舟 イま叉；持樟を q7 え ， 1·~ ミ1ソパの全 j主有

銭Ps/2矛勺＼ ¥ z £i ヲまが認め与れよ， しかしy ）薗

場でのlit：病民 手白期（ヌヌ奪痕！判期 t？ ラ不案

2 -3業期 ）12長Jち託すま。

子百射での従弟，-t) 尽芳三そ芝 ,7たT也詳、計）

および‘その素手内角がホ定収ヒ 7与リノ じ花 1、！て

ぜ）_r_計八 t）烏jか父、何／去しy 雰ヰi有企イ率三ろ lτ烹

A l:::えがよ．穏にお ry主主京！大和引で！？頃

ゑz・ 1 J.くj正！手作三 l~あき。淑種期4ぃ植

切め場令る与面同様 tz, 1~ P・家旬の茎グラ妻子内

/¥. 佐j為太刀叶申尽すしイ長された葉柄 lまy イ到《

じザがて布死」すき． じかい菌検病めように

材全体がイ安J~i しJ 取屑症以 kf与さミヒ ,1ア｝ ¥ ¥ 0 
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またy 寿史封 12く6の巣j丈：に色釆刀、主じ／ 簡

枚方み（図版q-1）ヒ区別されま（図版 1-1,2）。

(2) I Pythi四県菌に玉三ふツパ主存来車生
＇£~－とその病被え ./ 

居住オズi乞k角期 ; Pythium j義歯によよゑ花

鳥，1).；養成新T告がいうち zれきを侠用可手形~＇《
話的で多彩c,,z l ＼さ。 その浮を引ズf乞l子y

L 叫 aniの場企 k_l］要なク y 都市量不雪m手居／全体

l二れたっ之乏花走1丈、が’認め与れミ。放しへ、場

令！二，1，全滅すミミ色 vムさ向為笹の浮を生 11,

d月和旬よヅ ／0 月中旬まず言ため円札 kく

Jz, 7 F1ノ 2月！－＝ ラ淀弓 L 2の 2ゲ月 J町《

ノ＼ウヌ内気混民 3 7 -4-I ec （ 最！奇負 ~NJ ) ｝二

6呈じそおり J 昼夜与を皮肉成混ざ心－ 2P °C 

（何気、・協和気 ）左~極左 TJ ,3 こ kがみよ《

で〉比較的伝毘城（／アペ ）I＝生1通混を持

』フ会 Vパ’l之 kづてかつつめ不 ck境ィ受jkなっマ

リ 9 2 (J) ようなi拍手景伽施為例長じ乞
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い主。 万ケわち y 豹1左手官！＝託Eを言Zめよ k) 

J B← 7β 蒋三菱で死病人］て新樗／2得総じて l I よ

神念持たイえ乏しノ ヂが之ノ全泌す主．

病枯又； Pythium ~菌 I ＝ 主主主存舟町ぞ
¥ ！） パ穏旬が主 I＝イ乏三れき。不業 l← 2荻の号

ID-の場合y 屋来初期／こ 11不良の移支がY 平辺的

与れぶ（図版 2-3 ）。ヂがて不r1,1望亥し局

長 矢 万 ふ叫主計 ，1） 底ろ主力夏時 lτ著；閉がすZめら

れ〉ぞがて和死j可仁三F菌I＝－ よよ舟筈！τy 与

ffl夫、 1-y-z.・・ !Jく附手 lτ呈した祖籾イヰ I==:J方乏生し｝

念rm、すよこ t:_／；み主ー とれら Z有段院の企ん

7三稿勿め場企） fl売をう ＇1主土ほどんどの棋

がE支しノ 不良宿れ来状色 TJク也よ初 rJ萎網干手

九す主 （図版 2ーん Z) 3 - 11 2 ）。

Pythium 店主歯！二よよミツバ乏存為，τ） ミツノて

のかなクスL乾閉め笠育訓！町！ユわたちて ;rt笠可

ぶIJ'＇， 現役ι！二お＼ I z長引司題となヮていよ《

I "J_） 疋芽手話 7ユ，, 弘n方針勿の左手予でみヅ） その

勾努力えず手れて h ム
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TI[-1-3. ミツパ2存舟歯の！司史 k菌l孝的佐賀

委決事（tをI::-Jりい Z ミツノミ I＝－ ゑ存病を定こす

舟局面《うち立出血J!i菌め形盤的特紋／ おれ人』

τ名表エ I＝－ ゎワよ位賓とついて手しy あれ ι之

てそめ l司定を以下 lこ示す。

（））ゐ＼飴菌株め守？を

ミツパ jリ手~るの病／慢性 Py七hium l実菌 IJ:. ) σMA 

J FDA T孝弘工で白色め誌iそう九ラトしノ その菌

3t: 11, I ~雪色J 受隔壁であき。気 1中西手！大 C 

MA r各他工てれすグ jご生かさ程及てみさが）

FDA t孝弘主で l手1 ずつ JI主じ、／雪ぃ藍iそう宅切

がすよ． CMA T孝弘y SCH t各旭よ lこわ＼ ¥ -zノ 菌

手（／＼ 色 こうどこうと不笠子互の怠i芸汗うがすま

が（ J.fil片仙－ 2 ) ) 之の碁I厚t1ノ 0. 1りうめブ’p

lレ三一ス路次！？にわ，, （疋芽し 1 再仏『産］朱モ

庄 L)' ~ I> 

~走与ぬう 11--) 釆オ丈、で払ょが簡斧 k 巴 w，ド可
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ぶご t:,1困難てう坪のう lス 之の糸状、の主え

与の之埼 手J乙 ，-i） 伺／j麿ょク L0・ J溢土庄の芝」

議］！ご行1>Jit立Jへよ。逆走予 ，1-I 珂~＇ （／） うi勺！＝グイじ

すよが／ 当仇表，1笠わ院 τ多ぐ／η 〉人工

ノh 個 I＝乏じた（図版斗－ δ ）。図版チ

ー斗に不菌の被のう選定喜一め夜芽1天皇F、を手し

7三e

j有牲才雲監の叫ん lτ1 Sc H ノ合ぶ卑ィ矢辛乱）

C.MA T主主!v) V－？ ザユース~叉tを t吃えぴ寿、
t天Tをだノよいすれ！こわ＼ ¥ 2.ず程的今れ TJ-'/J＇フ

た

（之）湿友y pl-t i要l二すぷみ件下／τ手勺ワ£

ミツバゑ存、鳥箇め笠肴

えを；長.~象付 τ ！三和ワさ本菌《培だよでt°' l王

脅：？ CMA t毛めを用 t，さす潤八、た色 J;<JA：三 1tJ /l{AI'ι 

め〈。トリ l1lZIこ ／0m乏のす孝弘ミの＼注じノ ミツノぐ

幻声舟薗を7多裡後之4-It寺町 y やu=J~丞友イ守下で
τと／養レ菌引時－＆ ~刺史 L T=-o 今随孫 CR-1め



2__? 

二L千治名実徐件下内包？？を函－ 2 I－＝ 手 Lた。

100 

遊
走
子
数

50 

r/叫

菌糸伸長

数子走遊

i
t
I
l
l
i

b
－
－
B
E
B
E
E
－
－
B
E
E
S －

 

（
い
、
ぃ
げ
グ
’
’

，hf
’ハY
’’’
f
’’f

’’

n

v

n

u

n

u

n

v

n

U

 

5

4

3

2

1

 

菌

糸

伸

長

(mm) 

。
20 30 

培養温度 ( C ) 

7き養還~色ミ切情不fi元為薗禍ノ紳芸あよ｛入ー
選定予f移民数

40 10 xu 

nu 

四－2.

時間牧の損t/足Z''Iち I iJ Oc_ゲら Jt '7と手てめ

え＼¥ 1r&ス室長ら聞におい之！主脅し／ JO 9 C 1J .2企！二

互通笠青程表を元した。包有，-i-, 之f。ζ －Ji 

,,C の iも ~.@Li丙でまをろてムフ L CMA 落札ての rl-l

乞'.:t-t列，苅イ矛何 回－ 3 1－＝示し 7亡。 pH3.2ー



J9 

n

v

n

u

 

q

u

q

ι

 

菌

糸

伸

長

(mm) 10 

。
3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 

PH 

：四－3 . T壱友互の pHKミツノ＼＇.?l.1P病菌泊豹時

pH ?. 0の民団て言問パた kこうノ pH丈0-

!pH?. o の！向でま丹江主者宅示した がt1 pH 

斗.o 以下で 11~· しく＇"I 青が抑制三れた。

(3 J 1司良

~色 t1 J 簡え i互忽 3.2 ー午タ〆似て”菌糸ヒ



ぅLO

！？ゲヂズミ 1、（斗.0 -6. 0〆J,t{j方、オだ《選定子《

うを為句人選定手引う！大菌ゑ kj司ーのメミ

主的長引 6みク巴号tjojよ《 1J間数アエこ乞 d訊

主q 逆走与は／ ゑオだの主走手 mうよク雨がさ

似た列二ぬう！可！三分；，...；｛じじノ 1持＇ C7"Iうl付f三／グ万一

!f-vコ《丞定手主主ひ‘よ，者支めう屯定子め直

え乏！千1 ~- t -~-) )AM'しでみよ．

不色町清イ宝若~lg （卵胞子）め弔えtIi宏、内

7エぃユヒノ h~人『点れ《／坪 Hl\/t包子の制んが$Z:

められr子也、こヒから Py七h土m afertil。よフ区守tl主

れ／…

t'-n;1免一司主。

ミ K ~ 

本菌の任者 1'1, ユS-9LP人上め C長表て三塁トIで

色ぜi包 1川 J 主0 0ζ 句企て長ス t1亨ミ． ぅc

oc＞よエ mし畏友I=-1勺＼ ＇之話瓶事はすりう盛であり J

ti名城、！二手フ＼ ＇τ過還を持つ菌とけえよ＠ 手菌

！±よ J舟i主《浮tf主4:30 0ζ み人工《気 i塁{K什下



<1-/ 

にあ＼ ¥ z多浮をじτ3ヲグ佐官通う毘七的 l町！こ羽却

がす乏められ f-:..fP 手た4菌 t7)':f 1ミヒ pH tのj期

ノ！えl本）徴性イ場11 ( pH 4 .. O ) I二子つい之落しえを

くりょこ kが九された p ミツ jての義、Jえれ屯之：
爪 j長良《 pHが j-,,J- t.t-洲町！二諭す？さ

れていよ《てl 病局薗 ｝－：：.－ 色 っ之 tJJ-.通1}I王育事事

吃にあ与 KL、えよ。

4菌仇符淑11，時＼めう j司l二主わめて多数 α
7之）

通足手モ分イヒノG｝ととでノ 之れ l手y 宮田与 t 
n;l梧くめ親舎を行って＇ ＇よ p ネ簡がノノ養成和主耐え

内 1乞 差lt1τ伐ちます主原因 lヰ之め込定予め邪気

が莞ιられミ骨

本的爪牧折、三れたいくづかの T呑め上 I－＝－ お

い Z, 30 Bl司与え主した吟信！τ わ I, °Z ~， lil住
器監を司州し7よいこヒウ＼匂 Waterhouse ／~核！玄
ゑl二紙ゥて Pythiumimperfectum Hるhnkt. l司定した e

m-2. 産）極ヲ案受）千において経1玉すき刀、うレ

γ ソラ 2存病と病ス寺、菌



μユ

ホウレシソウめ握夏時にお，－；よ栽培！大計

~. (7)不足時到のため収益ノ性がよく／最近穀金

面キ震が噌件すよ傾向 l三弘主。 は＼しy Z盛夏時

め栽培 1"1-1 1 t3 Iこよ主才向笹ヲ昆参〈ヤ I j島皇ノ ヒ

く l二キヰ戸病によよ被告が手~最も四抱 l亡してい

よ。 また y 持雨顧の斜τをて I~ J 舟害死1王刀＇＂＂；看

しく y l手kんどの不.tiケ勿がきヰ長乞 T矛よ三 kかh

主9 そこて1 ミれろ I~ぅ皇戎f乏下て1浮を l主可ミ刀、

ウレシソウ 71花鳥 kその病原菌 l k: < ，二 Py出 m

z色白τょ3~為皐 l亡ついて調査しヲこ喧

m-2－↑．ホウレシソウ 2花／弗ゲろザ南包三れよ

あ方争直

ーみずFにあ17~ i}，ウレンソウ仇 l,i雲1ち笑牲舟
宅三 ιじτ｝ Rh土zoc七onia 的 lani f＝よ主 71存病y叫ano

e co叫

～山ac
-JI) I 

によさ穆J寄れ病刀、予今れていえが，) Py七hium l喜
色j三土よ乏梓あ l民系月号、菌I ＊－主笠Fl., およ



うどノ

ぴ’あ叡！こつい Z不明 TJi€. ク今くノ先輩（＼/J ¥'' 7 J ¥ ) 0 

1ぺあらによ jo£） 岐阜県下 I＝－ あ，－；－ 去亦ウレ

ンソウのゑ梓弗民病原菌！二零時向亥闘がift.

められノ i喜7糧費時l二 1-;FJ Rhizoc七叫a叫叫があ頻及で

伊都立れ去が】イ路湿引に ，1 ~h川島菌がゐ＼南庄

三ぶ主乞 ¥' 7 : またy 喫回イマィ広隆到♂芯 1ヲ

レシソ lうき移ヌわη＼ら lまj Pythium }Jg菌がの＼南註さ

れてくるこヒを報告、パ予ちりノ Pythium _A易商 lて

よミ 7L花病 11, 斗ータ月~ ]-:-I J'. , / 0ー／／月《

係経多）堅ぷ約千下で%t壬 司 喜 七 立 ム セ 三 ご ノし

かし 1 かウレシソウ j二 71不喜寿を走主 2 :rて 3

Pythium j色面 1-::.-｝罰してたぎ~ l I司わ，.Tj: <' オ主／

浮を笠日寺到 "I).....手つたく不明てあ主。

λ版元下め 7T，ウレンソウ字句、すき！国場 l二あ＼ I てJ

~力塁手荒tj色下て乏速にまルユえす J 7L布舟が p]巨寺島

位 与τ憂会リ認め与 J¥_た。第局、歯をの＼高往した

kこち y Pythium ）.為菌が少高包三人ス阪府莞キネ

技術¢シター！勾の氷耕す百えにあ l＇之若手五令「

向貧乏似たe 本舟！吾作ノメデ寺でにか奇れよホウ

レシソウ ±1t~オ易 佐比較 Lτ 淀生時期ノオズ［あぢ



与tι

安なづ τ＼ I lと。 そこ Z’y 本弟喜め来府、E色y 手色

住笠~－＇二つ＼ l てす詞1を行った。

巧ヰ学十ヒ万［玄

久？及えう下y 身久 PtzF争斗布令ff} 八左」千 j 方汁

お£伏、東杯玖;fJ7也〉ター）有 2 カ汁の不ウレン

ソウ栽培！自場。＼ら y ゑ柘病権病殖勿を J家集しy

品原菌めが離を行づ L 桑原菌 m勿＼飽！な）徒

系祖勿のぜj務お よ L人：核計 E最ク ） /f!_ ik 寸~i，面支

アトリウム 0・5 % ~ ~長決 I－＝－ グ今 j町農靖才えy
T "'.'.' CMA J ST - PDA t多地工 l二宣えしノ e2-S- C) c__ -z’2 

--s--_B 1町虐援して行フた

実き矢作来

震不不孜紡ぺ乙ユター！対仇一刀汁 lま1 J]て来↑執すま

表軟同め私設でみグy イ巴の可ペ’之 1手工耕ヂ~＇t乏

の詳のであま Q I権府祖勿め採集同寺島！芋ノ J月

下旬よク fl=1 'f幻でみま。タ＼船三 if¥--た屈めう



世代

好
一
般F

勿，k
 

dι 
准

ヰ

午

た

官

併

し
《
一
か

め

に

ぜ哨
U

ムム

l
A

一

、今

zt机

A

2

 

2
 

A

引
っ

住

に

島

原

位

、
局
長
得

ア
フ
燕

表ー；J- ガ＼ウレシソウ:iJ.布鶏J罷病植物fJ＇~カ蟻エ似た病患菌

づち＼離也場； /J}¥ 離 歯 期写王手 No. 病原性

Py七hiumsp. SP－工 ＋ 

A Pythium sp. SP-2 ＋ 

Py_七hiumsp. SP-3 ＋ 

Py七hiumsp. SP-4 ＋ 

Pyth土umsp. ー
中 5司内 B Rhizoc七oniasolan土 RS-31 ＋ 

（東大政令） Rhizoc七oniasolani RS-32 ＋ 

（ハ疋ネ）
。 Rhizoc七oniaso工出1i RS-33 ＋ 

Rhizoc七oniaso工ani RS-34 ＋ 

D Pv七hiumsp. ＋ 

Py_七hiumsp. ー

Rhizocton土a solani RS-41 ＋ 

A Rhizoc七oniasolani RS-42 ＋ 

吊予可 1勾 Rhizoc七oniasolani RS-43 ＋ 
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ピ託夫討が浩ぃ、こ kが規路、立 Jへた。 ミ五｝ 不

菌l二よ Jj左手存病的託l主 1-J:_｝ イ自湿に TJJ J手ピ長

玲！釘を零すよがy / 2. ~ "Cで 11先生毛 ：ゥ た

く誕的な /J＼ ヮ f=-0 ミ7ヒ）支品各て件下仇宗験 lJ¥ 

らy 伯温室月間を与えまことによグ浮菌によま

7J_ 梓共有経 l主が＇ 1~＇ タ守主ユ k JJ＇らl 本直 lτ よミ

舟長，1-｝ 必要司！二死生し7J＼、 k判断「2 れよ。

え与号〔験で 1手1 パーミ守三ライトエ｛三笠吾し

7と汗うレシソウろ益！二主主－｝主接種したる η

て令ヅ／温友調節町認権後l三行フモ。その

l－＝－－ め y U皇;l,1-屋、 2完投《去をあi士郎響主与え -z＼、

主ヒ汚むうれ主． ラ豆表 1)"'2l テ両方、商《！主有l Z寄



勾

租！こ乞めよう！ごうわ丹し之ぃ打、 l二づ t、才メ今反

核討をろと！写をすよ。

( 2) 万＼ウしンソウ~号室佐 ~1戸病死生

かウレシソ 17/-:: 11, 日手桂） "f1判奮を念的多

を又仇 l~ij忌がh 勺れ之いよ 0 ；｝産］ 1－＝－ εミ為皐？方

？を＼ .L) <l1弘元性的主J 夏言1性仏書号ぃ島守主モ安bミ

こ ＇（ I干き電子で弘会。 えこで｝ k~号車！こつ l l 2) 

本車 iτ 予Jaミ）荏為反モ七七較した。

存才科 t_ 方法

~キ皇探 〕h技訴薗ゲ声在株 SP-l0-1.をJj_j至グα化

のfマトリ皿！τ会7"~1. L, 7:二／0 1111.ισ） C PペA1:ti札

( D土fco 努！）！二持走後 F 30 0仁で夕日！町子主義

じJ ペ r-- ~ 皿 3 萩伊も I rnrD ぷ (J) 1..包1けで

乏巧した話 tP. をすき埠涜友次ヒじた。

為R子、畠m詫了すを ； ォ各号量規考すえを S7J Ml-I ZJ? 
1フトめらjノ訟で務穂高♀ i長JJ鬼左手る梶乙 KJ 3佳



土今L

に売7秀夫して SV~ ／ 取りト m 躍ゑて拷守量百ぷ
伯濃象祷稽ιめ 21を稽穣漫について言問主し 7二。

三川己完売品従 f主 IJ....} 昇局局、砲を？をすむ支J Jo。c

t7) 7" p － ス 勾 ャ ピ えっト（混在 ？O （！九）内で

夕日！町名、告し言両j_し7二，

りおJ J平安教，字1受訴した汗勺レンソ 1う品号室

二二ューす ァょうスノ

キンブ才プデンマーフ l

およぴ午ヌ与えでみよ。か tうレン

'7ミつよコン G- Iη イi~1f Jニ ；J-

今、 l伺し11F'T /-:-Z ,Jc J乞l.-,)

;fl') ＜ 手~ 2-をオラった． オ軍手 ，1)

伴。ζl二一／をえ置 t、zイl2J;k佐

フ

t
p

ィ，フシ
リ
＼J

／
 

、，，ー・『

11-ノ

フy パイキ

尊J IE~ 夜 f
ソウ才孝手，1-ノ

0' I町浸［量級F 30 

えよ乏，｝：： l三 5霊境 1

オミ~ f t刀っ 7ュみヒノ

ヲ与した 4めを指すをレ安二。

ヮ万＼° p. J 

〉フノ

与、宗主5失！天

1? I＝－ 尽 LT二。

定あがYもレ＜ 11要ヤ〈ι程

み；J、ウレンソヴ）早棺／：：勾司会 2・bu山土lミ よぷ

乏存舟庇包オズ 心;tJLd-) ゑー

島d表友4を穆 V Z・ 1-r I 



タダー

ゑー；J 汀、ウレシソ7る長持！こおけSPy七h土umbutleri 

によ主ゑ務手持夜間ズ応

A教吾氏色殺 ｜ 之不五ああ生ポ淀」＆）

イ色湯2義雄荘汚、 Ii島森友J委稽汚、

ニzーすり刀♂ロ ＋ ＋ 

ノマゲプイりク ＋＋ ＋＋＋ 

？ Lラ ス ＋＋ ＋＋＋ 

J、ご 4＝そ コつ、、 ＋＋ ＋＋＋ 

宍シ1・汗プデシマーフ ＋ ＋＋ 

ヨ色 ..!f. ＋ ＋＋ 

日 J匹~ 先ー ＋＋ ＋＋＋ 

よ子 ラ長 九 ＋＋ ＋＋＋ 

a) + ; 50売以下のi.L;J長寿暑と主牢

++ ; 50 -80婦の乏布為 '}JV.＇老主．

+++; 80需みはの金移弗手芝生寺．



st 
）司l二企くゑが女められなザヲ L レグしJ ィa
J震友すき袴 ιl：：お＼＼ -z ,1) エューサッホ P, キ

シク、河ブデンマ「プノ J&牢z＇＂；託弟。ゼゲゲ夕、

傾向が認められた．本安験1三 °PJ tぺイ実語気、ι捷
'f tz） 明暗TJJ兎抗性品被 lτ夜、約られ勺がった

が、ノ日告メ7_I パイ守 ンプ lニゲゲ足度牲の j吾、、
イr夏向が認めうれた。

（ぷ） みv~友糸イ牛下におけさ 71ミウレンソウ乏

祁病菌の生育

y七hium~菌 11 ） 樟によっ τ 庄言長 i島建衣y

l主看過程ノ 住者長イ色 P昼夜 lニF 勺リの皇、） /Jずif:

仇今久住育長島程度l三主リいくつかめ群 lて

今、数 1れ マ ＼ ＇念。

~ミウ ν ンソウ主席病 la-) ハウス l利の百右越境

T長下て多手tじマ札、き。 ネ菌の l壬昔過程！三づい

てかきこ 'c ,1) 治とあ k 予震T支の l刻伎を考~ 0) 

九ぴ山l#I］島屋＼11司足すよよ！こ恥＼ ＇之 S"f ＠－てみ会。



一一 一一一一一一一一ーグー
そこで’ホウレシソウゑ柘病菌念今＼角住持！こ勺い

久治活ifl／隻！二お 1すよ生育色合周代た。

羽料 ヒ万法

イ奨訴j亙乞乙て S円叫 JSP-10-2 ノおよ1メ‘『 SP-1 

否周 1、と。比較めたグ） i吾握！こ包有過v.lfu_モヂ主づ

Pythium句hanidermatum .A p長元老夫！写イ初手菌株／タ

号菌（キ＝今リょク勿＼同住） k 業科技ネ1キt乙

シター傍存株 PTー工 （トマト 2ヰ喜子島よク庁前）

宝イ長言式、じ？と。

存権戎，1-） 直径 t｛；，似の ／＼0 I-リ血！ヂ／こか［さ

じた／。 μ の C門A ( Difeo 製）工て”之？ oc 

j-a l町帝拳した色そうも／投球 L7=-0 る~.fu 友義

付τでめ生？？！大 アωια 八o トリ lII2tp Iて IOml_ 

CMA  Tを低五分注じ y Jそ穆規よリ菌そうを斗

仰孔の円盤 k人 /¥f)より皿 1宇うそ！こ才寄港y 之ヰ

玲）町役め菌ヌ手伸長を手間人た。

＼支鞍伶果



fず

え与ラ昆乏4イ午下！ごめワさイ受訊：閣の包有，1-' ゑ

ー／タ lごフエじた。 月＼ヴレシソ 1う21柘病勿1 問符

11 ) いすれる 11君主盈［塁が＇ 3s-°Cーかた k彦7程で

かラた。 庄育長晶益三菱，1-, 刀、ウレンソウ丞和

病屈で斗斗 9c－ι7 0ζ ） .1'・aphanidermatumてH 斗3QCー

午fQC でみフた。

イ共新商平年 l1-) いすれ Jイnb.昼之句 171 I互 青，1三 わ

グ／ 7 ~- < J ノfpc以下之 1-1 4-? 特別♂ T宇奈 lご

よヲ -z:t 1±-i を認めなウ＼フた e

ゑ If 会う易委f条件て、め亦ウL,:,.-¥JウiL-;J:＆あE告の笠喬

t事差ョ昼夜 培地工之、σ）~色め弓三言く帆）

争骨

( C ) SP－工0－工 No ，工9

工0 o.o o.o 

工5 o.o o.o 

J 2・ 7.8 9.5 

20 ー 工2.0

25 ー ー

27 工4.8 工8.5

33 24.0 25.0 

38 27.5 26.5 

40 工5.7 工4.0

43 4.2 5.0 

45 ー o.o 

46 0.4 ー

後； Py七hiumaphaniderma七um

日・ ~q史也a::··

事量

PT -1 

o.o 
o.o 
ー後発

工5.0

工9.0

22.0 

25.0 

24.5 

9.5 

3.0 

0.5 

o.o 
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E一2-2. にわ l) 2ノ 不歯によま争花痛が＇｝

ノタ oc以下の温表象件下たあ＼ I 之 l手どんど庇

任乙 7レ’三ヒをなじ た がy 之Jへ1τJ 不色め I主

音t)＇＼＇イ会最長件下 1字 わ I¥ Z 巻、~壁いこ乞 l二よ

ょt(7) r Eわれま すうわち y 本商／ごよ s1乙

花病庇庄｜三＇ま） 言］デ毘によさ為房、産10) 在言的長

が’屍国 rT"J_ゥて tt 式。

IIT-2-3. 汀＼ウレンソウ二切手病菌の）司定

Pythium ffiJ菌に Jj爪ウレンソ＇7ll存舟l亡／期

すよ報告，1-, ＼.＇＼くつか知られていよ。 じかしノ

的旬報告にみ今 Jl_よ Pythium名画 1-=s 3 21 ;f-f; 

舟 11} え；昆Mι、特剥に託生す♀左 いわれ Y

3た神/[zJj＼不明であき。筆名の調査 L元本属

菌！こよさ刀ミウレシソウゑ柘病 11-} 烏ラ昆劇l二在

住してわり J 過去め鞍告にみろれきイ広還期／二

彩庄すふ？荷主~左 If 要なま‘ そご z・・1 本病害 m

原因 L勺ヲ之、、 sPythium彦7菌の形管を記載（、し

棺仇 l司えを行フたー



'--0 
( l ) if，ウレンソウ乏布病菌の τ歪めよ l二おワ

3 汗ク~－

分＼角在歯株 SPール1 1"'J. J PDA Tまだ；1 CMA T主 抵 工

で長〈生育しy 薗そう l玄白色之h 気lヂ菌条主多家

主レt ふ沼牲若手吾川州 ，1ノ SCHt室協之？oc) 

f日l司め落差期間てh ！？詑抗弓れか‘が／ CMA 

T苦肉乙工てワタレ認め今れま。 SCトlT彦松よ之島

Id-1 -3 Q °C J 夕日！向の最長 Z全れめ z多容の

訴同月乞与がすr~ 民 1れ主。

卵胞与 11） 箇条より伊 L皮じた奇釆 O"¥ I乏端！て

升州立点た主卵志内 lこ直キ iコ升多民主点主．

芝卵巷 l(fI j手 ヒんど百六之頂 I王 Z あフ之）訊 包

め古 O't IJ認められつがフた。昼前戸差 1-J._J l手1-=;J..・

味、形で’ f 乏の表面！？じ骨らゲであヅ~経ス／メ.U比

一21戸必1.. J 平均 .27戸κ てあフた。

金仰j邑1勾｜二 ，1} 1コの仰忠孝付Zめろ aれ主．

卵胞ろ l手y £前戸港！利 j二不か高ノ性でみり J 直経

17〆縦 一之j〆金比 三字下勾之之,)Ml'ι でみづた。

ミ笠精器！？ノ芝卵奉！二通キ J. ::2何泣 きれに



ti 

之コイ守jレ乞わク） そめ l手ιん ど lll町生之、例

主。 手たJ 遣精奉1""1遣卵患♂何着 Lてい主屈

糸l二升夕方V三れよとど 11Tιくy 守，jσ1菌禾ょソ l王

し／てわク F い わ ゆ S写平手／住（ aiclinous ）であ

れ遺精 嘉 l手比鞍的久宝く J J ）レ汗わっグ鍾

升？で／ ミ λJ梓オズのるめ l討z_.められアエゲゥた。

オ乞与のう（道夫予のう ）l°J＇菌 1J:め乞ころ

乞ごろに守タポミれノ 菌朱より~庁 尽く頑雑l二

今＼ふ支じ 7ニ不 f脱 VJ勺形モ しτI' 1 e> 選え子！大

月色与のうを吹jくlヂl三 3時前者友c星高 3 ふと苛られ

1 Jc) lコめ来的う l勺lご之o:::r - Joコ生 J よ。

TJ わ不菌め務~ rJ-｝ 図版 2 に去した p

(2) i1：ウレシソウ 7L花鳥菌め豊卵患σ天芝

三

殺すく菌株，1) ( 1 ) t:. 1司脅しの菌砕き用 1、た o

;g性若手宮市長のため σT色義 117 SCH 落札を

問、、モー δ0 °C J 0 日間 m合患い守 1‘特ろれ

た仰 比i，てづ＼ ' 7釧良モ行つた。
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るイ提言（菌株（ SPー工0-1 l SP-1 

若きめ J字τ勾直4三ノ 長程）lまノ そJ七」をれ之］.6 f 

_).,lM1.. ) 之6.＞ヰ〆ルグt/ 之7.oJユメ4静化 kいすれ羽 ;z6 
.JlWし以ょであフた。 ）；る J 対＠.tしてイ提言くじ

た .R_.aphanidermatumス阪存Jl.）＼学／ア号届ゎ J---t入、 y

PT ー工白羽の i@)Qf]怠~名（ -& f,-圭j { J, 2-l/-. lj. P-ノ

2(/. bl)メM'1 Kぃ司、れ£ .-2.J〆#1. ｝＼人下で切っ？と，

ご~ら y 之つめ Py七hiumj柔菌 ／7"'JL - 7°♂造仰

悲l1i（去程）！ごづ t12 ゲ散今祈モ行ヮた

kこ3)J谷ブル「 7Q内め釧足値／z委を含Z『が勺

刀＼ゥた（タt%精友）。 しかしy l司プ｝レー 7fl 

）司抗菌株！こりy /Fl _f. 7J差がラZがタ .yl) ミ笠印若手

の最A~忽 l －＝－ 差 ti'-M よご t'.. t)＼＇ 赤宝め壬（表－

20) 2/) 221）。

ゑ－20 ;r，，＿ウレツソウ~.存病菌カ、融株 Pyth土um bu七leri ( SP-10-1, 

SP-10-2, SPー工0-3Y'>主主叩若義夫章生圭の汐激勿前ゑ

受章方の／野函 告白凌 1勅 不偽今昔叉 戸 4邑

全 体 工32 工656.2

処理（級問） 2 40.9 20.4 工.64

孫、足織内） 工30 工6工5.3 工2.4



表－2I p刊hiumaph印 iderma七um 2笥椋の~li'i啄
の減j良イ盆！二対可さの世又勿不ffゑ

J変動のJ号.／包 笥向λ支 支 事列 J千偽今、私

会 4本 工07 工工工3.9

ヌ旦理（彼自） 1 1.2 工.2 

県五（級内） 工06 ユ工工2.7 工0.5
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声 ィ~

0.11 

茨－22 Jエウレツソラ釘繍"§;JPythium bu七le礼（ SP-10-1) 佐Pythium 

aphε叫 derrna七四の運搬動規定値lカ可幼唱功、杵ゑ

ゑ参加の有~ 自由友 変動 み偽停電ぇ fi ィi£
会 4本 122 1500.0 

烈規制司） 工 32工.o 32工.o 32.9 

多安定織内） 工2工 工工78.0 9.7 

表－23 MウレンYi洩裕為~p付hium bu七工er土ぐ今惜別p-10-1)

のτきめ工lごわりふ義容の三字下今治j財直

老主宮／各刻、 調IJ定値（平均）

菌糸 3 -10 同

窓え手のう 30 -120 

殺のう遊足手ー 工0.1

~聞各 l豆径（長径 j 27.7 

仰月乞手直d乏 22.4 



i〆

なお／汀＼ ＼うレンソウよりの＼陣三れた SP-10-1

2色味の$患匡め平均掴慌値をゑ－ 23 Iごネレ

モ

。） l司足

Py七hiumbu七工eriSubramro山 m ,1, S凶 ramaniam によク

ノタ／タ年インド！ておいて y ショらかノ 7パ

コy ノマノマイヤ！こ者！主す主菌とじて尼尻エれた。
tf6) 

Middl七on によ 3 ど _R__.bu山 ri t1） 的定詳＼） Jz Pvthium 

aphaniderr叫 um k 菱邸よし τ わっ 1丙~f~ 別す去の

11困難でがよ kしてい占。 ／ア之 J)!if-, Mitra 

色Subramani印 t1) 工・bu山 r土主主・aphanidermatum0) - Jf 

ぁιしたがy Drech山 r l立y l丙 棺 を 区 別 日 記

めており y ！両右をめ＇ 1-,-主手友利をシスめ 31号、 kレ

ていよ

1 ) ！了刑 a副 ermatum の選定予のう l1-, z・bu七工凶

l二比鞍し之小切てy の＂u去が’タ 1、こと．

2）工・aphaniderma七四め遊走与！？小雨てヲμ悦てh

あ主的に対し 2・but工eri めお走手 11- I / 



/J-

μAM- K々 フポス型！でみま。

3 ) _R.. aphaniderrna七四 め造卵志l干p 平均 22-

2 3 fl似し で歩ヘきめ！こ河しy z・bu七工eri の

を~へ！千三7ft悦 kX型であよ。

しかしy l肉桂i同！三只病殊性 i三勺＼ 1 之主力て

つく y 同一守：l_乞すま考え方~ cf'l♀。

Waterh…！二J.3 ／タ dケ与の Pvthium忌l菌根l案表
145) 

で1τ1 2・aphaniderrnatum 乞 z・bu七工eri l手p ぢI］守E色 u 

て記事されておクノ 両樟を区号｝！万 S茎手！こy

？欠め 2占、をあ 1プて 1、主 0 

l ) ミ宣耶器仇直佐

2) 遺精奉の嗣ヲ長） 一司 TJ-わち yz・but工叫 が

要存牲いic工inous~ ） て~よめ！ご勾し

P. aphaniderrnatum I ＆－同梓／住（ m.onoclinous ）で

払 1。

h 七erh…めの＼類存食！素表で 11--) 主叩奉y 仰月乞

手J 並走手め天主立を梧を巳 fjJ1J司会墓手 k十
1.J...01 4-1 ) 

て2及てい主 0 2め室、についてy H叫工ix . c; r1) 

落差法y 保存［去によづて）胞子め天主さ！二差

が任じA よKLて才t;(f千J合守マ弘 ま0 
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l主勿イケ＼類！手y 類似去‘を夏Ll s 立すす［玄.I'.: ，羽

要去、モ足、、ま守す fをめニつ m 方 J乏かみよ。

Pythium）急色めか類 l手y 初盆ゐ＼類 lュ ：／；－ 色 寸〈之

の＇t乏！こをE、、が遣すれており J 区号tJで三特よ怖

を．的相要y_！）＇＜・認め与 JA_T:こ場令！！tJ棺ιしτ言るあ

万主／見穿があミ． Lくにそのか類イ卒寿、♂哨晴、

で－1J-¥) 4）島屋ミで l1-J 金企めオ重！こ勺いて詳向弓

言乙章、、を Cて到してお〈 か と 1写 /J＇》リ y 2うしブ亡

言乙哉、 m 茎積 l士主グ y あ与た TJ-ITJ＇ 頻イ手茶~＼可白モピ

Eわれよ。

附 h土m aわha企

手面；与不手系色ヒ Lτ 伺免言乙事（、三れ τいよ刀、

Py七hiumbu七工臼土 ｜二つ＼ ＼才 l守天kらdへて t'- Tι＼ , Q 本子？

にわ＼ ＼之JPvthium,"'1,hanidermatum (J） 単！こ不整官め道

夫子炉うを持ろ 1 ぶfメ例以下め夫 :11のミ呈

印若与を持つ ,i]乞 L々 のみ扱われ） Dr叫 s工er ) 

Wねぬ…うの示していぶ租安豆、／こっ l＼之弓詳

細！こ比較三れて 1『 7エI' o 

7J；ウレユソウより勿＼角在された P打 hium，店主m,il 

ゑーヱゴ！こ jf，し L土う 1=-) 並I11-r老三 ll＇~ ズ三三く
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オ三面左 A p,反舟丞 Xlまめ L辿盟主主erma七四左手む亡厳 L

た場合y 造卵患の天主主y 遊注予めう α 号~－
l＝安f手つ 7三室‘を言足掛よ，

三事名！大表一之〆 l二示した l晴子バタ盤的規，1
良値1 万1｝わち） 遊走与かうノ遁走一手y 金仰

若三め久主三の豆、、〉 およびy Wateぬ… y

の jj,'viニタ＼数工の差安y寸 TJ,hちノ 主両P老三小7新生y

安材十王仇童特春め行j討す f乏y および・そ仇形~－
め日月晴； 7｝ゑ要。、ら y 丙~ ,1安7}3臼（F;今、類粛

に弟可よ 6の k考えy m山 bu山土

を／脅受ヵ可オ重 k言Zグ1完二。

今後〉 Pythium ,}ft菌めの＼頻イ竿家 lご つ ＼ ＼之ノ 一

分 f乏！亡 υl司）え茎2年め互LJt~ノ分麹鈎角穫
すするみた写K7 J: 3う．

]I[-3. 考 東

ミツパに耗壬方主左梓病，1-) ／委i爽栽金 I L 

Tゑ予言、協ヒいうた要アょ主弟lt:者形態よ/:;;.. 'h ¥ ＼之受ュ亘
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レて認められふ 之れら病暑の房、困ヒア手主為

局、菌モ調査じたどと 3，与を浪者也ノ 工怒号電培

／：：.おいて耗主すよ病原菌ヒその fit宝オズ虎Jl二持

A気仇弘主こ乞もまZ払た。

義dミ為花七手を主窃主ミ 1ソパ丞ヰ五弗の病Z号、盈

k乙し~ Py七E山i1氾 i立1 rfec七um ) Rh土Z。c七onia包与旦土 の 2

オを類が言z‘めろ μたが〉 殺吾 Uて久さ〆く穿~t孝上 j司
要季 k7エつて＼ ＼主の 1手ノ .!_: im1 

で、払つ 7二。 じずしノ ェ湯舟也で l手J Ji_. solr叫

によ 3_j主花来が l予ヒ ／....＿） ~ ¥ -z_'J Py七hium fi毛色，エ t 

主7J_存鳥，－；認、灼られ究都宿形態仇費、、九土

ヅ I~ま令よ病原島 I＝. 安＼. ¥ 1J＂認・釘られ定二。

kく l二J パ＇IJも菌類でみ主 Py油土m A菌lこよ

よ病害ハ孝夫裁ti，三わいて多虎す主ニと IτJ

ft，主乞弟愛1)＇ろ綾味がるたれふミれろ丙舟

／房、l]Iユ主主主存弗 l為者卒予震もの昇安 jニよぷ

令＼号ゎ安 u ム人外 l二I ~11_·オ犬、必 I －＝.－ る芦主,Oで認《ろ

れた。

ヱゼ表栽培てだ笠す主主梓病（す TJわら壬

叫叫 による J互不五病ノ 11.｝ 殺患。う7z. 1 i.軟
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に蕗T易に手心誕L可ょこ 'c I引い． しずしP ゑ
夜議長 i二わいて Jt_，主可主＿！：＿. impIT_fectum l二よ主主

格品11-，荒主役_l.速に手ん込可し こ以 ct1 

L 叫；：，_ni gでF 生 lτ誼条 lつりゑ考ンマ＼ l ふた

仰でJ 長決識す老 lごわ 1ぺ右主した場合／－；， h ¥ I 

てる J 作物件《叫主計令、李イ更し lfEて多円形 I-:

ゑ11,・ .3。 こ以 1－：.勾九 _R.山erfec七四 11-）委決守 I=.

盆定予を t主ゴ J 持注面ヒれ 7ユフて手之主可人
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JV. Pythium j義歯の生定震と考＼）－rを携をj、

IVーイ．／養成熟信におけよ Pythium~菌の燕皐ピ

老夫＋

道えろ lcf-) ペんも菌類の宣うち境 lこわい Z 壷

！零 TJAえ！劉を高ひ、て＼ ＼よ。 J>lasmodiopho叫 es > 

hy七社d凶 es TJ-ιの下等 rJ祖勿病原菌 -z!I!'J) ~ 

究植物の自伶＇ fl二例ん 2れたイ不自民胞子。マ遊走

予浮t1Gてy フ又の超深原因包 71-3..:50ノまた y

Fιbu  メzわエぴ η拍hi四 j民め
一TまP( ~.bu七工凶 J l・ debarya 

目衣急官ゼ3沙ヘ Sd刊月乞手刀＼蓋走ろ；託Jキ可主三 kが茨t2 

られ之 b り~－）一沃彪味 l いてぎ迄ゑ与が l笥

与、パぃ羽能／性がみよ。

ーす長l二 Pythium1~菌J Phv 

走ろ 0て勿＼生月色4-乞 Lマのイ支事」jモ1さたしてわリ ) 

ニ？欠Fをラ芝号扉 kLて 3鳥喜《まん廷仇局、困 kなづ

之い主了2ノkく l二y 向島歯 lごよぷ舟it選定
、 rc> L2' }l-之L ,J); ・r 

子jこよヅ y 立十支；争終ノ確か川、スjくlヂf わエο；
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4義決！J-ιノヘド 2介じ之イネ衆しJ 殺事が人

l/.2,/}'fノ

2 ¥ ' S> 

主走手 11) 白乙の運動の l手グy 穆。、与伊泌

されよ穂y アミノ厳y TJ-~·· Iこ誘引さ dヘノタiM守

）同で穆め Z矢面／こ集脅しJ 産ろ豪放と．して (Ji,T替J三

官εヵを幡町よ初男 ε号ど’応のノ

ミめよう！ごj 選定与 ，1） 種物俸と2空券 aま

時y 玄わめ Z有ζヰサ勺 TJ-桃色を為しておリ｝ パ

んも菌類の病害託生 J:...1:量rt-η存た k尽つて＼ I 

S。

ぞご z''J J_Y七hium易菌 lτ 主主来事めうちy 特

務 7J孝弘、権第寸乏でみさ j愛決都議で多廷すよ 3ワ

八ゑ移病 I－＝－ っ、＇ i I 与♂盆え与の応1券！こ反 lず

す級事tiを訪問パ’y 之れモ防ぐミ klこよま舟害防

「号、 j玄I－；：.. ついて被付 Lヲヱ・

IV-i -1 . Pythium imperfectum の i差是手形がと

U匿え芝ノ pH の ！釘イ意

漆E白の丞え手号多メ誌を 直経 itJ JMY(_ 0, ~トグ
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i旦 l二令＼｛主 L-7:二 I tJ JJt}_ 0) SCH T多ぜJ工 -Z.''7 8 I司

;:zf °Cて～落着した ti)そうを被安てし言か、 7-＿’

盆定手市ぶj列 Z二め直径ノJ/m艇 のユルク万＼円

--1－を j判＼ I I 菌 そうグら l司－L亙グ乏の円盤〈

a土sk ）を詐i喫した。 ごムを I Jrmi (/¥11ff 

¥}( lf /:: 7霊場 ~J 必ぅ昆受究件下で 3時間辛を ：＿，，）

5..1@ ,}: ＼才！τ奴之ユムた主主写乏トーマ血がう7
}J判，， z計数 L-7-::... 't 老定手め計数1まy ダヌ
回予防交をう局干しノ 丞え手を？反抗う立せた列奇行

づ 7三。

えふ7渥ゑJそう守下 I=J-b 17 3遊定利減数をy 由

-2に罪した cm－卜3,(2) ）。超定手形ぶ司

之0 °Cーユf 。CめC昼夜毒包囲 I－：..子勺 h 之！？まねて

~ミがy 3o 0c ふ人上向ラ＇~急て’‘ 11弔ふを認めな

がヲた e 五zft手司令決 l°J) 豆沼J}(¥r ！こ菌そうを

ラ続可主 t:2.1歓l二足クノ 議l震え玲 j司オゑ／－：；.ヲれ

う切ぷが内在立れた。選定手《うよク I玉じた

溢ゑ i重モミ盈じて] i号、市安，－；.球、mう八移動 Eマ在

的 y ／手／予チ今， z・ 受）3 Lた． 竹（｝） Jr委坪のう l勺で

11） 遊定手めかイじが作手グy ノf一之C 勿、 l司
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之丞乏子が形冷y:1れ J ヲ；手、《う i対z豊：動協がよ

めが者ι表 立れた．ヤが之ノ査定予 11ノ持、♂う

よク友広三れまがノ菌そうを~~－包ポ jこ［受 l賓心
てから！子l手II ;z. j-- 3 H寺l町以内／－：：屯fi:_寺号ふ（

I er芝） ) Lた（表一之j- ）。

ゑ－.2J- 妻、宮ボ中にあワSF予rh，附1Pf'.の選定持j長τz・・
の手歪ミ尼

崎）旬（勿、パ現象

0 

105 

125 

130 

工38

146 

工49

菌をうをさ号溜求刑＝議i責
泳、的う形Bえを街桔
原形1I費的ヌ去、のうl河川移助肉根
康司多1責めヲ絞めう内ωつ移動受J3
原形，1憂y完走奪．

童三え手形式百恵3
量主え与をえま人

主定予め南方~ l守ノヲ畳表以外yp f-l Iニょっ 7_f) 

彩響をうけ手。 pf-I 色豆i走手形先＼；《 l朝β，，--t)

l盟－ L+ lこえ乙定。 主・imperfec七四 め illと手都合、〈、

111 /:::> J-1 s-, o -p H . c?. o d乾固で t1-, I予と

んピ売の市長会！τ差をため 7'J.-I , D℃ノ pH立 C

以下 J乙 7エ与と落乙リ怖がを支の減少がすたがられ
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60 
遊

走 50 

子 40

形 30
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数

（コ／吐） 1 0 。
3 4 5 6 7 8 

PH 

四－ 4-. ミ 1ソ）＼＇~柘病菌の選定評リ~ ヒpH.
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工V-1-2. イセ／重良薬友七府系，

規必l'3Jvワよミツノ＼ 2l存病の浮を主を調査し

た kころノ 汚名義（幻殺を jもく C/. s-単位－
2.0 ノ単位：単位 l三つけ之 α税8~ I手修正）し

て糸、1をしてい支援訴え争＇ tf.{z・・同病害託宣が少

¥ ＇傾向が詑杭られた。 またJ l司議l三毛色決的 pl-I

刀、イ阜、、／養成都信 lこ h¥ ＼てる羅生の~＼ l傾向が’

緩局、三 dへた。 そこで j 4菌l二よよ病害乾 1主ノヒy

信差えめ濃愛y およぴ pH の問符）二つハ

て詞査した。

方オ桝と方法

イ英露〈易局、菌 ； ミツバ乏柘病菌 E・imperfec七四

（のi奄菌株 CR－工 ) ） およ （）＼~ 7}, tうしシソウ乏

和病菌 .R.but工的 （ザ詰菌株 SPール工 ）α之樟類

宅イ提訴した。
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吾氏菊T色； ミツバヒ応ウレンソウめノ委決来、

官 i手ノ 1/ ~ooo a のワグア－1KOヮト E利用

、バ作製 Lた毛デ jレ，｝（和葱童（図－ _s-) を

ポシプ

1/ 5000 
ワグナーポット

フド耕養液

ミツバ立枯病菌菌そう

四－ 13-• ワグナーポットl二よさモ=t）レyド芳村慈置と
病月子歯くミツノベ2符鶏菌）才計量すゑ
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同いて行フた。 帝拳必下） 1君乏阿殿場稜本

~方の均後予主義次苓司リ J 議友l下J 稼2字j量；え

を i単位 （EC=2.2 trll?5/e&tし）七九斗倍希釈

の話のを t/4辱危（EC== o.ぷ一物ZF/ce,t ) J Zイを

夜を 2単位 （EC＝仏／ tm ZT／例入 h ムψ3イ去

の i患ゑ＂ ~·め E 3単位 （EC＝ふ午判ZT/c-Ht） と

して喝、．たe

Sツパ＼ ( t財産；天 1~ 白差 jσ袴手 l手ノ 3 fl 

）司うた，Jclずに表意らふく孫三モ行コ f二みとJ

ケミフ包ツ合／η 信夫て’ IS-の＇I財部清孝

宅行フた。 手た！万ミウレンソザ語手 rt1 TII-2 

-2 (Z) て汀、 L-7＝.才 f乏によク消毒J 11主芽烈ヲ宝

寺仔った．

ミツノミヒ ；rウレンソヲ溝手町 モデ‘／レ，］寸ヰ

ヲ装置め j,-¥_笠よ／：：.J香謹じノ 50 0乙めケ白ーヌ守

じ々・之、ァト iベて号計量を行ヲたe i邑気 （JI l乏気

,}¥11γ70によク J ）時l司j司拝1之、 ICl 汐、j勾斤っと

系尻島の落差；減額菌 l手ノ SCH T孝弘てTを

ノ愛し手。 向昌司 ！零天唱力乙l三追手重役2?g（.で



一一＿＿_7_7_ __ 

1 t3 l伺T名義じJ l塾そうを持追戒とじてイ美前、心

た。

7K新茶室への病原菌のす寺桂； 会合j差i決環
左下 jこあ17会｝主走子部がと托？あの）気汚を調

べ‘ょた払｜二ノ毛守lレ水新禁置の府ワト♂る今

j二男ぅ天落札工己主有した盈そうをヲ＇ LめJ 色そ

う方、ら l主じ主丞走手によづ之足号室が‘是主よう

にした。

またJ を定子落友左足をゐヒの関係日思ペミ

た払 i三 y 詞勇三エdへたえを擢亥の 培養子長守 l二屯

色与を 2.斗メ＼ 0 ラImt乏ル＼ .. 6x JDチコ／肌乏

kなよように諾諾し l 佐芽棺与を才色議した。

ミ ＼v パめ t~令 30 Q乙で ID 8, 不乃レンゾ

ウで，τ，3 o 0cで・ 3日後 l二分子 lI 1 それそ‘れ7L

花井号発 t主オズ笹色弘段南 j三勿＼け之九参事した。

安駿体悪

老色字情ぷ l三よ主浮至高； tt/i委菌そうク＼らJ
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差方支守 l三重之走手を汗タ~·ゴ亡き方法 jこよヅノ ゑ

花形の荘＇£ を詞八、た kこ 3ノ ｜／斗単位ペノメ f

単位のじ鞍巴て『l予lず／η 九1-=iL,''4を日認

めたが’J 事7蒸支の七室長うえl手ど栄病ま Zに局

l司王手しJ Zギィむ人工的ノ差決悲哀lごわ＼ I 之 JJ_)

2存舟仇存在笠三宮めなか 3 た。

長〕魂友のT各委決lずにおけ主会花鳥虎包の抑

制11） 扶llじて認められノ kくにミツバで吠

昼夜老支ェ与に縫って左手五病浮を包が~しくが
少しと（宗一之ぷ）。 汀＼ ＇ヲレ〉ソウコ切手漏 lまJ

表－ 2b ゑ戎；栽培1-:.°?.J!J占ミ'J）＼＇主格病の託住ヒ義語之湯受

培（単養イ成支濃）度 J<D~区教 手正病区教 手正病キ（弘j

菜、笥 7K 30 22 73.3 

工／8 30 29 96.7 

工／4 30 23 76.7 

工／2 30 工2 40.0 

工 30 8 26.7 

2 30 。 o.o 
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j急成悲哀が之牟イ丞 l二ア｝ふと刀、つク抑制エれよ

,() '¥') 7βふ人工仇奇句会で，12L存 為 仇 乾 t乏 を 定め

た（急ー巧〉。

表－2'7 j彦次系τ声I＝おげさ刀、ウレンソウ金格あの浮也生k

昼夜湯~

咲令守ヲ主義氏議友
ぷあ病及焚 点在病キ（洋イ多）

3 0.2 5.0 

2 0.4 10.0 

工 2.4 60.0 

1/2 2.4 60.0 

持 j 荘荊妻宅玄Co・X1十 l・X2-i-.2・X3+3 A-4〕. 

X1 -t-X.ュ十 X3 -1-")(-4-

若高度ほ4陵商（ 0：結丈 J l；少ノ 2：中J 3: il）枠1簡とle.

**; 濯薪主争 l芸 評価 3 を 1ov% と i.-7:::d：： ~d) イ昼

差l乏iヂヘ σ丞走子三章表ヒ；託病 ； ミツバ2不良

病庖逗えチ段落表の七霊長決1宇l二 1釘むy

Z乙存共号仇弟三宝会調べたヒニ 3) ）長良薬友m島

¥. ' I 之単イ乏j 3 t学位巴 j二矛） ¥ ＇さえを主が肉、，ケす
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主イ最向日乏グ1ヒ しかしJ 翠色ろ菟友仇色、、

ペラ回経〔 /. b 又！日コん4 ) I. 6 刈 O斗ユYMえ ） 

で11) 咋巻末識さわ二i初完勺く JL存為的託生

えもrf!..(Jへ1：二｛ゑ＿ 2r ) ~ 

表－ 28 えら官養成蔵委中八の主主与語義によま
ミ Vノマ二?L1~為《あ1主

T主季討を落（ み老え手議夜｛ラ／JHP)lこおlプ主活為愛美
く単イ丞j 工.6X 10 2 

工.6X 103 工.6X 工o4

3号、富永 工.86 2.71 2.63 

工／2 2.20 2.50 2.83 

工 工.83 2.33 2.67 

2 o.67 2.17 2.33 

3 0.17 1.17 2.33 

う令 ： 表－21Iτ芝草苔＇:J• 

またJ 芯ウレシソワ 71花鳥簡を）司 1’h が

ラス草ピン1tて.7L.＋手系浮t＇±－と） ）震桑悲哀の l照

イ系l二ついて調べた k三うノ 3単位以工めよ斜

乏吹藻及でrt）主存あ《託生を設的なかっ f=-o
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じかわ不ウしンソウ左手E月号畳め場合通ノ主

え与第三量が〉 ふ斗メ IO3号／ぷ 《晶表及と
なフ巳場合ノ 1名養愛媛友l二関係7~ く主不長寿
のぷを笠方式認め与れた（急－ 21 ) p 

表－2, 

協与を次

〈減埠位反） 

蒸官..，K

工

2 

3 

ノ各T長養成濃底引午下lこhワミ並走子躍友
主汀＼ウレシジウ:il.:f吾為の庇J生．

ム道走抗表皮（グ例L) Iこおワ主活翁度発

2.4 X 10 2.4 X 102 2.4 X 103 

4.0 4.0 4.0 

4.0 4.0 4 .. 0 

0.6 工.9 4.0 

o.o 0.3 4.0 

市 Z ( O ・X1十 lX2;--2・X:; + J・Xtt十斗－x宮）
す；託病ス＝

I ×l十 X2+X3ナX午ヤ Xs-

界ぎ病jイ・.zrイff!J11.( o：：嘗．しJ 1 ：叡 ） 2 ：’ケJ 3；中， 4：基 ） 

ιl-T:こ。

i急落友長与を決＇rにわワよ乏存烏託生柄、ア

｜手／老走手を／あえ＇fr-認す量投l 祖籾モ移租す

きまでの時間任追が毛ぃ程援差l二あろわれノ

祖仰を移栓 Lプこのち主主子玉手を？乏した1歩令 j之



εぅL
I J 7 言］弟友愛うえ＇fI－＝..わ＼ ＼之 d毒6，、死鳥キモ禾
しT二。

命表うたの pi-I ヒ経燕； 色ゑ桑 l宇に芯ウ

レンソウ 2梓元首ミをぎを栓し五場金《達夫pH

注Jを舟の関係、，1-) ゑ－30 lこま卜した。 主存主『

的斉［主 rtJ ゑ：：ネえの pl-Iが斗・ ξ 以下 iτT手ミヒ

五しくづ長ヤしj pH斗・ 0 で 河 内 ヒ 人Jど足 t主

_lもJ!_.M r喜ち＼フ下二， L勺＼し｝ pH  タ.O -pH <f. 0 

ゑ－ 3o 権；悉魚めfH~ iJi、ちレンソウ7!.布高仇船主

培養えのpH I 庇病j_a)t垣部濃及
2.4 X 工oγm工 2.4 X 103ツm工

3.5 

4.0 

4.5 

5.0 

5.5 

6.0 

1.0 

8.。

o.8 

o.8 

2.2 

2.0 

2.4 

3.0 

2.6 

2.2 

2.2 

2.2 

3.0 

3.0 

3.8 

4.0 

4.0 

4.0 

-zco火 l十イ.X2.寸 2・X.3十 3・X4十4‘x.s-)
a.）託病度－

X1十 X2.十 X.3 i"X4十Xs
2受－211ニ乞年百J.
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の範囲内でi叱 pH i二関係。く晶、、淀病苧を

天下した，

ま k め，

税負むを調査 Lた土こうノ FTmteゐ乙tuwしによよ

ミツパ左存来 1°1-) 守主義氏v悪友α産ミ＼、あ＼申告iiう
ゑ iτ3勺 k，て淀 i主が少 k的向が認められた。モ

チjレt1'新笈置を用いてノ 咋餐反ぅ憲主ι府系
の関係を観パ 7=t:ごろノ現也l司様J j室恭7葱友
的島，' r易会j 府病が抑制三点三得手、 1J＼＇特ろへ

不自によよ来豊定笠 l手ノ 汚名与を求藻友 1：：彰窄

；工れミミ t.l濯予乏した。

本菌によさ弗喜居生七議香北東え星川矧意

をl タ為汚主菌《持才芝方 l玄を変交ノ之言苦iベTエヒニ 3,
行？？為、三れた量定子を Jをす差すき t；号令 ky 歯そう

i1老若じJ 7言曇戎＇tで丞えと予を弔針立てよ

T：易イ訟の＼ ）ずれにわ t‘てる i色素変蓑えlずで先応

が’折7争'llふた。 またy 菅tン＇fI二手う＼ ＼てy を

え引を棺I－：－ よぷ手三和広三用＼ ＇之 J ：む走予ヲ農友
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K老走手Z差裡後植勿を移植可式手之の持者i司 k

党妥当の i刻禿iニづけて活調査し と。主主ろう鬼及

川島く TJ=- よ k 作ノ表決君愛 lご庚）係 T~ く淀為しy
寺T＝－） 方盈矧三移植しためら j之丞えJ千五持程レ

r=.t易J台iユづ h 之送j長桑弗友たの｝刻桑弓詑仇う

れ守がっ？と。以よ的実験終寒から y 丞走与に

よさ乾系列／委決中 I＝－汗夕方え三れよ差足手散とノ

lfえ子刀、.i晶表支の表爽中 lコ置かれ之＼.＼さ時i閉

め 2つがら影響を受ワ之＼¥ ~ 0 ι〈にノ晶表

度の移ノ養魚民丞え与の苛タぷ＜I二何らかの影

響14-元てい主の之 l千 TJ-'¥ 0、ヒ考む今出 7と。

'J"J:.. 12 7 T名義決揚友とを走H夕方支 l三づいて詞

バ； i:_‘

五／－1-3. 均三愛G夜中 l二子つ 17主 Py七hiumbu七工eri

ιPythium impe 

長ら？震度の落差爽中 l二おワ主主布病的訪美少がj
選定子育3版数仇玖少〉払主、、 iτy 老走ろの豊

動性守どの起き宇佐のi減少に$よるのゲ lこづ い



rz-
之不明でみちた。そこをJ 同舟辰菌め丞定手

形ポ k巻うえ悲友 kの疾i係 t.） 主走予め晶表皮
昼うえ＇fでの行事刀について言問査じたe

ネ才科 主 tc玄

イ美観系尻島 ιをの辛養； IV-¥-2. l:同様て、針。

τ名ノ愛成lヂでの主立子形被 ； 向病乃景色め老

定子形ポ 1J） 菌をうをJ妻、笹本中に環境万♀之

kにより起之ミ 1)＇＼） 本戻鞍におい之叫す色蚤

菌そうよヅ直径 2ι砂しの尽天円盤を除グ志ら

お震度の？を義的仁う支プ責すよ念；五ヒy 色そ
うよグ i工く声在した菌禾を；＿笹，｝：＿でじたi争後J ィ主

義決寸 i二ー麦5責可主オ C乏を用 ttた。！零天円盤

。＼ら蕗之万よT主杷ぷ今わ量1i） 円盤を実包dく

｜二議場しl υ'i)c z:・ ~－時向後 l二じる之弓 J M{; 
K十イ方ジ萱を汚王子吸芝j令干fT ( J::i 1L f-I ？苛芝

府、手啄めか祈巷 ）1－＝－ 定量し参jきヒじた。

をえ手形点差丈l志ノ 患うえ円盤をうお友＼fl二浸C責



E'J 

4え之39Cでタ時，aJ屯愛しノ女主人三れた並走子

散を事Tをえじた。

果ん1ニ
ボド乙写実

会
ザ
八

すt~愛ぅ定会濃度 lヂ lこわけぷ恵天円盤菌そう
か与の主主ろ叫私：怠 ~） 志－3/ ／－：：.示 Lた。

τ主義訴追濃麦中lこ子力IJ"主ミツノ〈会不手為菌
巧追走手形点j敬

ゑ－3I 

追え子部危な数-tt:-t:氏、鍛（単位））

30.67 X 104/mユ

33.50 

37.67 

22.60 

20.工6

工4.00

0.67 

o.o 

o.o 

o.o 

3号、富，J<.

工／8

工／4

工／2

1 

工.5 

2 

2⑥ 5 

3 

LI. 

ミ） l宮参天験参考l!c手商玲仇t':N番付告義訴えの帯z手靖安を

j草｛2Lと苛主.
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bぅ案受の τ宅後良l宇｜二あワ主主え刊少がを又11.)

T老議決嬉友。父、L与干すよ I＝－ええフて説話’Yすよ o

kくにノ /. s-単位以工的濃友I：：わいて落しく

減少しノ ふ c半位以上仇濃及で lス主主子形

ポ詰え・07")乍く 7よづた。之のよラな／吾議哀の

τ名誉討を＇t でめ丞え手苛夕方＼~威少 l手y 悪天最低J主

ヅl手く融し／乙件た箇1j::I二ついて当 I~殺の傾向

三示しノャをτι《影響lτ言だめ今れながフ 7ヒg な

おJ I／？単位。1らW-.0羊イ左手之・のヲセノ表決め

pH ,-tノ S-.斗－ グ？ の乾JIDIこみヅ J pH の

久 1-TJ亥イじJ＇手ながフた。

ミツバ之荘病菌ヒ刀、ウレンゾウ ]j_不らあ庖今

蔭｝ヲ震度？室長うえ中 1-=-h 17主主走手形的天龍を

顕叡鏡）I二幻語辞．したヒこ 5ノ啄のう青少歳、 Iす

若：め今れよがy 王示めう j吋た塁走与がの＼イじじな

がフ巳ク（図版／0-j ＇）） 主え与がかイιして

ぎタト訴に杖之三れす；ヲ手、のう｝何で殺αう しJ

居芽レて＼ ＇た〈図版 ／0 一之 ）。乏のよ

うなJ 丞走与形訴追若j三わ lアよ形管費キ l芋y

T税決闘が’ 2.0 単位》人工 m場合言かラ
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京－］ユ 選定手形訟実き食奈の季子最中k令3れミ勾jレシ勺ム

マプネジウムなラ川二刀リウム仇F彦三ミ

養成濃~ U農 ィ支 (ppm) 

（単位r-) 刃ルジウム マプ！ネシウム 7Jリウム
Ca...O /vf a 0 K2D 

3妻、富フK 工0 5 20 

工／2 40 18.5 75 

2 160 50.0 320 

包〉ゑ－，I ，参~fl!.



ゑ－33 τ名蚤弱気の治議麦 kミ切て会不E来通仇
訴のう号ヲ~ k選え与のイむ

特頭募｜ 予どのうば）｜がl齢化島）

さ主管水， ＋ ＋ 

工／8 ＋ ＋ 

工／4 ＋ ＋ 

l/2 ＋ ＋ 

l ＋ ＋ 

1.5 ＋ ＋ 

2 ＋ 

2.5 

3 

a). 十：旅のう~＇11ιも法的たJ 一世ー掛られ刷、7ヒ

b). ↑：孟主色与のが化も躍的た』一言E＆内占t,11..Tfれた．

主；令、化言畳めるが手立志エれT.;J=＜）、，7:..

C) ゑーヲ l参段、

ヲ／

れ（ゑ－ JJ ）ノ島塊友1i愛皮＇tIこおワ主

主色子をえの減少 t'-f手l宇一致 Lた，

ミi k め

イ受領z歯株の丞え子形煎 l手y ¥. ＇ずれも色濃
友τ七昼夜中！こか 1之差しく事時i三t}へJ 表決
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濃麦 Z.O単位以工で11ノ全く遊え子刀＼＂汗 i/7¥三止し

なくなっ 7三。

イえ訴したで老後決（園訴勢湾幻方均衡虐養

成jl手j 濃度工昇l之伴う pHのt動1Jわずみ＼

であぷ（ l恥支之H pHぢ.7ノ 斗単イ主におい 2

pH !i.斗〉。老走形ホ｛と pHのj知得、 1手y 図一

4 ( IV-1ーイ）に赤乙たよう lち 之の艶囲

内て l干l寺kんと影響を受ワな＼ ¥ 0 ＼豊］ヲ意表の帝

拳決＼rl二 h17J 老定手形 ~J(p句，， 1,1:.1 pH J：：走三

回写ぶので i-1なく移与を決3霊友が／原因と為乙

ろれよ。

之の査定予務所抑制 l""J) T主役 i：えlヂl二平均

迄！？空前を底力じした場合の主う l二J 暴走予を邑

持方支f索窃丘三ヒ j士主主もので I&7手＜） 誌のう

形成および丞え手放之ひどに影響包会えノて

たけ仇 ピfl.めJヘミ。 kく l三） z単位以工の

移ゑ！え1宇て l可ヲポ♂う）勺たかイ心し九五走3ー

が1 1勾多Fで汗皮のうしたが~－ とTJ-ヅJ そめま 3

Zを芽 3ょのがIさめられ ぷミ ヒ bザノ l忌議及の
Tを裳えttIこ h 、， z Pythium属民丞え」仁川タ＼イ心
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K女之l二干名答を受lフよぜあと考もら Jへ主。

五／－1一斗． -v=~）長成構坂長委員小選／毛手形ボ l二
え！ずす彰警

蔭7弟愛の τ室長じたi宇／：：..:ftJ ¥ l Z Pythium忌昆の

差足手形見立 はyJ著じく抑制され主ことが示ミ

れ巳9 ぺ人ノ主）菌類めを｛£＿子汗タポ，-i) ~友ノ pH
;h 》 ぴ長良i平、のイ方ジ 7与どにより影響三れよ

之 k＇／／＇殺を宝／れておんす争ゑ泳＇ fにおいて

る） ごの Sうな環T量的（初抱的ノィι与向？を含
めて）零困によク鳥警を 1支 •J 之、 ， 3 長引と E、

aわれよ。 前場lzおいて y pH /=I釘乙て IJ. J イ長

官くじた市差えのじ案友能面之 ，1） 奉良の pH

m妥動i判＼ j_ くy 老lえ子形島、についてを!f-,t生
L'Jイ弘、‘ヒ 1ぎわれた。

J手交写実！二十 1 てy義政元斉点τ昼要員mk接友洛

決ltで小老え子苛今月日 仏まi八、l i言1落友のτ色香え

1t l字 おけよ返え子形高抑制の易、困 lユつ、．てjち

房Jじた。
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材料~ J vゑ

街頭工V-/-3 t 同様列才 f玄j二よヅノ会長要員

桑夜＼f，二h 1) :S丞え子形舟｛を調べた。イ美訊-r_i

頻l手y T七J長？えの主写版今＼てH あ主苅荷受方 lレν
ウムJ 矛有西友カリ 17ム j 矛友両受てブネラ／ウム， お

よぴリン厳系！アジモニウムでみさ。議委 IC})

それを ~0\ －＆が市長決！単位から斗単位の
落友めるの I＝含手れていさ議友乞した。老え

手汗タポ抑制 l手／ 菌モうを落戎＇ fl二長c責後y 主

乏与の形ぷ三Jへさ寺でめ時間を創足 L調べ、L

ア喜久 l電気イ三善ス麦k丞え手形柄小関係 l下J T昆

イιカリウム，}Z.名乗を前いて｝！司ヰ手《方 C五jτ よ

ク託i八、た。

実家佑味

イ美観τ長殺の在来丞の桑衣中 j二お iア主） ミツ

ノ＼＇芝花系屈の主え予約ぶに宅乙可主持 JEj｝ ゐよ

日、ノ 1i.忽 Jてlfで仇丞定予雨ボを丈l二対す主ヰ泊予否



アf

的存度｝イゑ i手J 函－ i t：：ネした。
-rt）愛好更の主写子高ボボがてみよ斗守主類O';_i 

のうち／消磁力ノレシウム m水路戒が’義母這え

手苛タ刷、j二ヌ召してJC両1］的でみちた。 す1-a=わらJ

2単位の議委m 最愛Jえl二ノ言まれ主壱 k同一

濃安 C O. IテラZ) lこわ＼ ¥ z J 量定手形h¥叡
l手減’レレノ 之.5ヰイゑ租当のU混交 （0. :2_t-7oノで

l}} 之 半時／i?iJ E零じJ o.ょJ>%のじ濃度之、！？利

時間以エポ歪過してる／全く虫色ヲ形ぶを認が IJ=

＇／）＼ フた。域政方リウムノ税政マフネ γ ウムJJJ 
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脅かてい’く勺刀、義幸三れ之いよ1_1ノ＼員においてノ

ヲ芝乏牲萩菌脅lj Ridomil k志穂耽み孝脅t］のミ 1ブ

ノ〈左手長あ遺ヒ不 iラ1.1ソソウ：M手あ麗 ｝－＝.よ主あ

j妻子7月号初号、，三つ＼＼て核討した。

初料 k万［乏

4長訊寺jきJj ; Pythium ~ B志の来事再荷、 j三／奇 1、予

Jへ’之＼ ＇よノマンソイ Jレ乞 /1すがレシモイ兵執し J

冷め U℃鞍奪。，1ヒじて J ベーンレート（ ~く令告'I) ) 

夕、之二一 Iレ（ ,Jくわ脅，， ）ノ 才一ソサイド（ lドネ佐

和）を伺いた． 手f二長.it,ペト来J 疫病 jコイ麦

れた知男mみまことが71-三九正予受乏牲萩菌例
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R i d om ; I : ( DLーメテ Jレ.＿ N『 I21 6ージメーテ lレー

フェニ IレJ-N-I2ーメトキシア乞ーテ Jレ3ア

ラニ ネート （図ー ／0 ）をじだ鞍 l三 j丹 l＼たロ

CHーCH-COOCHミ

ゾ i Cトi3 ..., 

CH30-CH2¥r°'"Nψ I 

0 C.）ふ i

H3 

四－ I O . R rd o mll O>構造X¥.

j季実 T丞ぜノ.t_I－＝.－ あ I／主催前寺子脅tjの l主言抑制初果

; イ美香六、季脅lJ0)病局：昏，エヌヨすよ針穿！手ノ CMA 

( Difeo 説）を珂＇ I L行tl , 1各地ょにお ＇1式

来月干、菌昆万三／主青を調べ手／！免じた。 CMA T孝弘

¥f I－＝..イ美女｛孝献を汁良品ヲ案委と r1-まように歳台

ら む乏タ ιtvL j¥lPトワ l!lL守／－：：；.づりリ主ノ 匂の 1"ち提L

T也L I-=-z・butleri ) 忌 imnerfectum をj初主乙アヒ。合

宕ii-; ) 0 "C . 4-f If季初行＼ ¥ I 菌先符イ更を謝え

L T－＝.。

τ宅与交え中 1-=-h 17 主芽制定入 ！＝－ 主主主存あす
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？言、如来 jユついて； 移表決＇ fI＝－奪脅仇汁庄

の接受ヒア子三よフ応砕しノ病害手t'L ifff緑ヒノ

~J去のiiイ誌を詞ペ Z二 o I］＼耕栽T色，1ノ図－ 5" 

l-=-ft. したτデノレ氷耕菜室ピ y ガ＼＼ラヌ菅ピンモ

／司、之行づた。イ名表決＇ fI二kミ宇和！を予f「庄内

ぅ業技七 'F主ょう母、JJ位ふyz・imper町四め必定チを

／ρ3 コ／訓乙の議委ヒ 7l~ ょう持？をノ lt，昆朱
符 30ρC' j広；島秀作 IfO乙 (7) 2巴て病寝夜主

ヒj争奪 b つい Z初査した。

孝fftJI：：よ主穆手環境スfl宛ヒ兵吾 fj身、初果；

ヲ受乏f住萩昏釘めイ実用初来 J－；；.ついて司准ヲ？本

ウレンソザ希子を J有tt 之調べた。

佑芽 L1ニ7F-17レンソ 1）才章子守 zIJTl) f 戸/}II(_ と

／久 W 刀 ？Pa,,，しの Ridomil 。容え＇f（製剤躍者 ） l二

万、ウレシソウィ産芽穆テを Jt号l町J 3局l町J 6 
崎 l同友捜しJ F 令、 l旬；京二，］＼ 守て·~tr手ええy E bu1/er-1 

前円片包与をふさ〆 ／02コ／i・ 長J之 主 ref云ように

持穆 ζ た工 tゑ（萩色.:r1ゑ） l－＝－措稚 l-"F-a カE

ιレて 7有r ソサイド（キ --v7Q 1 シやキ炉育1/）の
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之m ff机（製剤？紋）落，'kt7) いは l I h_o 

乏祁あの与を笠 iまノ がうス？墨宝（最高気｝長 3]

。Cノ長イ后気？墨之IQC ) 1f i＇；ρθ 後lコ誠室 Lム

なお F Ridomi工♂効果 lち万＼ウレシソウム,L~卜

t－＝－ キz ウヅ m樗わっつ＼.l 之ぎl司採 lゾラ＼ I J パ’

ーミキ z ラづ卜 l:..I二橋裾じノ £.・butユer土毛足与

をJ利重乙左手五万為仇 4t包を言明宣じた，

実 験結果

在佐古〈豪青い摩天T者吃J上たわけよ菌糸伸長抑

制如来； CMA 落札lずに性訴索引をそれそ

れ f一之η ppルしの議／夏と TJ-まよわ二添加ら

イ失言式病身、屈め生青を言絹ペた kころえ長－ )6) .37 
の得穿モ件た．ペンレート l手j Pythium義直之

穆l三勾して l手ヒんど主君~同月初7 罪をラト三 7手 （）＇
フたがy 当点以外小償訴4李首t]L 1抑制！多万年号示

じた。 Lかじノ 7ナが Lシ11) 笠育者！？箭I¥狗宋

を汗、すために！子均一 I07J ppt孔 ム人工のじ建友

室外！零とじた。イ美前、素到のうち y 長6女ワ穿の



表－）b 彦~τ吉凶ょにおげさミりノぐ乏蒋あ遺の必語系育1J lz 
よさ往喬砲事

／／主

薬 肴Jj 信昭J中〈の挙制調食]JQ¥i意及 ( ppm. ) 

。 工0 20 50 工00 

パ、ンレート 40. 3 40.3 37.7 33.0 エラ.o

タ叫コニーJlノ 40.3 14.0 3.5 o.o o.o 

刀jレパミソこJU 40.3 20.3 3.7 2.5 o.o 

)¥0ンソイJレ 40. 3 工1.1 5.6 o.o o.o 

Difeo Czapek Dox Agar を用いた．

ゑ－37

河当丈主

之P℃之り奇）司後の菌ぞう直イ呈（ lttat ) • 

ホウレンソウ玄和病菌に対すきノマンジイJレK
3今刀、レツ的対号、

4きd
乗者uの各濃度港決中lこbrJ~菌糸α庄青

1 ppm 3 ppm 工Oppm 12.5 ppm 2ち ppm

タキ力、レン ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋ 

ノマンソイ，u ＋＋＋ ＋＋ ＋ ー ー
ー

； 菌糸の主主青玉訳めTa¥/1 • 

＋；菌糸の笠青を認め主．
＋＋ 菌糸町庄青I？.良貴子．

＋＋＋；葉剤君、首長加の場合と周程度の生音．

±； 吉日闘の帝拳ど往青を言Z・めた．

200 

8.7 

o.o 

o.o 

o.o 

50 ppm 

ー

ー
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語がっ たグ＼ ,1 ) ノマシソづ〉レ色 Ridomil でみった。

1Jまり J Ridomi工 IJ PythiuJ義歯以外町七帥拍ora嘉菌

6抑制知男を示したが・1 Fusarium ~盈t= J~ して

iニヌミIじて I&i手ヒ んど女刀寒を芳、立ながフ？と（表

）。-38-

四－.JJJ 各病R予、箇tヌJg主イ要新券脅f)のE白剤専邑抑制すか守．特

4実討く雰骨l

Ridomi工

ノザシソイ lレ

代、ンレート

ラト

法度
病東西（？） t告訴旦工之羽生予言

Pyth土um Phy七onh七hra
(pp川） bu七工eri cans工cエ

20 

50 

20 

50 

20 

工00

， 
＋；  

＋＋； 

＋＋＋； 

ー

ー

ー

ー

＋＋＋ 

＋＋＋ 

酋象仇生脅を返品Tf-ll・

鶴ヲいE告を返グd.

ー

ー

ー

ー

＋＋＋ 

＋＋ 

E密謀、の空手~I手琶を喜.
撃がきた浄作ヒ商得例主主主認めよ

Fusarium 
oxysnorum 

＋＋＋ 

＋＋＋ 

＋＋＋ 

＋＋ 

ー

ー

十宅i議決i宇l二和げさ芽脅い知男と障害 フ 刀、

ウレ〉ソウゑ不手燕産lとミワノ丈左手手弟菌を問、 l

てJ .1"t）愛決＇f~の素引の添加 lごよ主病害防
裕、初来 i三ついても筒ペゑ－ 3f .乞｝ 国一／／ の

字予莞宅特五。 i表号金持J ミツ ）＼＇ I＝づ い之 l芋モ 7



／／上

50トo 」100、、、、、、、
40・一、

士也 、、 ムー」L 

上

σ〉

伸

長

(mm) 

、、、 枯、、、 病、
30 ー 、、

地上部の伸長
60 率、、、、、

0-1＼「ヘ I J40 

10ι 。
I : 立枯病率 -I 20 

o I 1 1 。－－－－0 30 5~ --------4, I O 
100 

パンソイルのJ由度1辰（ ppm)

四一II • j ¥9ンソイjレの添加弟凌とさ lソノ＼吋

2を不奇病7才降、初字、ど住言障害

% 
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表－ 3f ホウレンソウ2布病菌lてよ3病害防除！こ対お乗7討会掃、

一子接種濃度の主主＼} ／三JJ~i為vl. 持
美脊jヌ巴兎 5 8叫んI5 • 8 x lO "/ ml 

Jマン 1ノイJレ 0.4 o.o 

yす刀、jノン 2.8 1.7 

得、 JZ(! 定 3.8 2.4 

者： 渉主昆虫 zく0・X，十 1・Xz+2・X3+3・X4 + LJ.・ Xs-. 
与E肉 l久＝ X,-t-X21-Xき守XρXs.

Jレ本新禁置ざJ 亦ウレシソウ／ニつ川之 lまずう

ス菅ピtンを用いて訴iペたがJ 1同誌の件号を吟

九－－~－－寒天 T老T也上て張る知男仇 jも＼＇ &it身主得た

ノヤンソイル夙 t者表決ヂて..Iすき0pp!WLの議
夜をφ零KLた。 じがん ミフノべで 1す）蚤次＇f
！二代シソイ Jレを :30 ppa九添加可さ と 33 o °Cの

戎虚下乏11不良／－＝.楊哀が認1め為川．（図版／／ ）。

手た J からレ〉ソウ乏 l手示、井素J裂が島く存 主

に後フて笠trが折7争11三 Jへ／ kく I＝根 lユゐ＼ I 才

著しい包有毒4きが応払与れた（図版 l2 ) 0 
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U受注柱萩菌剤によさすまヲ芝；震火！？定♂動家 ； 
催芽ォ、うし：：：－－ ＼ノウ溝手予用 1：ノ Ridomil t' 

才一ソガイド1の諺手環看夕立男釘イ家宅訴iペ、た k ご

よ／ 之内T7)pp札の Ridomil J時間環境で 2和

病 {JlM笠 f／手とんど 抑 制 す き こ kがで主主。

）方 1 オーソ寸イドで i-JI司－1.意表て l手とんど

勿煮を言乏が） T；ゲヲた（ 表 ー バ ノ図版 13 人

三引二ノミグ） R1dornd処理を汁フた裾手（ Z, tJ7J7J 

fP机 1 i待JBJ芝漬 ）c・ ，まJ J喬捷 Z週j町役m与

茨－3マ 浸透芸術笠殺菌脅jによ主語子凌跡捜k

応ウしンソウユ主務為m防除．

メ旦 ョ里 話芽個体紋 支柘個体荻 主務系芋｛弘）

Ridomi工 2000ppm

）古寺）司漫漫 52 。 o.o 

ズーソサイド 2000ppm

）局）司浸讃 5’ 43 89.6 

授、ヌU.3里 。 42 100.0 

さ票、建造 58 。 o.o 
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色にお＼ I て訪：切手病の者生がだ小られ T"J:-IJ＇－ フ

たー

かウレシソウ lュ勾すさ Ridomil （／＇芽主改

J乙ηマppt1Yし 3時間表l震lτ ょっ之る l手ヒんど

言芝d?¥うれ 7手ゲフたが1 6n寺町ヲ支ラ震で月収イヲ宝

有事行部11方刊誌仇ろれた。 立ら lこノ I~ !T77ぢ fP/JYL

で r1I 3 -6片手間浸l雪之悲し、包言脅皐モ芳

乙た（図版 l 4 J p 2れ叫不寿吉1＼の遇手1]

；案受 k長崎Ji]5夏f震免理が1 植物 h対乙奪事 m

l主ジよ三とを禾ふ／之いま。

Ridomil のお寒 lスキ z ウヅ／：：ついて t認め

ろ似／ Pythium 森島／三よ主キ与ウグ主将あを lヲ

／予史ノ注 lτ抑制九二o W ～しノ久1定捜友 k時間

！？／降」差出来 ml丙才 ｝－：：..l側、パわグノメtJ7!7)-

;-;,; !Tl) pp仇ノノ H手l司乏Lt°が長 6友好 Tff"喜男号

待た（四夜一叫ん

ミf k め

表決裁虐 I-=-bワよj養えイえ努サ主m為！喜（主と



じて II z生イえき若佐病害，， I)父、委＇' ) J＝.勾しマ lJ..)

従来レキノ 梨下室干すの消毒ノ }fJ J=-LX為＇t色期 j司＇f
Jz吾氏，rべめえら房、菌め浸入を所ぐηι‘めオ秀

/}'¥.' ヒられマ l¥ ~。 ミめよう TJ~方殊法 l1) いれ

ゅよ南袷的 TfFすFft-r乏て九みグノ栽培創l問中 I＝病

唇が夜壬乙 7--;,-r易信仰 向防法 lユつ t‘之／角初 Tj方

法が 11-' ＇。本実駿， __ Jワ t，之ノ 会将来 r1'~ 笠モ

向くためZ会決 t宇ペめノマ〉ソイノレのめ1Jlz "IJ＇.有初

で~J こ k J¥' 1仁三ふん c l同時 lτJ 雰脅／！の便

局l1-） 種籾に宝芦尾筈モ t7~ ろすユヒど手レ

T-:.-q 三♂ 1"t与を唱え1すペの校入主れた葉脅LjI三よ

主.it長lτy l島ヲ：j&／手ど差 L く y l奇ヲ墨亨案受J下て手主

任じていき同系宰 α斤F手／－：，.kゥてノイ受用／－；..f主

童を乏窃人しずンy ミフノて！こっ c~ 之久多

少不良がイ受 2れ芸者が空くなっマ者 全く不主化

ci 主こ le_ l千7r-く）／ヌ程 l手可万三であ主 . 7三7.;) 生

針~＊ でみよミヴノモに J げるノ総会 f告で震

黍モA交問す 32、、 jτl罰して l付妻肇乃考i.がぶJ零

てい払うう。

長」乞ノ卵局員，二初果的 TJP受A移行をの叙屈



;J,O 
7ヲJ一一一 ー－て一一一三一－

itl tJぜい〈づか浮c:&.：！－れ I パト病J 東病，三年ら

のあよミヒが‘か今似て＼ ' 3 。心霊乏J芝mをえ屋義1)

lτノー泌工争plτ歩Ifc_てるノ沈下訴はま ） Iつ寺多

分7じ泊めイ麦入 IJ-ιをfJぐ針案 Pでみヅy 不菌め

よう j三ノ也工多Fε ク侵入可 S 系~歯 b 勾しp
きわめて有安方で＆） 主0 手た） k足未使用コれて

いよ J ノマンソイルノ タ今がレシひどの J争解守主

の萩歯言1¥ rJ.. J 病房菌／－：；..勾し之散布：！－ d},へj 7-ユti))

1. 1乞咋震えIfA め扱与I-:...I手妻室♂寺告llモ

ゅ 阜ピ 百 七 三の三／浸透移行笠 α殺 l宮脅ti民

租初イ卒中 I＝長ヅ斗まれて l I ~ l三列 J 昌宏）お

走手ヂヲエ urriiFJ ,t=J t ~アJ- t－－ の産努湯．の星斗〉／二エ 3

芽脅Lj，屋受性 J－＝.彰筈立れよこ包なく如来があヅノ

境色に散Z予三＆へき奪脅l／τ少量でみ J。

ノ金泳義、T舎で午ノ＼長決守！τ秀脅tJを3毘入司云之

とによク索i主をまじ主。 じかしノ 之仇ようなJ

U受丞f性手え菌脅tJ1－＝－ 主主柱手環境対理 I手J ~付さ
え乏Z天守点 1ずl手乞しビ委事 l手与し 子高到の

度発を fiぐ之乞がで笠） ff) 2L存為的 fj限がて

玄主 o Pythium 属菌作会主 7L;f~病め被毛叱不



I :2/ 

言語え (7) 11I -1 -2 I::: :PJ ＼』 Z号、し 7－：，主ラ lzif護持

ず久卒業 I-2 き案喝τ勇1-_JJIヂレ乞い会。

Ridomi工 r1I 之の時期手での舟J主夜玄モ Prフヨ』｜レノ

安駿的 l二 l手ノ j差点手旬、落lユわいて／ Pythium d奏活
Phy七oph七hora晶君の病宅fi~ネ lユ存勿 f手寺段ヒな

クイ与よ。

IV-I－マ． イ考
’
B
係

hium A高直p病室町一軟にホ噂牲て＼＼みヅノ

遊え手の役多Jvt極的て輩写ずあふ， J手T奏でq
p rfec七um包係正司 3主 butleri モ時ぃ之ノ

j養決＇fでめ主定子の学事？ 1 ＝－つい才核釘じた。

丙病局、1笥／－：..エま病皐r}}--；警訴訟落ゑ上昇！こイキ

フて抑制三点主。 通方のす名ノ養成c第三員（ぬ ω

Y:z 1宇佐）で叫両為色にエミ病事が芝注た

え毛主 1 手む梨仁司ミムが認ニ仇らふょ。 凶＼し2

j含魚ラ鬼念。ぺ 1単位外エヒ T干よとえ1支皐 i守新すし，

2洋位以工で・＼1I i 手 ιしビ乏梓痛の乾主 ~~i.
6') rr-,' ，。守 f子約ちJ /t金魚蒸ゑ♂エ号が~ 病主
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ぷt±-l－：－ 勾 Lヮrev争＇l初号、のみ主ニヒが示三似た。

／方y 諺7被支の信表決lヂ／＝.，ゎ、 1 之 11--) ()) 

遊えテ務所抑制J 1-tJ》t入町 （2）遊え手 m板♂う

イ乙ぷζ乏 1]＇＼＇~j T｝われれ い l二J 肉病原菌 α丞

え手都郊，-a:,M けムイ才ジリ予ゑj乙エク手間'I

三れノ /vf tLS≫ らによフ之ずで＇ I之穿長告三点てl¥ ぷ

a えも屈の差え手形民イ良重しヒ l手喫アιフ

f三件昇L1t, 7耳ゥ己

主定手の放のうル当 ~た也教委／カリウム
イ万ンによグ／仮差乞三h iもう鬼友の7官在来中で

l手l 短時伺ず放のうιじた．

島姦亥議決ナJユお＇］ 主之小丞走予 i之対すミ

2つの作用司 Pythium j義歯 2オ主要員lこ句、λ 共

通l二認めラ臥ておク y 病苦手を包／＝－'9-才ル陣皐的

I－＝－働いてい＿3-~ iちえJ今れれ

君主病菌／＝－ J: 1舟喜司託え子♂走.A6牲によ

主不思多？〈め集積I)＇＼章零であよ。 句作約ちノ 遊

え手iff点、の抑制ヒK庁か弓殺わう J乙1J.，メ｝く中

t－：＝.－ あ ＇1よ井秀屍菌 t1)~ミ友モ反発＼タ三ペこ主ヒ七手 l二ノ
根釘ペの老えテ集積を抑制切さニヒずらノ見
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3為にお ' lてφ写7J丞え手数を病；！ァ可よる仇と

ろ乙られよ。

査え手♂殺のうわイ晃三主力ぐ濯病r;fTJ争II L 章零て1

歩、さこと叫毒］務友季決iヂざ老定手持守主議友

が局、、 T易会ヒわ＇ ＇てる浮を病がイ丘下可主こヒ方、

与3夏Lイ守ヴ主れよ e

／義ヨミ矛悼 1-=--n 11主病害防筒＼｜乙ラヨしそノ 芽jト！

以外にす長丘小対1が秀わ今れミ。来脅，1，手y j長
夜中に母、1),=iす主こ 'cI二エリ j m凶 m j為盈α宣

言J ji定手都訴を抑制守主 IJ＇ン 狗果のあさラ急

反aイ千下 1ユ？ヲハ之，-r，作物／－：.，J才、円る静喜を

チえよー／委決＇fAめ索骨！投入l手／ 之 a,,.. ｝~向歩、
ら／初来のあらわれ3J1民辱のう東ゑで償問主 λ

て}t.)QI 乙れが多刀果の畷1て 7ド｝局、国とアエフ

そ＼ ＼主。 手五，友病αpj問、で・巾／ 存自宅急性脅ti
等、タト緑が狭間てヱ似て、 1 ミ1)"', 称名 l手，屍lミづす

よ7-=-Y)薪4工不通をずI ~.乏右 1字 病汚空間が~－－
貸手を受ヴアエ ＇1ふ｜ず禿）滅レブムいドグ1初穿ヨで勺＼ I。

これにむ亡携えらすを与を;kt要~をエ昇：｝－也ミオ
広！大病峯積三宝を史ノ主に均支季／れ 7'J-.＿，手でl三
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じ／之 4I 逐走チをイトし々 このごニフ又疋煮を抑制 Lノ

殺皐モ最少7良l二ビどめ主可取イ切ぐあふ． またノ

東条をイ失問窃ふこヒ TJ-＜病尽菌の辰也増姐
を羽市Il’f 1.-ふ友、 要乏をき的7げすj帯、法乞いえノ主。
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工V-2. Pythium jfq・＠卵施予淀芽ヒ工生守 l二 九

けよ庄存

Pythium A匿の卵丹空j与l手 工査中 lニ？勺ワミ耐
,__, -' 2.) I CJノ

ス牲患t主ヒして存在ら そ仇生花ヲ手玉＼.ヒ J 定

安汗少をi手J 本義歯 l三よ主務阜の庇任およぴ〉

ヱTゑl宇（三和げま庄存様式三解明可主よ lユt'9l I 

ててEわ ITTてき写で、あ会 s

hium A急~めを走子流ヲf ~) 吃の行動にl気

す主考反容 lJ多数矢ロ与れてい主が〉前同乞与にi訊
I) /2/, I之主J ’6) 

ー奇 主p奇免はJ Z・ aphanidermat九’壬ultimum 加（）.~ !・mylio七土alum

Ti-ピいくつグかられ♀のみてみ主。手持たお

いて l字J j手乞 0ピ1-*1位与 aれてい TJ-¥. I。 そこで不

菌（ E・bu七工出 ）説附乞ラ－f用＼.＼之 そめ来芽待

作 kJ 粍芽形態について説iパ J ！フ欠度末、海ヒ

L/l 0) ヱ毛

IV-2－↑． Ifウレシソウ組織中とで主従上／二羽

け.S Pythium butleri の叩胞子形ボ
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Pythium 属菌の同rJ＃包子lJ.) z命中 I＝.τ窒求エれ

1三植物重体tf',a; Jノまた lまJ 針宣したオズ宣言、三.j写
五万主三ヒヵマ知られて l¥ ♀円 三 t丸暗y 植 物

組織（f I ：：形見~ -r. tJへ7三卵胞与が〉 エ1気中 l二是認え

:i-Jへ1 祖抑重体が今、降三似た結果 l二主主ぶの

で1払ラう七ぃラユヒ川昆ラ似てい 1,.10り

亦ウレフソウ72梓弗島叫万、ウレシソうの

穆J て也l努力の但命、！？に多数m卵胞与モ切がす

♀。 当こで＂ ，キti初個俄lflユh¥1 ~） 卵胞予汗夕
刻を従時的｛コ調ぺJ その牙夕刻多Fイ乏と 1 定）秀後

卵胞子が可多ぷ！~手での！尋問 l三つ L ¥ 之校釘した。

材料 kjす広

if¥ ¥Jレ〉γウ租斜i宇lニ手ワ rj以内ち汗夕方三；

T1ミウレシソウ（島栓臼 fi-存）予臣の不良勾 lて

の＼敵菌株 SP-10ー工 を立5迄手持ネ主 2.,,＇－＝－－ めちノ祖

初停を 28°乙 J 刻 化て手当金 G，根物J 世荷

台J 差♂后多Fイ乏に 3勺ワ主即応予行夕方支j丈、況を倍

略的に争訊ベ、？ヒ。
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1各地工におけよ卵胞予行すかjヒ是主； SCH 

T各札毛同ぃ -z，治ぅ昆11F件下／－＝..h ワ去最従と

の卵絶手形料金iユつ＼ ＼て簡ペ、完こ。
・ 1 土 『迫

イズ多てmめ fち／そ雲市y 直径 f似 のハ＠ト＇） J]2 ／ご

と言ろTきめを／ク~ 0¥L主ら あろ I)＼ じ・め有力落

差じたIi失言く~主ヅ t亘径はω札♂円盤ち最ヅ〈の
トリ旦守夫参FI= dを手乏しノえをラ昆Jをみ件下で 2-

_r BI向帝j憂色勾フた．

卵片乞予約ボ l二均す主スラロール類句委万年叫

SCH -rtぜjV＂予コレフえすにL ーノレ乏Ftr，いたぎの

l二l 供訴＼／λ守口一 lレ（ )3ーらノトスラ凸一 lレJ

スチづク’マヌラ p_- )l-,,) Z ルプスラ仁ユー jレノ

デハイド pコレスラ tユー／レy 1-1) J二Uに 7ーヂ

ハイドロフレヌラ口一／レ）を 10mt! Iぷの U窓
反 kTJ-ミょう医長万件して問、、た。

I 事支事事味

71ミウレンソウ組命、tfにおけぷ如月乞予形点、；

丞走写守主程（ 2. 6 X I 03コ／洲えの亀免；.l竪濁支え



一一一一一一一三ヲ一一一
に花弥ぅ蔓7震） ・；：，た π、今レンソうろ－iii位向 l字l三

行今対三点ミ卵花与モ粍時的ヒ視iベ λ白 その粍

果l 之矛。Cで 11') tO響、老？（差 j♂／え号弥 i二 f

3毛程斗P時郎乏，禾を.rf orrn乞与（全面下志内 1三

月存者Jf震がわ執していミ杖~、ノタトftl_ ，τノ写経 f心 し
てい 7トー）が諜ゑゴエ似た（図版／ト／）。持

神 72時間後で r-;.. 1 組織J!qIτ切誠ヱれ五卵胞

子 l~ 引委1t0 L吋♂が認められy 金印私内に

不安：7f~ の ~t~－ ヒTJフており J 有のをX6母体し

ていた（ゑー斗 0 J 歯片長 t壬－ 2 ）。卵白生）三It') 

叱）PA柔幻（差）以外 iτ 穏の旬今、 j三 6減免．主 k.3

3ニラ 1-:.T；； ヮ T-:..o 一三ろ i二』ヰ初主 ft時Ja]後では〉

ゑ一件。 万＼ちしヅツヲ凱向島猿乗組籾組織、中i二br;ふ

Pv七hiumbu七工eriのずtf1格予汚点会

4丘 1号骸
2多稽 48時！向後 持謹 72J!1奇l向後
20 C 28, C 20 C 28 C 

地主計（忌） o.o o.o 0.67 9.1工

'teJ P完全？ o.o 0.93 5.60 7.46 

地下幻（不良） o.o 工.33 7.60 42.25 

之mィ告視野中にわIJ~Vlfm院議又， δ0 定患努件均値
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従 l珠旬以外 l三 s--/0仰孔今星妥m沼め多F今＼ Jご

今季く (7)）引委わした卵胞与を認めたがノ差工計J

業柄 J 手号車／－；..I干卵胞手ち程杭弓ザった（表一

斗／）。

ゑー αI,J如制組織If比おげさPythiumbu七工eriJlfl動b

前倒包子の形点字a)

組織

だ』工今（茎）

20 C 

o.o婦

28 C 

o.o % 

ぜJP祭ir I o. o I o • o I 

20 C 28 C 

o.o需 7.3需

地下勾（破JI o.o I 日 .o I 36. s I 39・6

a) 干杉坂zれた卵R包子ださえJz.勾o主；翌月実ィο印A乞初動会、

卵胞与のず且織内 l二約げま形歳、多~1乏 rt1 ／手と

んどF差ノ不良め反メ雪多？の1ずあつだがノ浮を易 IJ＂＇在

展じ組織が#b4.~ j 色あらゆ♀計勿、 lτ寺実之三九

7己ー－

之 0 Q乙では之 g’乙 m場合 lτ かじ鞍じて J 卵胞

子初歳、が斗F局l旬程表畳（ Ttl- 主が＇，形 ~1 れ

よ脅イえr1 .2i g乙め T言／養手tィtt: l手間司じ傾向を

不＇－ -r-ュ。
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予告で也；L ／－＝..おワ♀卵胞手形が；会短夜象付下

にお 17主説内包芸的械を詞パた。 その修身1-t)

）盟－ /2めよラ之ct')万九。

表ー¢之 Schmi七七henner堵也工／＝f!rJ3Pythium bu七工eri Cl)Tijf)~包手形糸、
k厚目撃も百lfl≫乞与の経時尚主化J

之mィ言視野伊！こおlアJ卵胞子歌ct)

τ主義沼教 認叡（コ） 厚東卵胞る数（コ） 厚涙印和子の比芋（丸）

3 田 5.23 0.23 4.4 

4 百 9.77 2.54 26.0 

6 百 25.30 22.30 88.工

10 冒 30.18 28.18 93.4 

包） 2fJV倍穏野中の聞記ろを丈，之仰視野m平均値

句作わちy ヲ畠；裂工昇 lこ付 L¥ 11~ が訟が噌砕す
♀傾向が認がら,k_)時を程度が .：）s-° C 一(1..0’c 

mヒ室長久ヒ T"J-った。

つを：.I＝.印月左手 α形民宅任時的／三言病室乙た0

3 0 9Cシ人工で i手ノ 斗 f 1:1:寺l司の辛委 I＝－ ヂム芝

精巷宅（守j看乙たネ多々U!fJ月乞多（図版17_:_1 ) 

t)＼＂羽鳥立 J¥.♀。 立与 lろ ／雪原イとノ乙た可同胞子が

視察エJ¥.ふ I二ぱノ 7.2-fj＃手l司のす主義望月｜向が
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の 卵R乞持ちがぎ丈ヒ要年匂ちと可fl同包与玄塊寿．
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ろ乙、写であったー こめ卵胞ろの／草月奏イG C 卵月色~

外壁の／雪疎化 ）1-"f） 持捷径のf多巻臼訟をるに

i 1_ I＝..企dナノ卵格手企イ手 lユヌ3すよ／引委イι仰陀

チの劇／台 l手ノ 7 B 毛えf l手 Ff＇一定 O)Ji.L/%ど

なフた（表一弘 2 ）。

印月色多の形念日およびl引委イ乙rtノ -rM言7昼夜め
よ与？に得＇－ ' t誉砕したDぐy 3s-pcみ人上で l字y mr 
H包手♂汚手形 l妻。℃笠わグ）て少〈なフていたヅノ

手た遣しくフ表象 Lた要業 Tf形盆：（図版37一／ノ2).

を示す話めが多数多兎森ユ似た（周一 I2・ ) 0 

2 Jへろ卵胞手のM汗タ質安劣 l手J βc o乙以下で’

lt認めろ J1._TJ-" ＇。

ヌラローノレ仇肴類乞卵絶手形ホ／ ; ヌラ

t1 - jレの才事象ι卵胞5形祈念，エつ lI て比較し

た作男ノ J後訴しとタヰ量類α ヌラ P一／レ／：；： 易) 

コレスサロー Jレl司椋の初来刀であった。 しかじJ

7ーヂにド＇ p.:iレヌすロー lレlち T季世Jこ 10-

f万川／乏の長！舎でふ件レノてぎ印月色多弔れに

力男を不立つかったJ~ －》3 ) 0 まを 1
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ゑ－l.β P:vthiurn bu七工eriの同椛狗品、l二 "E>it／利スラb→レ妻員持~き芸

T主巡'.!Pl＝糸泡判決 .21!7}倍程l界中／：，おけよ百円＇1154荻
スラローjレめ桂教 後； 数 恵醸画F把持丈 思索倒fJR協の比字

（コ） （コ） （%） 

工ノレユnスラ口一）lノ 32.4 28.工 86.7 

ft－シトステロ寸レ 34.8 33.4 96.0 

ス手ィグマヌラロ→レ 37.4 36.工 96.5 

コよノズラローノLノ 44.6 43.0 96.4 

=rιドロコレヌテロ→U 42.7 22.0 5工．ち

7ーヂヒドロコレ，"J.=j口→レ 29.6 28.5 96.3 

j費、成i "}JD. 2.0 o.o o.o 

SCH T老也からスラ fJ- Iレを所＼ ¥ ＼た定地てtr形

式立 れ T-=-riiFJ陀手訊パてが安キ Tf司令佐七り I}J 

正洋 T"Fril向島子｜千言Zめられ与かゥた．

ぅt 乞 め

:rt-) 
Mellano ラl手y 雫シギョソウ（臼tirrhinum

叫旦三ノを侵害苛♀ Pythium. u出 mum 叱持定

筏斗－ 6β）前て，e疋芳祖籾向織 l宇j三卵胞与奪形

店寸主 1l_被告し之、』人筆名がノ亦ウレンソウ
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自i脅＼I才l＝－－ 初 i-7よ不 i卵月ちろm干Tラ片足を短時的 j二

禰／でた kこ 3ノ 之g°CIユわいて尾樟匂r時間

後に寸で t＝形威主~て＼ ＼主的が現汚宗主れ下二。

本菌 lτ 主主病害荘庄司信］虚l予ど短時同で

経 l王寸ょがノ 2柘烏m浮tl玉ヒノ殖勿他織、中 lこ

h l7 よ卵絶手形がに晶、、相l実iが－認められた p

柏初組織、l宇l－＝.－ わ 11主同flft乞押られ計イえl三づい

て M山 0 ろi1：不設計 1-=-r1ケム茎れfI三多

く言7::め弓〈 kく l二茎♂度宿主Fl二多く覆葬、さ

。れぷこヒ三繋告じて＇－ ¥ ;3。 じかじy 不芭《寸易
令ノ長る多く弱点j三4へよめ t"1-r也前、訴の茎 乞）

-r;ι下多？で歩リノ品工者￥1 索柄に l子観j言、三れな

かっ正。

τ毛布ιエにわけ主君主畠卵胞与形点、 let,) 畠長年

イ守千 l手 V 安豆~）向で多敬汗夕方《 1 t}ヘl 植物事旦術庁

での汗3~ォズあと l司じ傾向モ号、心た。
じケじ y ヲ~主力＼.iるく Tliにええフて形釜偽 J乞

要移 TJ-UJfJ バ色与が多数字Zめらぶよょう I-=..f ；；；－ソ／

3f °Cを越え会ヒ乏噌した．本島の生育過程

を之仇卵応与形対 I °' Tfわら為佐世代 5合的
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之君乙ぶ η ら ，1~ Jo oc_ - JJ- 0（，イす近とすよ

のが孟~ヒ2 れれよ 一般！こ病辱菌m l圭言通

震は盈~の伸長 また中島係金手、与決定芝

。れきごヒがタ， oう こ♂オf乏z・’手島 O'¥ I~ 看過
還を観ペよヒ二げたで.(P¥よ。 じ／／＇）＇ 乙／ノ こσ温

友み付11-； 和抱手形減 .j;会びメ受4百ミ卵片乞

手足芽 l二色つて怒通 TJ」象付 kl子、、え今、 t0 

惨 めよLl三和 ＇7、ま即絶手形冷（； ，乞＇手ノスラ P-

7レがろど：零てみよe SCH Tち他方言今、ゲラユレス

ラ巳 －）レを降、 k、た場合 t 子1多ぶされ 3lJl伊丹色与／主

てがi協て虐愛l-7-二T易合同推） J斡 I妻模集 7よ

どの形一昨日じた。之 tれらの僻 l手ノ

Hendrix－が Pythiumaphanidermatum でネじた待崇とー

玖レ r 君主菌卵胞子形がまた lち有佐世代、 l三ス

ラ匡－ 7レ数万℃j苅与しぺ l I リのど疋われよー

工ν－2-2. Pythium bu七工eri 卵胞与の来芽ヒ狂奔

J約千

hiumゑ琶のWR片乞与 11--；有住繁殖え雲雀であ
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与~ 7司時｛二ヱ1ゑlずにおけ主耐久性春彦ヒ乙て

伏同九不／｛民菌／－：：.J: ~病害居住lご肉しマ這若手
でみよ共生が1多くめ苅史君／：：ょって持F多ll--dに

ノイ＇／h/.2jノ／吋 ／ 

て＼ ¥ l: 」位 玉／に奇的充芽｜子－ ）.欠唇秀 l二ヒフ z
Ji, .3テ， ／26)14・I)

意奪であるか J Pythium j義歯仇仰花手続芽 lユl釘
I /27ノ〆，♀α，21-)

可き被告，-i) 2・aph叫 derma七四、 I＞ι七土mum およ υ”

L町社0七山fノなどの敬ネをめ菌之・・詫められよ仇与

でf 足ぅ非の全く矢pられてし I TJ-¥ Iす乏が多数ムよ．

位<( I二J I 1ゑlfI二千ワワ云卵院予定芽おみぴ’y

/;f什TJ-どについて l手不明アIj＿、か多＼.I。

s I) lすJ Py;七hiumaわh idem um σ）前ρ月包与主用 tJ 

て y えt芽！乞友，~..す工金 pHy 主受y るj義時l司

今川わ響I－＝..ついて較告 L も 1 主。またノ
← d’λ 

Ayer ヒ Lumsden lιJ i・aphaniderma七umノヱ.rn: . 

あふぴ去 u山 num のけむ前向乞手庇芽／：：；..つ川

てかc較を分1＼）ノ ヱ.u工七im吋 • c1> (ijFJ fl乞手 I=-11-一定め

イ不妖街j旬のあ忌こ乞を手して＼ I ふ じさ？しy

工.aphanidermatuql C‘｛千y ;l,ff Iゑ者によヅ托の点差芽キ

v，・ 要存ク J /0ータo 7<, r久三つヌt_t T"J-って

いよfノミのよう Tl差l手； -r主義方法／ぷを芽前の
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処理 TJ-~, (7＼予 l主じ・さもめヒ豆、わむれ :s-，（）九 本言誌

の場金卵胞与が形哉、三点τからσ期j町l ヲT;

9わち卵施与の今（呼巴） 氾の 1気イ寿が元、 p矢三九

よ。 吃ニざJ f. but }e..r f を用い之J 落差示法 k

卵胞与の々を；託芽寺三洲町柔につい 7 ，附 vitroの

J約千下ず詞パた．

方者科 ヒ 方法

卵胞手形民；夕、隣株 SPーIO- 1を肝、 z.)

決イネノ寒天の）罰ーや且方式の 2稽頻のT金札1-=tヅ卵

絶手を形F殺さも児教じた。

寒天落札上 l土利 ＇1さ卵胞手均点l手j SCH 

tも也工作殺量えしたレブ犬バー iマ一定取立ノ モ
0) J:_ J－：.校舎式産iを祷稚魚 ヱ♂ !;)cα1/E荏悪内で

信与をを行フ I-=-.令<-r史《期間企委後ノ レシスャハ。

ぺ ，o－も？を従Sづl守く施いがうス刀、モザ’ア

イザー守て尾許し（乙η マ～ λfn rp帥ι

j 伊）ノノ言苅した菌イ本と y レンス＼I八場ーノ＼cーを

3きにし 7-z寸ィ γ ョ一月一 Jマー！こ与 ＇） う〉監し



一立宇一一
車体を憶をλ じら そしてJさら！二301J、l向係。cて静

置レ j [tlf}月乞予を d乙取ヱそとたあしょ鳴を辞。、

！こ弓 τた。 v広玖じた卵胞子町菜、省lr(l二号濁

じあ浮後y 実験／：＝緩献した（図版 16-1 ）。
め季最叱Jずらめ卵胞手詞恕 l手J ;z. ~ oc初

日町 r, J Oβ ）町静置最愛乙て得た菌そうよ

グj 思天主者協の dの土！司千手《方 f乏て行フた骨

卵胞手猪芽；卵隠与を芸、笹，｝（ l二容7笥後 （ 

.3.之.JX I戸ブ~ jノ冶程度~ぺ午下て空·ti者T差
益（図－ 13 ) 1-11＼）夜芥キモ誠パた。淀芳

スライドグラス

ペトリ J!l1.

ファンティゲソセル

図－ 13 ¥ 懸滴培養込



/3 l_ 

1-:.. & 11" g pH持湾叱 ρ.0 7ぬとのリシ吸

刀リ勺ム後衡決 L o. 0 1以降敵設街決を

用いて詞ぺた。アエわJ 花弁の判定叱荘芽1蓄

を苛夕方ししたdの以外 1-=, uifl＃乞子♂タト壁が不β同

線 k与ヅ乏9J陀告らj勺／：：.え〉満じたが宣言乞勺ゥんる

の（）盟成 17-3,4)tli[芽ォズ笹にみ♀ぷ《とし

てえ守ヲ 1三．

前向乞手流芽にお けよ 7ミノ i致 k免れ彰筈；

卵胞手足芽 l二和 ＇1ミタト討。、ら♂栄j長伎作ヒfit

ヲfキm関係 lこ つ い てl 薮樟類♂穆ノアミ j践

について示、作知男を詞ぺた。イ共訊免と Lてノ

グルコースノフルフトースノ ゥ、，ラフトースノ

ラフトースノ約よ L人i マユトー Jレを用、＇， それ

それ 0.0プルμ の拷友と Tfよょう lニ詞繋 L7=. .. 

7ミノ阪｜手y ブりでノシノ Pイモノシノ アラ二三ウ

ペZリシノ スレ方ニシノイソロヴう／〉ノアス／ゾ

ラギンy す但？？ノ アノレ 4・ュ γT皐隊-ti乙ノ C ズ

ナヲシy シス寸ン 1 パ’／ノシJ フェエールアラ

ニブ＿）＿ －ねよ仏、＼ 7" Pゲジ引英首〈じ J 0’ふ1tJ／ぇ
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一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一

の率良包じた。

結とアミノ l敢 0)じ与成守 l二卵胞手を｝安？寄後ノ

之r。乙で三時i同T読し 方モヲ干され詞パた。

卵胞与 σ／？乞ヂ三芽寺川知ゑ 》 T主主会同委疋α安

Tf 主菌そうよグ両円月乞手五調弦じy 竺の虎芽牢

を調べ L

i 軟緯果

尿処辛抱」ヒ;i!ノヲしl名Tめよグ得た卵防予の浮をう秀宇

；｝司一自民を持つジ支持ヒ摩天虐めよ y特ら

もiへと卵胞ろ j二づいて J 裏話ぶ守での最安キモ

訊パJゑー斗4-) t/.J q粍男モ特L

ゑ－ Lt l./. 衡かを4t~.t ヅ手ろと Py七hium bu七工er・i'

仰紹子の浮を秀竿

卵胞J予そ芽三千r

古色j長日蓄え 卵胞写経毒又 ~~寺前R~t.与を又 手を芽キ（九／
6 448 8 工.6

工4 310 33 工0.6

20 285 37 工3.6
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一一一一一一 一 一 一 一 一 一 一一

京一平「 芳〈天守安叱iよグ調製三点た Py七h土四辺註笠i!
卵胞与の法芽牢

卵胞j 手経j芽寺＝
τ丞在日数

卵胞ヲ徒数 新説：f)~撒 持持、（%）

6 百 283 69 24.4 

工0 百 334 166 49.7 

工4 由 293 工83 62.ラ

長イ本卓也て〉ノタ〉之Cノ .;2.J- 日j南落差乙て

得た卵胞与 I？－－； 庇ヲf手が之.3－λρ%ヒ宝

山めて他く y 乏養期l司l三よフてぎ λ三ア子柔ぺ
官：併号れながった。 じずじy ゑ天T多ぜ） 0＼ ラ~
7己卵胞手巾ノ 三α最愛期間α超J 、るめて、，1）究

芽孝-0'1丘、、がI bー／ρβl司τ各委じそ得吋

のではJ 必 －to%の虎将之モネした世

卵胞写経芽乞 ,=, H 〉震表仇彰筈；累天t告！<0

v＼ ラ件た卵月ち子を用、 k 之J ：主管dて守 l二おワ S

託芽孝と地差湿友の関係名詞べノ四一 l牛め
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x稚来を得た。本菌α卵月色与定芽m最通蓬r受久

之7- Jo ＂乙でありノ 30 0乙ム人工の露愛で lまJ

~－Lに持芽苧が・反対タレクs- St (_,_4人工て’ 17'I子ヒ人J

ど淀芽乙 7J-く 7矛上手たJ 淀芽 t:.pHの）罰イネ

。H
目包

子

発

芽

主ー主寸ー主

50-
( % ) 

0;1f--l 
25 30 35 40 

培 養 温 度 （ C ) 

四－ ;cf . b温夜l二わけよ _p.buTleri 

卵柁与の滑芽三十



／〈乞ょま

叫回一 i「めよマ lご存ヅノ pl-I 6.3 -pHれ

の最図ず農協アF淀芽を示じた。

100 a.-

発

一

牙

率

( % ) so-

o」 1

4 5 6 7 

pH 
8 

回一／子.－るpHにおけj _P. but¥ err 
印陀与の君！芽キ

栓 ・Yミノ fill.えめ経芽 l二及 l手す影響 ； クネ量類
の緯 ~） I＇－／－ 禅努めアミ）隠蕗うえerでめ卒菌

t4fJ月乞与の虎芽幸l千J 表－ '-It Jα7 ) 吋 j二示
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ゑ－ ftb E『F七h主m bu七干er主

辱多受喜 I

アミ j 画え
アスノマラキ、、ン 293 20 6.83 

イソロイシン 工8工 54 29.83 

スレ才ニン 工38 39 28.26 

4乙 ン 250 12工 48.40 

アヲ 一でノ 282 73 25.89 

ロイ三ノ ン 工66 4工 24.70 

グリ 三ノ ツ 204 91 44.61 

安：．除刀口 252 147 58.33 

ゑ＿ <L 7 Pythium bu七工erif如月白婚葬に"f;J=［プ1rさI殿4々 E

mp丹乞ヲト彪ヲ十字
アミ j 敵 仰胞子l筏叡 託手司PRちヲ数 あ芽学〈%）
十口三ノ τノ 234 95 40.6 

アルギニジ－HCQ. 261 105 40.2 

ヒスラ三F ヅ エ5ラ 39 2ラ.2

きノス手 三ノ 工76 38 2工.6

ノで リ ニノ 209 67 32.7 

フェユーjレアラニヅ 工52 72 47.4 

フ。ロリシ 工工7 59 50.4 

さを一 校、 7Jロ 165 74 44.9 
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表ー ι♂ Py七hiumbu七工eri卵胞姥芽lニおよlすす精場筈

者雇
卵胞孝一流ヲ寄金

~Ifill色ろ1設を数 経荊背骨乞手数 浮色身キ（%）

グルコース 228 90 39.47 

］）レフトース 228 98 42.98 

刀町うクトース 工46 73 50.00 

ラフトース 228 97 42.54 

マニトーノレ 265 工26 47.55 

う宮 記長、刃ロ 157 90 ち7.32

I/ 

た。般討した槍ヒノアミ l骸 R ~歯卵胞与
の泥芽宅促進司式手♂ 11認められなかった。

むじラノプスハ。ラキ・tシ之、、夜芽抑制作用が認

め今れた。

手たノ卵月包ヲ泥芽を f乾芽i萱浮色ヲf左主走手彪

芽I＝－ついて調べ－た kこラノ丞走手足芽 1-J:., I壬

%前後認められ正方？？‘グルコース洛元索中てt1}

l手乞人ノビ’詫グ1らfA-T; グフ下二。
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卵月包子のノ？ ι堤弁宇；洛愛日散の安 TJ-j色

そうよク調製 Lた卵胞予定舟＼.I てJ 浮を芽宇色

調ペ四一 16 め得来三件た。す針金斗白後抗告

卵

月包

子

発

芽

100 

'I 率 50

（%）  

0 

四一 16

0 4 5 8 10 14 20 27 30 

Age C days) 

_P. butler，卵胞与め今k与をヰ宇
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去を菌そうよグ調製三れた卵胞ミI手l手ヒんどそ

芽じながフたがJ 夕日~1.乏の卵胞ろで rtl，速
に発芽キドL昇しノ 之7/3 1司τ孝義じと色吃う

よク得たぎ《で l手 fo7o近ぃ足芥キモ ;J，じた。

ミ 色め

ium b山 ri l ;I) Pythium 属菌のながで d

む辛Jj~性的産嘉手，つ為しノ 冷めをE育室U昆吠

36 QC - 3? °Cの乾固にみ主。 しかしノ卵格

子(7)Jilヲf盈3Nzt1J 之少。C - 3o 0乙ヒ菌糸 l三比

較す主と佑蚤であヲモー

卵胞手の.#t芽，1) 温度以外！こ pH！こよフ之

ぎ影響ミ受ヴノ酸性側て淀芽宇のイ応下方Y手Z《

られ j pH 6. ~- pHれc α最函ざ島く TJ

主ご乞が 不 J.-,K.) Adams ' v,・, I 1乏の pHと虎

芳孝を蒜 L,1こる《 kl司手奈川年来志特た。

すをめがラ手属委長直後α卵施与党芽（ .immedia七e

germina七ion) ／二ついて韻八、たヒこ三都ボ三れ

z P らの時副作11笠dえっ τ浮t芽ミ争が工昇司云
ュLヵミラ下三ふた。 可りわちJ P.bu七工eri m陶月乞
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チ諸勢三孝久今I＝－縫って良くり。 そ比 J 之7
日i司俺斗包［五番めで‘ r/7 J>7 70の島ぃ足寄宇
を7ましたe Ayer 6ノ11 E・aphaniderma七四 め f( immedia七e

n o 刀Y・;2f-ータクズであフ之ぢ｝ 瓜戸月lる

手をしべ＜ーフグめてぢ i玄 -z有i1《兎を行うと fo欠

乏ぃ淀芽芋が件ヲれさことを赤 'LEo マめ原

因ヒじマ次めヨ点、モ歩）！ずていよ：

））卵胞手宅採集窃ま寺一てのT李養期）向（ノ令）ノ

Z）ノ令手 7－＝－＇久非核菌工会拍忠良tf'で σ後2
3） 卵胞子♂乾燥対程。

ヌドぞ験l二手りいてJ 主－ b旦主主主の卵胞弓ーペ之7
丘向のT乏差aをえを程通じたるめてI ;?7 %の
Jt~キ宇を示じ 7=- 2-乞グタノ卵H乞手 IJ＼＇＼苛タ J.対立 4し

てからの特別の手星通l 窃TJ-ゎ 76/f] }1包子♂令1)¥'

経芽 t-=-，荊与司ム話《 ι~ <) ＼止にふ，

刷出合与を芽！三勾、レ々 ， 方 Jレシウムイ才ユツ
Zノ 2J>ノ’

忍傑ノ V ~1J ~－づンひ f!_,－－~~イゐ色的 I＝.， イド用 0) cミニヒ

が示三点て＼ I ）.。手五j Stanghel.l.ini /tノニ賠
jニエ~ ri＇， 棒、アミノ l吸がイ良企的7l勿家宅芳、

司どいわれて、、よ しの、九本色卵月色J-勾



ノ♀グ

において被説、じち稔 k

アミ ）j鞍l示ノ ！子ヒレビイ是主的 TJ.作用モ赤三 7J 

なすった。 これはノ S七印酔e山 ni 与の実験たお

¥ ＼て侵誌、三れと卵花予 l手｝ 1i与苧が低くJ 方

タヲムリ α議わ？えて知堵 Lて J'9リノ不屈を向

いた畏蕨方f毛ヒ 11-i ｝＇安rι ょたあと塵われよ。

hium j義歯の選-ff_与でlち 7・I）レユースJ ジュ

ーフロース表決If／ユn¥. ¥ z I 合弁ペマ小 lご権内

うじ~芽置を形ぶ匂さ内卵胞与 11 こうした
タト釘栄／愛珠lュヌヨ可♀零3ど／住が認められ引＼

った。 こ似時l 伽月色J-t)可逆走手｜二じて鞍して久

芝く J 内向／－：：，多量α針長物質主持っていミた

めで1111-¥. t 沙ヒ 7ちえノ今れき。 じかじノ これ今

α現象l手ノ妻、貿恥ずむめ令イ千千におけ三ぎの

でl 工fゑ＇tI乙わ、 1 之ぎ再視さ／ムミか歪か／"J不

明てぜかク J 今後校対モ辱司会。

工V-2-J. Pythium bu七山 め卵抱与αJi芳子り

悠一
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耐絶子の~芽 I＝ 聞すよ形盆 ，1 ） 犀来和昌司
阪信 l=To ¥, Z 1量専でみヅノ 弓め逆走手形"fA¥ I之y

l〕くを／庁レて仏語ノ "hr之人吋 i宥ぷ主的庭環疎

II ・no叫 umpo.ten七凶乃 のセ常刀口ヒいうZて量辱

であさ e じずしy Pythium j義歯卵胞子尻芽♂形

宣言、jニ皮i可主夫ロ易保p Dre伽工er によ主主・mc1milla.tU:の

£_. u工七i~<t-) ) J:・deb…J勺＼＼1Ji) 1) ) 最立t-z~ Jo,.) 

加出e山叫 がti z・叩han土derma七四 百戸月乞子浮t」キσオズ

をきを足 i写顕紘告をどJ 軍手顕紘絶てヒろえノ ）有
／之Fノ

絶手l吋称αi_イLについて教主 "t.,-Z¥ ¥ 3 {l)ct-f -z_＇判。

三似ろめヰ長官で時j l手ヒんどが虎芥官乾芽

によ主るの τ：， J 主定手荒ヲトについて報去して
2(/ 」之J- .一

い主《 t-t, Drechsler め鞍圭めので』夕、よ。／最近〉

anghelli~i ／ご ~＼~ l'・ap叫 derma凶て『刷協力、ろの’

老定予苛夕方＼について幸之官乙τ ＼.I ~がI) ごれ 叱

卵胞子力て浮£1干管本芽をえ7つためらノ務1訓苓ち

形がしノ老乏手ををζ弘司ふ必のでI 7向詩的な

るσ＼てH あき

本菌卵絶手仇浮t芽務室主 I：＝－ つい之柑べ、た包こ

3ノ 岳手客名走チモ時Tix＇すよの 8寸Z，グ1弓札h_g
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モニてノ印月色与の浮£~時におけま形左手向受イし
について詞パノ 工1ゑ！ずlユわけ♀定芽才手代、街B時

め参考 ιじた。

科学↓ヒ方法

SCHτtτ包）1::て子砂崩三Jへた卵応与を用 k t 之

;ft-jキ l －＝－ を 5 汗）~.的支必ノ和主仏“荘Jキオ玖 l二つ
いて尤i学顕欽吃によヅ詞パ7三．ア手お）卵花子

0) -tをす必ず今の銅製玖 色1 花芽の巳め仇帝拳i宇y

IV-2-2tl南千まめオ（乏であ主，

またJ 百円脆手足芽時jニお！ナぷ卵月乞号外麿の

変イbヒ卵席予内称α彼向構i主α主化l手j 電子

顕紋後l乙エク調べた。卵胞与仇国定点ノ グ｝レ

ター）レア｝レヂιド・オスミウム厳 Z豆画定広

ヒ｝ ク’jレターノレアル干にド・遇マシブヂン厳カ

リ17ム Z亘国史伐の 2組め方 l玄モ用いたー

グjレタールア jレナιド・才スミウム南え2冨乙

園児P乏，1-, 3うるゲルタ －｝レア lレ子、乙ド Co.1 

:~o ¥ リシ隊 刀リウム話術魚ノ＿t_H7. 2 ) 
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i二主リ ／6a寺向 （4 ＆）仁）訴1直長今ゑノ 之%方ス

ミウム販 C0.1 ~t. リシ醸・刀リ旬ム緩衝

訴を pHマ.2 ）によリ後固定 （4。CI 2時間）

じ7三。

プルタールアJレ子てド・遇マシかシ厳勺リ

ウム 2愛国是？乏 l手J 3 7oゲルタ －）レアル守℃

ド Co. l Mo I リシ厳・カリウムrf/1街訴をI pr-i 

マ.2 ）により l6時間（ 4 0仁JM邑！主役J

¥ .タヌ湿マシかシ厳カリウム落i爽 j三エク 2時

）同（ 4 9（＿）後面見を行っ足。

顔料l手y エタ ）－）レ・ 7（）炉ワレ γ 万キサイ

ドの柔！こよリ片足ぷ後J :LJ}9ン8I 2中I＝－ 包τ室

工下ニ。

包~.~た新料 l手ノ Sorval.l 阿下↑ミフ ρFー
ムによリ超薄切片 kし／ 官主 H-200型電ヲ

顕叡銭）1－＝－ 利差勝、じた。

まき長粋写t

l,t費電完をJ奇／－＝.， P9 11主卵胞苓め官ft包三的支A乙；
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同門能手小平を芽管者芽 rt，卵胞与を菜、官 IJC中 l二

夜（責守主乞え与がこ起こ ~） 2 -3時間後 lこ夜

芽管弔泌が‘乏3可主。忍笠的＇ J~rJfJf·子の夜芽
管汗夕方y才ズ官三凧 図版 16-2I二示した。えを芥管

｜手J 遣泊p器麿♂多p今、で向く TJ,ヅI その後月号）~向

Lて久くなフて川主（安手P）。淀芽管 l字通学

／不でみきが 2本汗夕方；（主 dへ主こヒ t］；＜. ま（図

版 /6-3ノ4) Qdifl＃包芸 11-, 浮t芽l三A千ヲ之ノイ不

土期仇ス写1愛イιじた外そ芝U丈、 L花い l三痔、く 7手 主仇

刀丈司符徴之〕払よ。 本菌d内A包与めタト ~1 ，まy 乞

叙告急l二 M 春E表 司此y オ lゾ エ バ ＼ I ~ (}¥ 

V＇.詫俳られよが） 14(芽還殺で lネ】 このうち門

領＇］ 0)）脅（ e.ndo-spore叫）が靖夫す主。予手形小卵

花J1--t） 中が之遣卵器内 τ卵型（図版 17-LI)

ヒ存九泥芽篭が童卵巷麿を核フ之包ジ主骨

頂付Z手，p9(番付？自治状め構造（

e ) 117 ~芽 lニイヰヲて双発 l二ルヱく T；－ リ

者夫 じτ＼ ＼く（図版17-2ノ 3ノ与ノグ〉。

卵胞与♂選定ろ足芽；不箆卵胞ろ l叱 htjキ
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官以外｜三 l互千委主定手手形点、守主。卵片左手刀、 G

ω選定手形fly,1--) I ）， 耗芽ヰズ自きヒなフた卵胞

手会ク益之官モ 1宣宇多包ジJ その乏靖JI二歩手， {J¥ う

を汗夕方y－荷主ろの （図版；J- 7 ）ノ 2) 卵絶

手書リ斗0 ー Io o .fo"1'1-程表♂4£芽管宅形民後，

マの乞端！こヲ不♂うヱた l手ノ糧之宮モ笠ジミ E

の（図版 ；？－2}3)1 き） t:ufJA色ろまり g_c

正経芽管の一討に務jれ手（老長手のう）手形

長後／益玄管をヨ三じよふネ金額ω聖が‘誌仇今れ

巳（図版 if-6) 6 ）。ミ Jへらめ差走手形民法

例ララ最6張主の阜、j ♂ 1"1 2) Iごよさ話の

であった。

卵胞与の丞え手足f芽，－；.） ;l補の声＼ p. L; 7ヒ溢

オス震 （evacua札∞七ube ）を持つ卵絶手（図片瓦ノア

-3 ）を詩パミ三 k！こよ ＇）) そ小fit芽全体

jこ すよ争j令を芋ゥヘよとヒことがで主主． 之

。れによ ＇）) I4f]柁与♂選定与平t芽ヒ孟雪上仇阿佐

玄該iパ T='lころノ 之タ一之70乙で長λで／足

芽企イ卒の／ヱウZ！こ達 LT--::..., Lゲ L.,I 老走予定

芽小事＇I合 11-/ 差宮本守ざのじ委f責＃寺1!11J＇長いす呈
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工与しJ タ時間牧τ1守之fりる（ -27 SIC ) I三 6
乏 し た 4 utfl ni与め這え手浮を芽で l叱 τ幸j金持j司

が・－＆く 7子ミヒ j Z端♂ 1＠ロし 7二益玄草が主く

T手計仁実向刀1・被；d人ち Jへ下ヒ。

電子宮員板金色／－＝. よ S疋芳卵胞手♂形盤的安ィι

；卵白再の如絶手形~~在？／えを芽時 α 宅
手顕特衆参愛at，下／ いくつグ報告立みて＼ ¥ ~ 君＼「l

画定決y 'e母倒的茶室不良か今岡骨骨11-1象モ件

Tェい l千タ＼ I Q 不戻駿l二 h t、てる停止豆i=l0¥仰

月色与で町 内部構造m画定が不支〉今1ずみコた

（図版之C一／ノ之）。 乙かしJ 治t」手過程／－：：みぷ
卵胞手ではノ明粉、TJ:由民iイ象が得ろれた。

卵胞与の手f牙畠程I－＝－ お ＇T♀天主ワ変化 1まJ

卵胞予をの芳夫ヒ中 1c／~P の Cen七m工 rese e 

〈以後 CGヒ婚す乙苛）の靖夫ヒ Cer巾 alvacuole ( 

以後 CVヒ吟おす）のま安定でaJi主A 

即時手厚，－；) 乞l写顕叡後l二会小 ，1・J'l 9-ト2）音

1－＝親葬ヱふたが’y 車写官員敬義 I－：. 主み lτ’ノ内署

•lf ;fノ タトメをの管ヲ家友の安勺よ 3辱主クなよ。
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立与 l:::） 外居 r宇／ グJレター jレアルデじド’・不

スミウム厳国史去で司島産手窓寝 α長タト暑と

弓♂内有α係電子変妄の之屠 1－＝. 勺＼グれ♀（図

片友之σ一／ノ之）。

イ不止期 σ卵花予で l手／卵昨ろのタト1昼，1を／・ 2-

2. Oノ似の向・－ TI彦三の卵胞ラ外麿が‘ kグィ色

¥, °Z ¥ ＂）き〈図版 20）。外麿σうら中／脅 'I)＼＇＇長る

厚く J そσ内部1-::.11-脅威筒枚、の構造が認mら れ

♀（図版 2ト｜ノ 2 ）。淀芽じみ 7ミゥ之ぽJ

こめ中層がう青失乙之いく（図版 2三一｜ノ 2 ノ~＼ 41

タト麿叱 中尾の市失 l三村っ之 j そのノ雲ヱモ失

い） 十 凹凸の若しべ、居 kつま（図版 23 ）。

ま巳 ） lit.芥菅m形民三れた脅かで暗ノ外居 J

j可侵♂ 2メをと T－；－ フ之い主（図版 2t../- ）。

耗芳宮下J ぞが之三のタト居宅放って形於エれJ

淀1＇宮尾！ （のちの菌符号）町 内層と持f乞し
て青少坂三れよ（図版 21- ）。

形点、立れたZを芳宮之端I=1'1ノ戸マソ＼ムが

認め与れノポ吋包絶，－；.凹凸の若しいオ丈長モ乏し

r-（図版 26-／ノ之）。 定ヲ午過程1－：：入フ E卵胞
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子内に 11-） 殺を矢め枚。て認めろ人核問立 lこ，1

ナイフライ才 fームが言ため今れ？と（図版 LJ-

乙之 J ］］］応－ 2? j。

卵胞ろ IJノイ不止闘 l乙わ＼＼才~ (7) 中央部 l三 λ

三々 島寵手会ノ主α籾 I憂すらつ去五ドォズ構造モ3き

っていミー 三小手~／今、 lτJ 才ヌミウム局主面えの

読料之、.I千三 ,.rつ約 zi晶、、 l電手象表t-=T;手主ニヒ刀、

らむ手方スミウ／也の初l賞kフちえ与れ♀ 'J)'¥J 遁マ

アザン厳力リウム固定之－： t I司誌に島軍手袋友

也なヮ巳（匹坂 21 ）。

ht芽過程的進行lヱ後ヲて／ このと合 iJLだ

い l二 Jj＼ 三く TJ.-ヅノ マの周i!Z_I二至丈ア子生月ちがえ

7悲し！と。回開乞与 α府、形費 11-, l宇安吾Fをy主的た

C V ♂ためにJ j司i互に存ムす主よラ／－：..なふ（

図版 3D)9 CVの l勺幻l三 17) '--1くつ話の小

1 T;xを胞が言！－－められま（図版 2ゲ）。

卵胞手有田月包賓内 l二 l芯y ミトコンドリアJ 萩 1

小丹乞体否認 c!1'¥ょが｝特激的なの l志， 多数仇

S七orage 1?ody （図版之乙／. ) 図斤反 2] ) 
ノ

L土P土d－工ike b吋 （ 図井反 2-6一／ ） ？り~人叫ノ G工、ar



一一一一一一一一一一＿＿d）仁
川 （図版 3/-2 ）乏、みよ。

~ K め

ヌド菌卵胞予｛ま7 孝三弁苦手~号以外 l二j 遊走子
発芽可占。 ~- bu山 土 の通え手洗芽 l三つ＼.¥ :z ) 

r 弘、その汗~ff!.を毛皮桂、氏、＼ ~ 1Jぐy b ’ 

殉亥ノ花芽糸件f手ピについ之久／から J¥-Z'-'

な N 0 ヌドの＼敵菌株め場令） ミ三官。く中 3 時）司~人
1勾に家：められき選定子虎ヲ？の割合lまy 卵胞手

紙う停の／之タるであグ y 乏の夢d合 l手時j同経過之

4千に増加 Lノ )/Jすj向後で ;z.t% ［：！達乙たe 之

のこ左 l°J）卵胞与の選定予見芽がy ょう長夫＼t
lzおいて〉毛易 l2j@ ;3現象て取 さと kを示し

.;2J) 
てい主包 S七an出 ellin午ら l芯y E・aphaniderma七四の u1r1月乞

手足芽におい z； 主定予の形メメ l(t-） 耗芽篭め

一句作膨オ天体（遁走与のう）を形ぶしたのち

起にリ報告、♂＼.I 3 I)ぐy Z下菌 m場合川

ような逆走予形お逆差 lままれてみゥ 7ヒ， ミム

lすy S七回出e山 ni らの！実駿〆ZT寒中て－ 歩、主ヒ l ~ J 



一一一 一一一一－－~＇－－
2 ヒにるよ主がI） 不菌ヒ P.aphaniderma七um .OI苓質

的な豆、 jこよよ話めであよ．不盈 （／＼ t易ノ台J 卵

胞与がy 老え手浮tヲ年寸ま過程之'1） 疋芽1三者＼多
ヌ手＼めう升夕方えが定ご主 {J¥ 1J丈λ多F夕、てWあフ 7：こがY

2仇 T易令J iI走手のう k:..¥. ＼う玖フた器量仇 4

J三l千 TJ-< J 定芽笠白停が〉まえ弓印月左手そめ 6

のが選定＋－ m う k しての可処令るを拾っヒいえよ。

卵胞与が逆走手を l宣建生じよミピ lま1 本歯

のー水産1号案を考乙よ場合主わグ， -z董専でみ♀。

す7よれらノ 通1ネム后芽｛吉右芽 α場令） ＆宝塚局、

11印花予 iコ仁乞ピ手グ y 種籾不良八め移動 ，1

定予 TJ-、、 t1') l-:--oc較しJ 盆走予淀芽で午y その

疋ろ宅《ゆl午お＼.¥ 7, 星動住仇あ会乏三走予毛子

均♂ー 10 コ〈図ー I7 ）怖かiしJ 植物取

のす白〈め移動／集；移能力七ノ t盛多宗C，方、ρ増加

も認可三ーと之」あさ D

芯菌 l二よ S，｝ウレ〉ソウ 7L花 J烏 It-) 局ラ昆之『

しず t-z 動的仇島ぃ降 iゐ~ヒワピた多殺す

♀傾向がみ主． 多ヲ匿イ条件下 lこわい之 Pythium属

菌1ニよよ舟告が多表す主ごヒ l手よくかられノ
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主｛｝、ら同線T;r:1,家が件られ之 L t よる α1子タ川崎
v ・ fjtJ)

M 困難勧τ S陶酔ellini_1)＼示レていまよう lこノ

経芽過程／ごわい之 6認められ主。

手強モ t-F}l Jた安殿l二ゐ、 t 之話この .E.l司すぎιて

あヅノ今後三ろ，つ己文 ~E 辱ー司会。 ンサしノ グJレ

ター Jレア lレデ乙ド・溢マシ方、シj抜刀ヅウム Z

愛国主 l字J に毅向的手口得手ヒ 1-;;? r~ 耐絶
手足弁由主l二 h けさ固定像11-} t託芽掛か・逆

行可主 l手ピ量得~－ r~ よ e 之れ叱浮色ヲf過程の
盆行に／伴って卵胞与 J-:,}'1ιが色これ画定l

包埋脅リめよ受乏！）＼＇＂t_く TJ-フていくためヒ壁われ

主

卵胞手 OI;fl~手過程！ユ和ワ J 紘［f虚構造α長当
額藩 Tj変わiち免l二者悲したヒわ九印胞子一

外壁 kC ct~♂ C青矢てみ Jo C eの靖夫 I'J ) 

S七an訟e山 ni1 ~0 の報告 k l手l宇一致 L-T::得手七 TJ. 

フ巳，

卵胞手 lも業芽遁程／二入ヰヒ卵胞与外壁／ご

スまな変化を l主ジえ． とくに J 中層IJD反収ミ

れよょうと靖夫乙 F 乙 い 主 ｝ .米芽 i量め－fl)Ev主人
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主多pかで｛手／をく詑められず1 1勺屠・外層め Jナ

ヒなって＼ ＼しをしてJ 外信 i手が ！）＼＇之現支援芝

れノ lペメ音が荘芽笹~ヒ 7矛グノ来芽震が形~＇J
Jヘム

固定・包τ里見寺めじ隻11砲事司 M芽温オ主仇主

行 l二縫って呼1i持TJ:イ象が特与れさこヒがら考乙

てJ 外メ去と平脅に主主号j~ IJ＂＇ス芝、、ヒ安われ

よ。 ごd人ら同日絶手外壁のじ蔓三をとたす SE住宅作

用，-t) 1電与信長物侵溺簿、めん夕、《固定永，／邑t室

香Liのd十f矛ろ司、j 東寺 TJ-必、の話め h つ Ll Z i ）司

袴ヒ 2れれよ。

工い2一斗． '1:1ゑへの Pythium butleri の卵胞与

すを禄ヒ n，ウレシソワ 1L花あの洋［＇王

~- bu七工 凶 .uiFJ＃包与 l手ノ 主出2 の余イ午下ノ三

官ぷ中 i二~ ¥. ¥ "Z長夫 ？77o °＇疋芽牟を 1J，した。

じから 込めよう弓妻、省よ中｛ユおワよ疋芽毛

足芽形態‘がI z最中 l二わいてる同祥c／二起こグノ

経弗l=I関与じていミ々、否ずについ之 lτ不明で
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あ主。町七山属盈卵胞多（＆－） 耐久巷聖ずみグノ

z張中におけよ本島菌の長崩包存αた的の垂

零r1若l主ヒ ref-コて ti 。 L,/71＂－ ふノ 1.t支れわ

17 ♀ 庄 ~5--1二づいて l手ノ l手ヒえノピ芙p られ Z 子うち

ず／浮t芽形をf.存ピ言千向4不明でみる。

Pythium J1鳥菌♂舟事 i手J 多3皇制干下て多えをす

ぷヒ¥lれれていきがJ 之れら多ヲ堅手食件下むの卵

胞子の行動／荘芽 l二つい之ノ／手ヒんどかられ

てい TJ:¥ ' 0 本高屈によ主月当事従生 k防隊につ

いて寿え去 T多令J 卵胞与の工tゑl宇I=.1勺 17さ定

芽状態七l 卵胞手からの憂きf・淀井るについ之

調パ‘主ゆ！季0＇、弘主骨本τ重におい之 ti:) I 1案中ノ

根菌／－i議中にわ rj主卵胞子の淀芽辛丸庭芽

汗：~iぎについて詞ペ 卵胞~小長重H ）£~ミヒ J 泥
病I：：：..つい之考焼、 Lた。

材料ヒ方法

壬 bu山土 砂角直椋． SP-10－工 let) ,SCH -rき弛工

で J09乙 ／午 8 l町南急 L-, IV-2-2 のれ乏
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l ＝－よグ菌示。＼ら主抱じ銅製じた。

llifJt-i包与！手ノ そ以モれ l.6♀ X /0ψコI/fflえノ

忌－ .26 X/03コ／バ｝ 子勺ド；.~3.~£ 又 ／ 02.. コ／飢え

ヒ rJ-- ミ s ぅ：主主£~之、希釈しJ 恥工 I I<手当リJ

b卵胞手事者決 IO O tMl!_ いι乙よくゲ＜ 1手

人ノしたあ乞 I6 C,.{A,1._ 7F0 tフト！こ入 6)九五e ヱTゑ1下j

震羽衣締ィ乙シタ一国務ょリ採集じた1支ヱモ南

町対授、ιヒじて／. .f気芹 4.t-の＼砕J1-殺菌し

た話♂をイ失言式、じた．

両fl丹包手 E1'を干宣した工TゑにL1> 亦ウレシソウ

ィj産芽穂子を才番手量後ノ 方、ラス3昆室内で号、、？を L-;

之花鳥の定包を調査した。つれ 1 汀＼ウレンソ

ウm桂子の諸手量 l下y 即時手持？を直後y まを袴 7
週間徒動乏（蔭，Jてじがラス君主室内 I＂＂＞示室 ）) 

1oエぴ持程 tJβ徒過後i二行っ L

ヱT嚢中｜ニF勺げ♀卵絶手洗芽キ iまy SCH -rを

犯工 1:::.1 メシフレンフィ lしヲー（ずート I) Iう

ス法也｝レ巳ース 7イトレート 7イ｝レヲー・

直径之タ…ノ ,r_o7寸イ丈宮川）主導丈芝｝糸

魚歯を諸程 l フィ lしヲ」ょに苛夕方言三点王卵応



／〆ょ一

手 E，プイ lレターご kエJ争中 l二理没乃さき I去

によクも笥パた（図一 ；J ) 0 

Z-1ゑlfに母ラ又じたフィルタ－ l~J JJl H寺l向

後に最ク玄 v1 エ魂程手を挽t｝：：て・・ラ乞今後y コ

1フトンプノレーで秀色し；1 フェ ｝ -Jレ中 l二封入

後J 荘芽キを禰宜じた。経井寺 l手J 殺菌工食J

程圏ヱtゑ／持想画自マボェ査の 3桔類！こっ＼ l 之

Z筒八、たe

実 写実体果

忌 bu七工eri の卵胞手持裡~才乏し ）通向後

l三万二ウレンソ lうを掲権乙 7乙場合／二 rt1 殺菌工

綴J 台余《工長ヒるを柘痛め浮を宝刀，jきがられ たa

k くに被~工魂てのAt病弓急しく 1 l • 6きX

1 o3ラ／浮主 t素勺 3 . .2ぷX f 0γ手ヱ改め毒包囲

で・念てめ手 ＇ t)＇~$ ヒ 7手フ足。 じずしl 自奈子、

工でまで・，-t, M ぞ夜為キが戒少した（表ーザノ均）0

誇稚アタ β俺還後ノ得手乏掲裡乙 7=-t易令J

1.63 X /03コ／来工会句ずを福建友z・・ 6之%）



ペトリ l!D. Schumitthenner ，土音土也

＼ 
'fA －－－－－－ブ

図ーl?.·:t.~家中内ワミ Py七hium bu士leri叩修与手持銀各Aた剖°＇

メ〉プしてシフィレ事－i老、

lb6-
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ゑ－ t1.f ヱ議申ハの Py七h土umbu七ierii 抑胞子持栓ゑ~~
-JL1t.弗のあ笠（持穆直後のす香港・台斜::r.:tゑ）

エ曜午の卵月初会汲 治芽 格程
え）

易会病字（完）
（コIg 21念） 個イ在家 イ園保護叉

工.63X 103 。 ララ 100 

3.26 X 10 
2 。 55 工00

3.26 X 工O 12 ちラ 60 

三骨格桂（釘~） 53 55 3.6 

（ 清新固体数 ＼ 
一信品irRrr.ll:r ) X I 00 ( % ) 

ゑ－J-v 1.1念1宇ハの Py七hiumbu七ユeri印絶切釘鋭浅k

7L1fiあの彪生 （語謹直後の措謹・殺屈エtゑ）

'[.t憲判両開きチゑ~ あ芽 橋桂 居嘉戸主）
( -::r I g zr支） イ届イ手数 個体重文 （% 
1.63 X 103 。 53 100 

J.26 X 10 
2 。 55 100 

3.26 X 10 。 50 工00

ぎ.1等肴（託銀） 43 50 工4

( l一 括芽イ国体数 J X I oo (°lo) 
才霞稗個体数 ／ 



一 一 一 一 一＿＿＿＿！＿＿岱一一－

J. 26 X !fJ勺紅白’ 2y. 7,, （／） 庭婦が訳川

aれた（悉－ J-/ ｝ 図版 3之）。

ゑ－J-'I 主義l宇八め Py七hiumbutleri＇鮒格予持寺島釘五舟
の存在住 （卵胞ろ諸謹 ＜／ba後めず香栓）

:z1金胸中ne鎗友 浮色 芽 3蚤樟
万を病苧｛%）コ／ gz議） イ弱体遺え イ圏外敬

1.63 X 103 2工 55 62 

3.26 X 102 42 55 24 

3.26 X 10 46 50 8 

支持程（対I}.{;.) 49 52 6 

t;c較のためj 丞定予を工場 l宇l::.1考栓九三L

不手舟仇定主を脅司パた kこラ J 表－グ三 J f-3 の

修男宅得た. 71 ヰZ為の居室 l手J 卵胞手 1~禄J
色終 1.-tゑ l亡わいて~却クイ往く r;. A傾向を号、 t.,

jを柱ゑ友tJ't・, I. 2 x 10之与I！－ 乾之ノ ／・ 2X /01 

2-；手乾工、南区芝， tJ, をのゑが・13月号方、てみフた。

殺菌ェ穣守ざ／弱槍直後の橘穆で・rt, /. 2 x lO 

ラ／手車工色以外でノ全て σ、71.梓ヒなった。 レ？

じ＇V J力丹後／ェ佐芽祥子乏掲詰じ九t易令J え
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表－.52 ヱT宮中I=bワSPy七hiumbu七leri！丞走ヲー
震稽免怠k究、ちレγソウろ芭初予為キ

主でき中l-=-hワさ jJ；ウレプツウ手罰金不奇病苧｛%）

笠走手？窓友（考乾り 殺菌 z会 台母子、エ議

1.2 X 103 工00 工00

1.2 X 102 工00 64 

1.2 X 10 72 43 

雪.1き寺主（気＠.） 。 。

%-!3 at迫盟lbutleri並走手持活後め径五日数日俳ソノ労働
n ,._,,y-y 

選え手接遣を友 舟Zま菌持ヰ主万1ウLンソク措寺前よれ、め日孝子）

（コ／ g乾工） Oci 3R  5 a 10 H 30日

1.2 X 103 工00~ 100 % 100 % 56 % 工工 % 

工.2X 102 64 75 52 ー 。
工• 2 X 10' 43 30 20 4 。

え） 工会に認定予を持穆 i:,7:::.めら 3fl - )o tJ l司，亦o，ット
（メ2似） をま丈置後， 7Fウレシソテ危芽ネ妻子を，畠港 2.,.1

~4~舟め存在住を調査、必．
b) 企イ固停l乙タヨ引金不戸伺イ手伊吉伶（%） 宅志'..flこ，



一一一一一一一一－~zoー←
私為《来主 rt1 ／・ 2X /Oy 2/J転工芭以外 ωゑ

及色で全く詑：仇ら 0人与ザフヒミ？ヒ＇ I . .2λ 

I o3 γ手段工色！三わい之る足宝時急しくう~1ul＇ケ
( I l % J乙7ヒ。

メンプレンフィ lしタ）法i二じて議ペ五工

務中 ι ~r-r 3卵月色ろめ淀芽（f-） ゑ－ s-t-/.のよ

ラf手絡警ヒ存、 1：二J) 1受訴し？と卵柁ろ i手〉：三宮

よ中にあ＼＼ 2 4-3. 2%仇花芽宇を志したがJ

材不思圏 -i1ゑ（臼起工？を ）,rを i手作乞心ど与三与

しTa-がゥた。 じ／ずしノ 万＇＼うレシソウヰE!.｝茎1伊，

表菌工争中にわ＼¥ 7. 1-J:., 吃れそ・れ 26，♂ %ノ

一一ーーー 一一 、

ゑ＿＿）＇ダ ホウレンソウ穏圏ヱ議中！こおmPy七hiumbutleri. j 

卵胞ろのあ葬

ヱ ぢゑ 卵砲手孝之数 活現柄欄3遣に 耗斉三宇（%）

希え菌エTゑ 222 64 28.8 

'@ ,<t¥ :r.1ゑ（ヰ抑留） 265 工3 4.9 

白紙工場（穏菌） 295 79 26.8 

！包，K（勾W:) 257 工工工 43.2 



一 一 一一一一一一一一一 一 一 一 一 一 一 一 一＿＿＿＿＿＿!Ji __ 

刈.cP %仏託秀キをラトした。 之のよう TJ:._l 通

洋のヱ1ゑ定委（合水牢 22°7o ）下にわい之 iまy

j手ヒルどが有芽虐花芽でみヲた．一方y 多7霊

~件下（合 ,J＜：キ 3 7 °!fl J引手／浮t芽キが島くy

持不良l宣告与さ：ェ 1ゑl字で ／2.63%） 才良圏之T撃で

11- .i~ .. 3!1 %ヒなヅ f $.省ぷ中むめ浮を芽 色l司

じ程及ヒなフた（急－ st- ）。

表－S-J. z会ゅ合＇）K三年台 Py七hiumbu七工出即応予の庇芽三千

ヱ改め処建

殺菌之議 28.8 32.65 

猷夏、工議（締罰）｜ 4.9 工2.63

色紙工？ゑ（不良圏）｜ 26.8 52.38 

蓬官dく（内反容．）｜ 43.2 5工.62

多ラ包象付千のヱ夜、宇ど i叱 経芽 1産麦芽~外
i三f 量三え手足寄 o,:jz_払られ／ フィ iし守一 ζ ！亡

元！支♂うした蓮走予 ~I 卵抱 3ーが＼主主手足与し
たミん百号、がすぎ－小られた（図版 J3-2） う）。
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ま 色l め

同国為菌が＼工1案中におい z-r敬年！伺庄

存したヒ、、う鞍官ドあ与が＼｝ マの l主存時~ 1之

フ M て，1不眠時 r1-2..刀マ多＼ ¥ 0 if~天療にわ 1 、之／

銅製乏から即席手を？を穆し 7ユヒ工入居芽延

仰 の存J与し7品、、オズ笹で・ 31J斤l司女置し九の ち

＼－：，わいて淀痛が認めらふた．之 Jぺ｛二氏較し／

主走手絡号をで i千y j刀丹牧，手 iぅ＼ ' Z既 lニ雁為

かがじ青うえ苛♀こ包万九らノ 不菌のエ議中 lユ h ワ

主長翻l二F委主 If.,,f~ t手ノ印降写－ 1三1~に存守主弘《

ビ1ちんられ主。

じかじf ~tゑ中 l-=-- J勺い之 Pythium忌屈はy 栄

長束が存五万主 ·~易冶』属生包じ色をす式七げ杓
" Io _11 I o :2) I o t-） ’ 

れていよ刀ち そα動的安ιv包存者ι宍’件つ t’

てゆみどこす’じる明雄でかt】．

白紙工最中！宇和い勺ほとU ど淀芽布ふと

le_, TJ-くI イ不止オ丈：~.のまま iをlえ l三右左し己 レ

グし，赤らレシソウ穏薗工長I＝わい之叱

ヱb.~切の経芽キをヲ主レノヨ？和風エTを lユ民感え



ノZ!
じて糊さりと与した。げしJ こうし化自

然、エ十乏1ヂて d)£寺三年／－；民八叫ノ 殺菌ェ宅 1午て l手

氏徴的まく来芽しノ根盟主金主リ弘主手＼＼淀秀
三手手禾し7五

1--rt l宇1－：...わ，7j可吋乞与白夜芽，j:.} ェ最小／金

ぷ量 l～エフて影響をうけき． 七く l二ノジゑ・＂＂＇

少が島、 It:ゐ金1 マの／託尋2キザよ専ら持花園

工会！シわ.＼ l Z.. ぢ / 2.υ%ノ穂菌エ金lユわ、，

て l手タ・ Jj労ヒ豆、羽水＇tでめ卵月色多業等宇

J-/. t 2. ヌょ yiもく 7－；.った。

まTゑ中でk♂印月乞手浮を芽 l手ノ マ《 l予ヒんピが

!l・芽管M,芽lユエよ番《でみフ 7ユ代 工長よ今、

が・ 377o(J\~件下／－：... ~つ z ， 殺のう丞走~，
泣印暴l可の稜mう逐走予が‘託ゲ） 与,r¥.J 如胞子

疋芽が長三フてい主こ kが淳三れた，

IV-2-S-. zりき~t ，下あワ主亦ウレンソウゑ柘

ヌる菌菌jまJ 老え子めう（月喜多j天体）

わ去℃t＇卵胞与の市長



1？ぅJ

Z議＇f1＝－あけて／秀タ男l叱歯れ状、釜で存

庄司主ニヒ lヲウTr-くj マム i手ヒんど r1か ~f15

チノイ不眠格子（厚縛絶手）わトぴ菌検 7手ピめ

耐久器室の牙多！三Z’ l主 ；（~ 弓主... Pythium ./1民茜ZIち

一依l二Zt案中に盆地じた卵胞手付手Xrす主ミ

kがたられてい主。 じがしF 西条ヒ老走予の

ヨについ z1'1-) ヱ匂焼切に打紐ぅ斉
失9主といわれていよがノ モの生1＋劃 i司アふピ

の詳ポ回 I＝ついて 1"1弘られてい TJ-¥ ' o 

不歯m卵庇手 l手l 前τ妻7,＇＇汚えしたよう l二す＜

ヒ毛 3万斤 l民主改！？に生存こっ定方ちαノ号図ヒ

(fよ． また工 1老中 1－＝－－みフてぢID~包与 lτj 非根差i

自が工fゑtれ静菌作伺奇長 ＇JI l予乞んヒj間
じTF-¥1. i.ろにI -r_ 1芝17l:::. ~ワさ 4菌卵陀

ろ／ 歯ff, h Fぴ選定レ与のうを工金 l宇l二世投

じノ その動向モ言罰八、た。

初来ik 方法

メンプし 7,/フィルター広； ':f_tゑl字の菌糸】



ノ7J-

髭乏｝－めうy 初会 0・ulfl絶手の存ン在を誠パよ五

めノ従来 zンタフトスライドラ乏が用いろめ才

色 7ュハ苓］実技 I－＝. わい Z i手メシプレシフィ ル

ター惑を用 t、た。実家芳法，1-,IV-2－斗 ι厄1

1手て国一 Ii 1三 示乙 7ュ。

イ共言穴、工ォゑ叱 7ft杯 j交約ぺ乙〉ター1国七易ょソ1釆

耳えしたる σモ巧ぃノ J 6 {3#( ;Jfi Lフ卜 ＇fl三入れ 突

き戻 1＝－イ長訴した。

稲垣工長11-1 I 6 G{l1Iι TJ,o i川 中 lユ応ウレン

ソヴ（岳穆日 -fr--え）三 70私措兎 L.,,J 9ヌ蒙の

ノ雲南した否のを桜訴した．

なおノ フィルターモミルL多工fゑ1fIユ程設後

11) 之J0_C lユ保うJ 卵月名手y 選定チグ〉靖fえを
争認ペ，，1二。

ブイ Jレターの検銘； メンプレ 7/ プイ lレター

t1-J I. 1ゑl－＝埠設後1 ！日 1 3 B) 5" 81 I 0日

後 ι取りま～しy !5.、首,Jてて ZTゑ粍子宅除去し 7こ

のち I -:J..... tフトシブルーまた叫 Pーズベンが

jレ／－：：.. j: リ葬色し 7九ブづルター i'~ ｝ フェノー



I Zl 

ル中 l二護看し室温処理走行 I¥ I 7エノー Jレず

封じ・位相ゑ顕微鏡ざ緩局、し乙

安表示持七手ヒ的

工務iヂlニt'J＇之じた歯?kJ丞定予 σうわれλj

aρ陀手のラ百長rct1 図ー／タ l三赤 L,7二。古里3；上高r1

のオズをき l手ノ菌~，査定予のう J 卵胞与が為九
じたがl l手ιUどの iiゑη 、々形噴 ＇／｝℃ 71-くy － 
jrの弥イ乏／－：，のみ存イ主した1示室塁でみつ五＠卵月色

手のブミ多f?J' 111タト辱歩、号線ィιじてわグ｝ ノ界止オズ

をI＝.払ヲた。

土1ゑ超没後之斗時j町で！τ／不.iiiσ患）主－＇＝

l手ヒ人ノど要A乙を認がなゲヲたがl 3 a ff受l三叱
殺菌:r.1ゑで.>p不 菌禿片 p 主是のうの減少モ認

的 p 自弱、工食では之 07.消失じてい T=.o また』

ぽラ叉前に認め今 bれたをうl司イ心 i:, E菌糸 I<f J l手ヒ

んど靖／夫し認められながっ 7とq 2ラl-=I 1ゑ官

以牧田叡 b＇＇経コ塁しすさ kJ 後菌工環守 2・r1民較

的色ゑJ 老走与のうがヂ安存し z¥ ) 3内 I-:' 自
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去十

遊走子の｜う

遊走子のう十菌系

100~~ I 
d、 ｜ 卵胞子
、~‘．

、、、品、‘。，r

然自‘．‘
E
 

ぃ、
l

－

nu 
R
d
 M

均

o ..、
卵胞子 1旬、o.... _ 

｜、子0

1「

存

在

－屯土

殺菌

土寸志
菌糸

。。 5 
培養期間 （日）

10 0 5 
培養期間 （日）

10 

四ー！？． 自タエ.tll;矧土色こわ113 _!>. bu山 i0,畝齢制
1J ~LX·t1JRijち与の靖~－.
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《否1-t柔咋で （1l手ヒレ乞ラ斉矢してわリノ 10 B 

後で， r1菌糸J 議定＋－ °＇ うヒるを《らわ TF~＂ フ

T-=-" 

--づぢノ卵花与 lτ I0日間の主宰哩投期！向 l二

？勺いて l手kんど減少す主三ヒ今くメ号線仇杖告

で存ffiじた，

九人 L 《符J宗よリ J 白之尽、工T柔I宇l乙わ t、τd

菌糸』選え与のう l子l予l芋ノρBj町ず来月手立れ

靖夫すよのに勾しノ卵胞ふ！？，符止えず~之与
えL之易及し自得工 Tゑ？で王イ1L 4与;30 乙方、 じ）

殺菌ヱてさ tfI乙わ＼｝て ，1, 卵月包与 ω手t芽I)＼＇認め

"0 JへJ 売の符穿uiRR包与も，： !J"' f除、タし 7-=.-0 と れ叱

卵絶与が花芽じ巳みヒ j 定昇1主義色をたニじy

ラ高失百ミニヒ l乙 1=-ま 6《七 ~－われ主（図版
}t/ )o 

．工最中，乞めいて卵胞与l叱根籾想作ど。、ら

の影響刀t7J.いか玄つ J l予とんど’淀芽す sこと
アエく工場 l宇1－：.－存h すミ診のど考え今れ三． モ

レZ' Iiゑ歓l玉籾 l二勾じ之 6，差卵患／号，11争

解靖夫ヨけのへ卵胞三自イ季 l芋l与史ざ＇ Jfl 



グ7

J弁：板倉三にf吾ら TJ-いかずクヱゼゑl宇lこ長期I旬存危

す刊 のと考£られ ま 。 し れ） hを芽 LE卵

胞よ l手J 淀ヲ？？華同工乙l－＝多数α和菌が集積しy

一向に落菌が認めろれ主ミ乞 f多 I z: 1ゑ1わご
わいて l主脅す主 0) J子函難ヒ塁仰れよ（図版

Jf－ノ）6) 0 

工v-2-6. If，ウレシソウ乏梓病菌卵胞与に角

すきki禁制の浮モヲ？抑母校万寒

町 thium 尻島の耐久巷室 r1，卵陀子でみヅ乏J

l乙封 -j下したようにy 笠のめマ厚繰のタト号？を矛ま

ろヱtゑ＼rlユ子勺＼＇ z長期j向笠存じマ tE 込．

nzオズ菌類α絶手 l手1 一依l二菌秀 j三 ccべて秦

香ll )f｝ 化 rt初資 I::-ffe:Jすき拍手九位。てあ主ごとが

. i:J.'fZられ之おり y
14 t, /(.J..ヂ）

でをのJ耐乏性が報告三れて 1、に’ J

じずら並に菌糸よリ香月包予のオが索脅11l三安否

じて犀受性がるい修＂ 致め♀ le¥ ）われて lI J。

ヌド畠を〆きめ之ノ剛直面の卵胞-f-I子共コfil,l/之
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厚維の外塵を持ゥておりノ l昌生魚伊・g定問有

路のうt支乏が重i畿でJ i電手顕微鏡／ニヂミ嵐場、の

降毛となって い主。 をじてJ 百円片乞与の外麿l手y

y要素’ηιの化学素島 l二対じて g払抗性を有す

主長仇 kJきえられ主 0 4~l率で‘ t1) 弘主桔 α

議仇てI Iまネ反抗うむ走与がy 菌秀工会リ~ 店言、‘起

受性を持ゥミとが較告主似て＼.＇主が 1 卵月e手

iニづい之 l手うたられて 1.) lflt., 

そご z・• ) Pythi um ）.為菌の行P宗主た ，1J三1仇？有

毒 lニイ史用立れてい占禁骨，jめうちを討をを乏玖しJ

mR H包与 I：.－ヌエすま会1]」棄を言問ペ、 L

芥才来十 .~ yぢC玄

卵格手 1－＝均すミ考脅ljの釘男，1-，卵絶手α形

i煎三↓＼ヒメンプレンフイ｝しヲーを， )ti:~~鬼きい
索脅j条灸lfに疫看し 1 30乞て・刈局l司品受

じたのめJ 巧のAt芽手を調パ了二・
： 索有，，処理後α回開包与党芽貧乏刀 1"1) フィ IL-字！

i….t-Ol卵胞与を Jお技試乗脅／j Jき戎tflこ 3時間長
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混じたのろノ 立ら l二！雀よ＇fzヲ乏ぅ子役1 i.笛

>}( '-fで♂荘芽苧を言韻ペた。

償訴秀香lllt-, タナがレシノパシソイノレy 庁、

ノレマリンわトリulアミーフ P ン々を用、、／三。

実験結果

卵胞手 l＜｝－） 豪語＇J=2各？友愛7責烈理Ifl二かなヅの

頻夜で不tヲ字句さるのが認められた。 じずしy

経J手遁桂j三入っ巳卵胞手 F 手た ，1.託芽琶を汗タ

ポ L,7こぎ め ，1-｝ 原形質今前乃ピF 伊丹乞j守多pI三

要1わ常的られた（図版 ）7-l/., 5 ) 0 L/7)＇－ しノ

チ受針葉脅tJのうろ不ルマリシ I7o, ／アミフ口ン

合 ／00 イ告♂条決＇f'で！？！手ヒんど夜芽が認め
られ々がフた 0 ；長－ s-t J s-7 I二ター子がレシy

パ〉ゾイルσや議夜条氏Ifl乙おけ主卵絶手♂

府芳字上）原形安の要 1事lごついて示とた。 じ

｝）＇ しl~脅iJ予告（え tf Iニあって東芳村~－ ／：：移行心

：存ぃイ不止1tjぴ !JI日花子が認められノ ミ&)Aち印月乞

与仇 1＇？！：物質I=11ノ全く変イ10f誌が ra:ゲフた（図
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;&, _ S-6 P:vthium bu七工eri 卵月都のき表桑！波if~ ）
.J.!2強 l乞ヲヨ可ふ2色Ji.I刊五

考を 肴1J L怠 fゑ
季脅11対建三れた患lき

(ppm) 菌 ゑ 卵胞ヲー

工000 + b) ＋ 

タニ？かレツ 100 ＋ ＋ 

25 ＋ ＋ 

工000 ー ＋ 

ノマシソイ Jレ 100 ＋ ＋ 

25 ＋ ＋ 

刀、ルマリジ 工 ー ー

o.工 ＋ 

rrミつDY合 工000 ー ＋ 

え）孝負，，と311§1旬（お昼 ;zJoζ）t主i室然揮役
売三菌t.kで lJIラl司iあ？字l,.) J主免り震予~－L/k. 

b) 十；笠存（稽従工z・、C町住吉）が声宣言i：立4ヘ7-=..

；注為抑制；z.j,t)A.,f;ト・
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d

双 ノマンソイJレ上タチがレジめ Pvthiurnbutleri 

卵胞予経弁l二およ！ずす彰響

、

~1f,. 有1j v業 ス支 卵胞子経弁学 ~芽震の賜τJ• 
(ppm) （併）

工000 49.8 ＋ 

250 38.3 ＋ 

ノザンソイJレ 工00 41.7 ＋ 

50 41.2 ＋ 

25 ー 一
工0 ー ー

工000 42.6 ＋ 

250 44.3 ＋ 

J今方、レシ 工00 30.6 ー

50 39.7 ー

25 5工.o ー

工0 43.3 ー

妻、宅tt,K 51.7 ー
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取 ）7-3 J。杯止放をきにみ三可f}／｝乞与 ，-r） 素育tj

を向上しF 票結よ l字 iτ3受I震 qj 乞~がE て定：寄
港キ苛多民 L-1 l... T二 1τ主た与を刑訴し足号した

し／力＼し） 三小 t｛ヲv令る芳、 Jレマリシ I%) 汁ミフ

ヒユン CTI閃 イ壱U廷でね兎した叫附包与 lt, j手ヒ

んど荒井石きる小モ誌小なかヲ 1三。

号令脅，，知定後め百円絶手、の足芽 jニづい Z l~J Zミ
ータJ) I二奔した。 また，忍－ s.f/ l二ヰ昆込た

手σぷト黍脅t／落走中含の定芽ミキモ禾した。
ゑ－J-J 手：創設境列姥後の Py七E山 mbutleri 

卵H乞ヂm泥ヲ？キ
浮も 弁 －ヨーヨキFーA・z 

寺剥λ2 1濃／金 （最略A的需耕町寺畑中梢宇 ヌD理後d穿苧：
ppm• 係 B % b) ( A-B ）係

JマソソイJiノ
工000ppm 16.4 3.0 13.4 

工00 57.1 工7.8 39.3 

タ十がレシノ 工000 59.0 29. 8 29.2 

工00 75.0 35.6 39.4 

ヌ：.＿ Iレマリン 工部 o.o o.o o.o 
0.1 10.3 5.0 ラ.3

ITミウロン合
工需 o.o o.o o.o 
o.工 o.o o.o o.o 

a）ゐ等？脅dの洛？たザk童謡主 ( :Z.3セjz・＇3n手11iJ1JJ刃R念特
援c震後ノ妄．．笛,J<で l扇町11,;lテI その経 1.笥ホヂ
7.＂活芽学付詞 （＼＇＞'f:.（最伶Zぞ芽字 ）o

b) 凶FJn包ろ1宅・ 3H寺l勾m孝脅1)f麦f雪ヌ~·f安＇f げ Zを芽百人
をの浮~主宇を忽ほ．



志－st みま脅i-J洛泳中にわIJ♀ Py七h土urnbutleri 

め主えろ紙芽キ

孝義！ふ t壊 ぇ支 浮を芽竿 p)
死弁1f_のイ申I*（需）I ppm) 

500 o.o ー

工00 44.6 < 20 pm 

ノVンγイ＞V 50 69.5 <'.. 50 

25 60. < 50 
10 ー SW tl) 

500サ 3工.5 < 50 
工00 37.6 < 50 

ター子力、レジ 50 ー SW 

25 ー SW 

工0 ー S¥V 

工.o弗 o.o ー

ヲ1'¥Jνt之りン 0.5 o.o ー

0.1 o.o ー

0.01 o.o ー

J妥宅互 >Jく 92.8 >100 

の SW  J'iJ:道走ヲ二1)¥M還動こえい主三と宅意す。

b) 孝者dp受l賓3n寺l勾緩めJ笠4fz:宇

1cPJ-
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ミヒめ

I}菌i手y ノマンゾイル之OfPrWしを成砕し 7三tを

叱工で‘ i手と人ノと生育じ午L小＇， 遊走子ノ瓜円応

手l千ノノマンソイ〉レ J-oーノ00fP札仇落決＇ fた

おいて死芽レJ 之れら萩菌脅.，, ｛手絶与♂足芽 l二

勾して~行命1 ［ 刀が l予としど T,:.. ¥ ' o 

手た卵胞子 11-) ／グ内係争奪天♂万EJレマリシ

格fえtfI-=--h ¥ ＇て 1主イ字、パいけのが’ゼ－がられJ

盈朱，~走手 l二 ccヘ”拍子えJ院がt みミこヒが.，；， 1J、

った。 ごめ待男ょっノ本歯によ主病事 ri舟‘ l二

孝脅I¥を校同すき場合ノ ーコ死唐家探J すりわち

仰／る手ペ ρ 釘来 I:ユつ t aリチおす窃ベ主語♂と

方わられ主ー

I¥/-2-7. jき 寿よ

長派手U虐lニおワミ Pythiumj毒菌の病豊 1°1--) そ

のゑ号余波ヒTJ=ょ丞定子の存庇が童零z＇ノヲ移動
：乞桓物核八の集積が’病害拓也 t－：：..対してス三 7J



111-z一一
！辱回 kfょっ乞い主ことを7tじた。一方J 主義
! Iヂl二h¥ ＼之 J この選定手1-"f' / 0 日以内 l二洛

待痔矢しノ 差万か I－＝.底考案牲を J天ラ O＇；ノ 三下菌

の工場iヂに子り iアさ長期｜間住存に童零て l手7}-¥..J 

tろえJラdへた。

工ゼゑ中 l二あうl＿β／気オ天菌一1

1主苛与ユヒ i守：~－く／ 吃の l手とんヒ｛千勾＼生片包子
ノ

A不民氏胞手（汚写A笑月包与）壬9よぴ菌干表rf乞．の耐人

え忌程のテ杉復、て、 i主－~写可さ a Pyt 

敵Lた卵月もろ一乏、存J主しy 菌禾 k遊え子 m うl下
J 

；丈Z柔守色微空勿にり Gる菌ダ持失す主ヒいれれ
lて、？に’1;;IJ＇しJ itゑl宇I-:..n ¥ ' z Pythium属菌

! 11，栄桑況が秀免Zミ場合〉腐年宣ネを司s
I~ ¥ 1れれていきハノその動的支的ヤ l王存禄気

IZっ、主之 l手必ずしも四月忌gτ：・ 7fい。

！ 一般（ '2 工会 ＼r ，~·ゎ~）てj 糸杖菌め胞手！大

静菌作用を受ヮ i手と＼レビ’K芽じ小、三ヒが
;ii, 7九7ι／みノ

京区ろれていよ。 Lo山叫にぶ似 l千／ 之のよう t-;.

静菌作用 i手ノ ヱ魂中！二おワょ身肴場lτ 勾 -as 
淑l主抑 ιの競冷の修身であふどヱサヘノ外移ft)¥
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lらの原援の得作が‘あま場ノ台／ ヱゑの維持抑制
イ明J-11Tf ,hち静菌作用 i手掛矢れどいれれて

U よー

工場iヂ，之印絶手乏格権す主 t:） 植物ノ浮の存

えがr1-くて6少〈アエ〈てガヨヵ片 l同生存しノ

庭釆ノ売病能力をえした。 これ ＇＿！J 不菌卵胞

子がJ 工壌l干におワ主耐久器l蓄の牧争！写男じ

てけさ二七を~してい主．
オト菌卵胞子 l手y汗タポ立れて方＼らあさ一切司

）向行乏過したのち虎芽珂有CJ~Tt J 。 ミJ1._17') 

干名長 1－：..手ヅデ杉ポュ似た孟伎の卵胞与がl子ιん

ι’K芽し TJ-'＇三 kかろ附与 1}＇であふが〉牙タポ

三れτからy 対芽従力 E待主手ぢ’の奥向 I－＝－ つ

いてrJ8月今グて｜手7}¥ I。 ヱド！実験iユhl lて J 卵

胞与の1l芽11） 博愛6日後方＼ラ立ニ昇し／ 之 7
j 13 v負まず託的られミ乙口、久糸江川町包子

o,・ --iえの4不眠期間を持ってい主めで rJ-7子くノ

；気令＼要 f手討不服期間を持つ之、、主♂でゆ 7ふい

：。＼ヒ考乙今れよ a

ミの卵月乞~ J＇｝） 材不良国色紙ェ震平におい之
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: ＇予 ι レヒ•，)t芽モ古‘；停止オズ髭のまま与え lユ存
砕し五。 手たJ 7玉ウレンソウ不京国 I＝初、、之 I&-)

26.JJ %tr>.!E芽三？をラ主しy 自然主義詳核直l三

じじぺて淀芽キが工号した＠ こ似 1cf-，オ三郎附乞

手が｝ ；［芽l-:.p家しy 不良圏から号J2ぎも長 lJて k 自

主こ k を~しておりノ ミめ現象 1)'z;） 不菌卵

格手が1自家、工場中，三わいて l子とんど従芽し 7J.

いのJみ）f壌♂静菌作用 l二よよ誕のと考乙ら

れよp

； 工1ゑ＇r，乙わワミヌ手菌卵胞与の~芽 r-fI t豆v司
J象付手 I-::.h ¥ ，之計三主。 こ久！？主l二淀芽管々 を

号にふ.3•. ~仇ぢ’払よれ／一角lこ直落選かを
務所可よるのが親擁立れたe 閉山忌菌印H乞
手刀で水系vtt,rて！直格差え子三形点、すよ現象l手J

er j三よク教壱立れてい主万ぢ 工最中 l二わ

いて之の持の現象を埠グ） --z t1月らが jこした。

；本歯卵胞手，1） ノ琴綬 η外壁を持っていえ。

；之のため之議＇flュ？っ＼¥ -z 1 卵胞子 lcf€'1ffl.春そz
i清矢司会 :6ti¥ C7) ） 叡笠勿σ攻撃をのがれて

（庄存すふ じかしy 経芽管宅形歳、じた卵月色予
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l手y 房綬の外壁刀＂＇3存失じておグ J こ め た 的之

湯守め微宝物の攻撃をうワキ許可年失方ふ 之

め現象叫／引受イじした外壁がヱ1葱ナ，乙h 17 主

卵胞子の生存 l二乞って童専で彦、主こどを号、じ

之いよ。 三例外壁 l手J 秦脅l¥I＝.対し之さ工芝過性

的妨ヴ I＝..なっておん葬脅tJ落及mイ丘、｝場合ノ

卵応子 i子j予とんど不在芽カをう夫 Tfわ Tfぃ。 之 め

現象叱卵Rt1チ州不眠京急l二払ょがずグノ工

務ナ b わいて淑巴仰のτ丈等／手九r1；表乗ずら
のがれて！主J与し得ょことを示してい三

$E色卵胞与が1ヱゼ寒中F 多ラ豆み件下，エ'Y.J ¥. I °7 

並走手経芽す主ニヒ lq-/ 1..1ゑ守の舟房局毎友

＇／）＇＼＇ 短 玲j司ずょ昇すよニヒ i jを 味 比 わ り ノネ

箇I：：.エよ舟峯がノ 工食tf/ iも短多角定象付下ず

て乞わめて短時l司で殺主可よユ七を手くすあ時イ1

2-3. 0 

hium 忌菌 l二工よ病華民多 F友利7工ιお

い Z耗主ノ叙肇が・差ぃ、心、ゎム之＼.',. -i Q ／之

のようア矛多ぅ豆朱什下 2・1手ノ 菌め業動z江戸方、人ノ
1-:... 1-手よみ人タト1-z.ノ 不亘初俸の不良m両長案写ポノ 不良圏



一一一一一一一一主主）一一一ー
tf1 

の＼悌籾Tcfピl主建的弓寄与客 jこ起因すまとる tI J-; 

れていよ。ネ菌 σ場合ノ Brown 災示した天互の

j_不己売と比較してyさらわグ1之克病手でめ時間が

也、、こけ＼らj 祖籾 0)包兎的 7予表イし刊はむ

しちJ あJ辱重己の淀ヲf'1三三宅争乞刀 j二月号、国守主毛内

t ~. われ主。
之の£う｜二ノ不菌のみウレシソウチ邑昼、宗

次め旦議壕！大 l子rt四－ 20 めようたっ主．

kくにl 61丹花子よヅの差定予升夕方Qtf｛工1葱l宇に

おいて認めろれたこヒずら f 己め老え子足芽

主主会史《じr／：：苧Tた l工作乙Fユ＼ I。
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発芽菅発芽

才伎のう

遊走子

受精した卵陀子

子
一
牙

走
発

遊

遊走子のう

休眠卵胞子

図－20 P . butler’iの宝；舌史
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ν． 自然＼エ1索中におけさ該宗県菌／こよ主

Pythiurn属菌 (7¥ よ各色ヒ 老ヰ己病の減少

11柔イえ号令也祖吻舟ス号、菌《エfゑlflこれヴ式会

菌現象叱 ι乏叡庄伺 kαJ幸投JO)倖身であ式

kいわ以／もみ；”乏して）2仇落直現象の庭回 k

じて 1iゑ！？の落盾倣包物的存Ji1 t_ソみ！ずた

教室が＼ ＇く三沙安巳与れ主．

一工 ，1-:7ノ工会に者すシを歳砕し l キすシ

の＼栴菌い営循ヨベE主ことによク 1 キテシモ菌

イ不そ芝ぶがlニ持つ Fusar土m 属菌のヨ蔵少が‘島ごミ

討を示、パいさ．立ろにJ 判土ー＼7:1-1急簡

を天保菌の乏生万三勝麦がy 病辰菌め菌イ不'3£メペ

ヤ付解す主三ヒ宅報告、げおりy 条菌す叉保

；歯め乏笠すよ！務柔 αネ重鎮 k） 菌イ手麿れかα童

；牢佐を指摘しマいよー
hium j民歯菌秀司前下妻せず同ろゲlこし7－＝－ょう）二自がりを町、

落函を患とすが／ 之め現象司君丈得菌を持強

じたエ壌lfiごわい之活観祭主れき． Pythium 局

歯i萄条め之湯 ＼r,:: おワミヨ各菌現象 iまノ ネ鳥菌
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の 11葱lf7lτ お，73 l王存禄穴、~ 病害浮t± L 雇

］孝てみよ q 実験的 lコ自然エTゑ＼rにおいて不為

菌によ主病告を:rtl壬玄ぜ 3t易令y かなヅの産］

ぃ底友め病弱、色昂先をすを推すさ弘、写がみ主。

之れ I手y タト針。＼ '7の病原！宕 mイ受入 lこねら 自

家主1-rtが’抑制匂家宅待フてい♀ 7－：－払 k彪o丹さ

れ主．

フ本T震にわい z,11 z舜lf/-=. 19ワS Pythium 局
面lτ 主主病豊平を笠ヒ会庖／二つい τ調べJ 病屍
菌めエ安 ＼rl二 h17 j ／］写J1汗夕食lごフ＼ I z考券、し

た。

材料 k 万f乏

イ長訊薗 ； イ受訊弗~菌 k じて Pyth土m aph叫 derma七四

（＂弘元之ス l家保存函株 tJo.1 r号菌）を用

’いた’ 1:又保菌！？ノ 存者？ス l三塁ィぇ考河免l主m週
刊；易f われ〆久 'iSb.ict1L 1' 与附為男~t易ょリ伊砲し
:r=-o T1-h I A美彰く奴保菌の η七hium ;Ji菌kそ♂イ也

舟~簡に勾す 3 ｝各局 ηq 忍－ 60 I＝雰 L--EC 
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ゑ－ 60 11'ゑょク夕、離三似た荻1察局め病原濁｛象派局）
歯係l乞対可3｝；主面JJ

イ受 言気為／号、萄
を文得亀O'>弁ゐ滑i車窓f李海遺刃

L-2 

Pythium anhaniderma七um ＋＋＋ 

Py七hiumdebarγ旦旦1l-ID.. ＋＋＋ 

Py七hiumU工七imum ＋＋＋ 

Pyth土umvexans ＋＋ 

Phy七oph七harainfe S七ans ＋＋ 

Phy七oph七hara"Qarasi七土ca ＋＋ 

Phy七oph七haracaゎsici ＋ 

Fusar土umoxysnorum ＋＋ 

Fusarium s O工ani ＋＋＋ 

Fusarium roseum ＋＋ 

＋＋＋；丞照 移 の 1-pI)¥" 5胤 )J.主

＋＋；金明帯 m仰 リ － I' IK+ll 

＋ ； 乏附1;{I'¥ 117 " ,.. .3 JI,(,#ι以下．

L-si 
＋＋＋ 

＋＋＋ 

＋＋＋ 

＋＋ 

＋＋ 

＋＋ 

＋ 

＋ 

＋＋ 

＋＋ 

放＼録誼の工最善入； 放線菌を工1ゑ八尋入す
iよための信／差 lスヲャザイモJ雪j‘灯Tを抵で之2

oc，タ目的広 kラ尋をi二刊行っ 7ヒ。 T名義／＝：

よクヰ与た菌保 l手y 頑菌dくたよヅラL3争後）超音

波烈理（ I 9.台｝くト！玄． s-そフ・＇11.i] ) I二主リ均一 i二

i伊叡11!た。言文降局の曜夜 1手y 顕叙を色下J
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／ナ0 4も守色野lri二菌急時 30一均存存否きょ

う i二発軟調裂した。

Pythium aphanidermザ円諸君ゑ売の調製 ； 舟局、菌 rJ1

r の方法jとより調梨じた。す r1-わち 2η

anJl_ の三 角 フ ラ ス コ lfl二 ItrrJ ~乙のりャ力、イ

モ感吋Tを泌を加し病原菌を誇喬後之Fセノ

_s-8 j町静置落差を行 l＼ノイ与られた菌そうを成、

菌へ｝くでう乏P争後ワーリ．シヴプレ〉ダーて烈建じ

β0-0 crnl!.. α 抗菌~く（－：：.希釈じた。

：キュウリ二左手五病の経生調査 ； ぁ月かじグ）) 

病原高を j07) l- °＇乾工宅入似た ／2似ポッ

トl三之内 μ ～／η 必 .b<I尽力位じノ 高扉菌ゑ友

11J'' b X / 0 'I-菌$片／多摩乙エ～ 3 x. 103 菌糸

（片／手乾之主 Tr-J,ように詐；製した e 1. 議 I二品
局、t!lを？をネ室経キ z lラグ（岳桂・四業）才喜子モy

洛トポ lソト当クノタ私語脅しJ /0 8牧め 2,t五

病経宝寺を調査じた9
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1.. 1ゑlf1ユお iアよ示手早菌 L- 2 のt営殖； 画移ょ

クJ来最じた工癒を 2JH..,,Hιめ 7）レイ l二グワノ ／2

CM 刀；cヮト lニ入れた♂多／ 2魚"fl-ノ. b p 今、 a

7JPf£病、歯を行った。 とめ工1ゑ／こ 1 衣手果菌 L-2 

3を禄ヨ売を f-v桝乏蔚η位G, Itゑモ寸ザ jこゲく

l手人ノした。対星空、ヒじて白紙工1乏につい之封 筒

稔に行ゥた。オ丈緑色を持謹じた工1急三之rgc 
lごイ来ち J 粍時均に号支＼緑色をの＼融し， l王~散を

言~査ーじた。
工事中からの萩緑菌のか敵成表－ 6 I 1二

示じた他方《の乏~tをめモ問＼ I点字款子不良法l二主

ク行フた。こ仇 T孝M工たお 11之ノ荻得菌 L・- 2 

: I＿手J 童日付帯（ cl…一）を怖がしたコ口二ー

ヒLてザ髄三点主めで この宣銅砕き有手前 ν

正之ロニーを言T殺しJ 被保11念ヒじた。
’ 

3各菌荻保菌~守主コニfゑ I-=- h Iナ主究為唇浮芝生 ； 
~aph叫dermねmdれを工でき I=- I 核保歯をすを稽噌姐三

花正場企め高是えをU点乞叫 I 2 urし ポりト

＼宇めが；菌主義！二病滑＼底／核保菌を l司玲j二1をす童



表－bl 来菌す対局ミ菌今＼離用申込

？良行

K2HP04 

K HュP04 

CNH4）之 S04

ト1isoα.7.げ20

Fe.ct 3‘6Hュ0
Co.(_Q_ 3 

Aiaノ乙
最燥野~粉末
1..記入｝く

表 7支
〔守ItJ 

o.~ 
0.2 

o. s-
0.2 

も払ええ

七九.tl-tL

t-5'. 0 

2. 0 

l C,00 wJL.. 

／グZ

jを行＼）調査二Eでニe タηFの殺菌工法l二J 『易

黒菌詫干章宏， j-ooJ_,を誇？主役ノ京得菌3を手量芳

i( /. OJX/06齢片IrmL J モクo~1を殺し） 2? 

。乙！こてう fl(ifj色をした仇ちJ 実ュウリ手島（

掲守主後斗臼 jを移祖 L-1 6日教仇丞祐系三年を

台管11-じた。
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実軟体来

タ各函をふ保屈のの＼離； 宝－些呈niderma七四 色俸を落

解す去を之裸産め伊融ぺ住？也！こ L抽出町rnatu..rn

乾燥菌停 27o毛合恥雪機長類モ同＼¥ 7ノ今秀夫

2r1~r玄によリ斤フた。 ごめ ii三也L j乙お I I 之病

尻島歯停を条得窃主投保歯，.-J:） コ口二一局 lE.

lこ 5!.11伺考を→ff~、窃上こめ核保菌よ ＇） 直径の

夫芝、） J 倒防号、 7JZ主嗣予を苛争点Q百 3ぶ(/¥ c今、l栓

L..,L-21 1-5 ヒじ下二o

之~ヘタ 2 穆麹のす文保菌 l手j 通l阜の対崎卓義
l二h¥ I 之ノ E・aph叫 derrna七四に均し阻止考モ南方式

；じ 7fl , （ゑ－ {2 ！。

ゑーμ 走又篠笛伊能椋勾 Py七hium¥ 

一han土derrna七四； I＝ヌゴす主笠言pliJ坊の苛剣従力

久？戸 ｜ 笠脅r:d.:rr,q 

L一一
a) PDA 吟低ょにおげさ笠言飽止夢 ＇f
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をね惣菌 L - 2 の走包匂ま防寒ラ急性； 女保亘
の丞生窃よ瞬惹刀マ主.apha.niderma七四の取燥菌俸を

議所する議牲が、あるか在方、1－＝－つい之校内し 7三ヒこ

-3 J 彰燥菌イ手を落解乙p 室え結（ }3-D - ？色＇

IL.-コース）を j主じた。 ごめ租隣育、 l手J ラミナ

リンノ カ Jレボメトキ γ 也 Iレロー lレl二刃してじ急

性モラ手じたがノ 也 jレ巳ーヌバウダー！こっ＼ l -z 

l "J I手ヒレピぬイ宝を芳、主うがっ巳（ゑ－〆3 ）。

ゑ－£3 をミ得萄 l-2の洛巻討をよク拍手心た租勝きa.)

のゐ差賓I＝－勾すよ C名作

基 安 ｜ゐず｜ 政宗洛住C)
~ '70 J I ¥ μ -.u-u-ムucosep.g;mよ j

ぺ乙 Jレロースハ・ウタ~ 0.25 3 

カルガ〈・キγメすJレ々U山てス 0.25 12 

ヲミアリエノ 0.05 75 

Pアthim耳 anh日 1i- 0.05 35 
derma七um

え〉奴緑色し－2のT名義3決 ILを頑厳アン毛エウム

i二主りT匙芹'i（，冷獄b及 o.. .P Jじ， o.. o1HA pH.t.o 
m肝綴アトリウム越街！大でま包ヰ'T[.,7:;. J引を租鱗き．訴k
ιuz用いた。

b) 0. 0タ/v{必《緋銭外向ム係筋i実軌議友
ーと〉粗薦委．露見 IJ..，を蓑tmf.を.36＇・cで60か場をしJ

刀P琴.l=-<F!J~えを符止し，工鳴を )3-Dーフヲレコー文例
移ぎ．免震を行フr-.
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を丈待盈 L - 2 0)エrA1r！これ，7♀噌植；希釈Zr-
核T五l二エク工会中でtの核保菌 L-2の包香芝読

パたヒこ 3，図ーユ／ノ 2之 の件身えを得た。

100 

微

生

物

数

（× 106/ 
g soi工）

10 

相手、、
、、、

1 3 

b画，，，，ー’同，，ー－

ー，，，，，，，o

5 10 培養日数 （日）

包－2/,. 色紙工最中における放線菌L-2の希建

吋トー： iZ争中j二お付金微生物数

--0-一一：！放得箇 L-2め菌数



100 

微

生

物

数

（× 106/ 

g soil ) 

10 

、．

M え

／，£〉～～～～～ー
ー～～～〈コ

10 
（日）

15 5
培 養 日 数

図 -22 殺菌土T忽中における放線菌 L-2 の増殖

ー〈〉ーーーー 放線菌 L-2 の菌数

放線菌 L-2以外の微生物数



100 

微

生

物

数

( L-2×106/ 

10! 

;?-CJ 

自然土t乏

図 -2J ..P ・ a凶 anide:nnatum菌体添加状態における放線菌のL-2の生育

放線菌 L-2 のみを土Tえ！こ導入した場合の増殖

p。a世la叫 derma七四を添加した土常に放線菌L-2を
導入した場合の増殖 -

殺菌 土塊
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放緑色 L - 2 CJ:／殺菌工喰tf1－＝－ わ＼＇てう患い‘骨

子昌モ赤すがノ 台~ヱォゑナ！ユわ＼ I 之 ，1噌殖をう詑

グ1ず1 むしうl 拷権時エク話減少司主 e

こ仇エ最中で lめを丈保菌し 2 ぴ 1者姐l大 工T乏
に 2・aphanidermatum.0¥拷桔謙三 Irro t?ni ~体じた

場令J 毒］く 7エグノ ιくにす又緑色のみで l千晴加

の認められアエ方＼フた自然工 1ゑI－＝.－ わ＼＼でも菌数

仇 T営作宅認めた（図－ 23 ）。

工場i宇八の！.＿.aphan出 rma七四菌朱1寺桂ヒ丞梓痛め

辰巳； :r 1ゑl宇lユわ rj3舟滑、菌持誰ゑ友ヒ尻

！舟川矧イ兎乏吉宗八市 k こ 3ゑ－ ll/ °＇修男を侍

iT=-e萩歯工長tfI-=-1'lワよ本病芋 lまノ 6 X /0 'f 

菌朱片／子島工ん :3X: I〆菌糸枠 ／J鳥エ

；め象友lユ｝勺＼ ＼之／ Or}～ ；7 7oヒ晶、 1数値モ

：示したがノ 自然、主食にわ 1、ては／！司ーゑ主た

わけて フJ-f---3 うるの定宝竿 l二とザヨった e

桑菌萩＼台予ti11を号室主義におけ♀ ,K.aphanid…七m lミ

ムミ 2存えるの表主 ；殺菌エォ君！二わ＼..＼てノ
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ゑ－tラど Py七hiumapha叫 dermatum萄ゑ誇議／ごN
らウグ手島め二初長男誌の浮き生苧

ヱTゑAメ是認 持稽議浸＼ 2不五宇
（菌糸岸／g乾工） （需）

6 X 工o4 工00

考え商工会
3 X 104 86.7 

3 X 103 86.7 。 6.7 

6 X 工o4 53.3 

臼 ｛1i~ 1-T会
X 104 73.3 

3 X 103 53.3 。 26.6 

z・aphaniderma七m ,-; ）島 l）耗病竿を赤すが’l 負f写！

工議lエ(9¥ ＼て符病苧 l"J佑下旬主。 をこで主張

中l=-h '1 －~ 舟事えを 1主ヒヱゼ量殺主勿の j笥イ忍モ安民
主五めにj条歯刀のみよ放保菌 J 阻止帯均
点、有色カのあょす支手権菌宅持？をしノ 動喜平を主 σ支
（イ乙を言i領ペ J 工場中 α物 l主勿乞 z・aphaniderma七四

j主将弗／乾宝の l如意！こっ、 t 之言患ペた，

殺菌工会中 l二イ提言久＼放得歯ヒJ むaphan出 rmatu而

ぞ同時にJをすをした仁三九 四－ 22 同誌被保
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ゑー〆？ を又無菌持守主ヱfゑlτ "hIアJPy七hium

auhaniderma・七：um /=. t.'3；切るあの夜空．

ヱ議の《窪
ゑ属病託生寺（%）
1 2 a) 平均値

を文様菌l'lo.8手妥才妻エぢゑ
支矢緑菌L-Z諸藩エ魂

60 53 
27 57 

40 33 

私商工喚 67 80 73 

糸魚菌室雪守護号室ぬ皮）I 

a) 1実験め〈リミ互G＠教を牙、す．

菌却で噌加すよのが認め 0Jへた。 その得果ノポ

菌－；：.rt＼宇でめ託月号l-=-C亡ベJ 7対黒色手をす主主すゑて吋

:r~Jt病l)可‘抑制ヱれ主。（表－ tf＿） 。之のす文得菌

？を稚工TゑJ-:--.t'9 'T_ J M病抑制規象t－；.ノ萩保菌訓

穆類I-:.-.t 9 ＼妻／〉リノ氷、保菌し－2てl奇，傾向を示L位。

考界、

旦.aph叩

A包子ぢめ主こ kを前孝之..};l時う f にした．
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え三奪て •＿J) M,u~ a附ゆ嗣1!u~~ 問、】之 J 前章 z‘

泳法三 Jへた3字抗淑 t五矧仇為五につい之検討 L

r~61 
主義Iz -~ anhanid白血七四菌朱を略語しJ kt持を

詞1Lたヒニ 5ノ教2自主Zゑて l守i吾、、府系辛が

特られた刀、 自然＇ :L t乏で rJ,q色為。ぐ不守 lえて p

Jt和三子も 1tキで払ちと。 ーミム究由め jつ／－：：. I千1

究ノ，乞 t> 送ノぐち内~各菌作同をま寺っ叙生籾の万字A与
が方乙今 4へ・3.／亭！支y 工tゑ中 j二 t""if) Py七hium 角

歯菌停を来得す主級生初が ／2.S X Iρf間f

寄る工 為Ji-~) ＿・念工Tゑ叙宝物のう%の訊令之ψ

オ食生立川 。 ミのうら） －放線i£lL-2を用 1 ¥ 

て移tψ主ていのi各昌作用を核討し巳とこラノ tセ
叱ノザt-=..h ＼ぺ＿！：＿.aphani山 atum E自体5議待レ乏a月

7誇包有夕方、寸ぷユヒがも三ふヒ ま 7弘元処守

1z.11，菌ィネペd E色体替の主反かであまヲミアリ

ンをか鰐可 d鱗柔禿ゑl主じた。 こ れ t手y 放魚

；菌し－ 2 1)＼＇ノ 1:_. m叫derma七mn~1手を洛角与し在青
寸よユピ宅示して＼ 1 ~ o i T-=-) I t家中 1－：..欽保
菌を議すさしノ病害託宣を詞パ・ふと 1 殺菌工玖
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白紙ェ茂け対立乏のlユ比較して減少した。さ

らI::.J 主義1宇17-） 叡緑色ヒエ.a・nhanidermatum 菌停

を同局1-=三喜入した場令J 荻保j盈m 主主刀て長t子

ι7よム ミのような病］き託生の仮下 le}｝ 路菌

放得菌 L-2 ［之がずらす〉阻止芳行タポ弁乞カの

めよす払保菌I＝ょっ之る多少記mられた。 之の

移塚 Iネy 自が L-V柔＼rl-::. . y'9 17 ,3 Pythium ~菌 m 為
j若手t壬が1品歯校保歯ゲノ 乃のイゼシ品菌万のみよ

立場級王吻 lユ手リ彰響定安 ＇1♀ニとを永氏

¥ ¥ .3 

！実鞭的 jろ ~- aph叫 derma七四菌条主主長lzJ争謹

jしy 病豊ヂ三庄を起之立 f巴ミ方c乏i干し l子、 L.,＼ヂィ史
I 2'h /tJ),, ／］.之ノノ'40.1/4Rノ

同三 aれよ。 しサ＼しI--L-.• ri－，字 l：：：＂菌糸みみ主すを肴

｜じた場合てhiτノ病局、屈を工表 lzえ君主也／虎

病主起こ可こ七／）~1 回数であよ 9 之のこヒ久
山ゑ菌 Tr-~＇’が〉荻保菌 7止ビ洛菌叙l玉勿／三

！より糸角予三dへ易、、こヒ乞室長持I:=.I到達方主ユヒ

iラ下しておリノ 工務i宇I－＝.－－ あ1アさ不易菌の存ン在

す季折 t-z卵胞子の章阜牲がめらためてJig砲でを

；き。



VI 最良雰えt名にお け込町七hium 主花鶏託生

防止 1-=-I朝窃会使命考寿

一一乞く l二ヱ新教tιkの 陀J軟

VI一↑ ババノも菌類／こ$主舟l藍め特殊性

系紙菌類↓手J 単許ちぎ＇1季子長めノ全安牲形態刀＼らy

fノ重体 k安姐旬。サ＼イ白じ殺種イじじた妻安／性向

形径の否め〈佐主化して＼＿＼ ~Q 2めよう Ta:_ノ

糸氷菌類の形左手的ア"f:i JG '°11 べL¥ ）皇弓よ援場j

〈め孟ふ k姿？をTf関係。てあ三唱いれゆ主 I埠菌
類たみられさ形をき工め支イ乙Id') 永守 kいう j王

品斎場Jからノ腐生面（ Muco凶 es ）ノ植物奇 l壬~
( Perona叩叫es ) J 動物寄生菌（ Entomゆ七horales ) 

の吋 TJf主ょ生広 lご通合万三 fl_｛ιヒ平行 Lそ
1.36ノ

¥ ¥ j 

? 0)けわゆsd卒、菌類，-i) パ心も菌類 （Mas七土go-

) 佐Jを令菌委員〈 Zygomyco七回 ） を合

むかト＼ をめ 壬v主圏11主！こ dぐIfz・-＆）グ I V閉じ包ノ

迎）) } 11にわ ＇J主~オズ菌租め l子 ι んどを ι めさ
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一一一一試局不可f7TrP;77f－；？；幻一一一一一 、 一一一－

kけれれてい主。｛ミのミラ TJ:よ守め依生物祖

のス与を ιグ） 主l＼）ラパん主菌類／二 r:)＼ ‘之 ぎ）

dぐi宇生品名からy 昆ょ l王准名〈《通え牲グ）ゲ
、ぃムl 』 色 、 ll<f J . 

I）也刀＼夜；グ＇） l二jれ；；$. Sparrow l d-) 2仇 1、h ゆ主

薄息数I=h iすよ l王迄霞ミヒ売仇号、殖部屋につい

てゑ－ 6bめように号LKめ て い ふ

ゑ－£ι Sparrow lτJ:る¥1わゆき Hそう歯類。刀今A幾

週 のみ稿、 す、 殖 P去 4妻乏~
Chy七ridiales

Blas七oc工adia工es 

Monob工epharidales

Hyphochy七riales
差足手 ;)<. 生

Plasmodiophora工es 

Lep七omi七a工es 

Lagenidiales 

語習字た11相
詮 生Peronosporales 
Py七hiaceae問主

Mucora工es 

ゐ＼／主持乞ヂ ~をncyl包is七es局主

丞え｝ i切お可主代んも盈委員Cl)I手七人ノど t1)

ぷ＇f生産ラZZ’tY')会がノ Peronospo叫 es /cf) Perono-

句 oraceae）はbuginaceae 1J乞めミうにめ＼主絶与を弔
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泌す三簡を含みy l空中をイえ揮す主権が‘夕、こ

佐IJ¥ L;} p重工±－晶子笠 l二かわレた j笥レ、うニヒ

がでさよ。すっわち jPeronosporaceae 土Albuginaceae 

に属す主究会オズgjによよ病喜 rJ-} 1を魚イえ奈が主

体 tTユク dく！二依存q三こヒ lf少＼ ＇。 し？しJ

）司ジ Peronosporales のうち Py七hiaceae はそのイえさま

調、が一計のキ震を i守主 y 丞走予之『矛ヘク｝ イえ掲，1

Jく！こ依存し之いよー また ηthiurn ノ義歯ゎょが

町 七oph七horaj急i盈1""J) 1 Tゑイえ考案／性病原菌 k し／乙気2

られ Z)¥' 主－久両 掘り ιの人）て守からザゲ離

芝山’ミt!~ J]¥ l干のニつめ安尽フた境T乏／＝.易 j

え牲を持つ。 之の 恕,t±Jてy Pythiaceae l 'J ／町生菌ザ

kじて Z及，tつれ J-•t め左考之与れふ＠
ヌ去ォ天！賓の進化につい 2説説。YcP')会民仙似 仇れ

,!1 似 叫殺を丈の蓬要員ょツ進化じたと立れよ。

そじて y ,x守Z緊娠した l王籾嘉手 I'°t） 古生代「中

期場／ p:をよ l二i全土し1-=.-~め k いわれて＼¥ J。

PiLでの宝物群管！業的基旋1手y 之のようつ

勝れペんも菌類例一向 k考ι4ζノ之れ

らめ！ヂから 7乏ζ 住 D主lこ通え－以二子の〉産］類／



?-Iユ

子千三ム－；ム~~ A)¥' ff 1：：－；；－~~：－~－；，ーム？l?
fF :tz'菌類m進イじめ方向がノボ lずよク P乏ょヘ

向がフて起乙クノ易羽］勺〈とゑ＜クλ予比＼ I 

ヲた 川 崎 九y j持！手J ふ！句協わ界主

植物の採集 l二信号クノヰ手tiをめ伝蕗 1 不思字~）
和交え号、f告を任返し J 夕刊にj司て l千ス）て稿料虐 l亡を

っ たt;u/lr4~句 TJ- わち業新の危史 l下J 昂類
の造イtJ色11逆l之ノ易不本世jわ＼今千叱J) 立与 l亡

水め得られ~ vf 1::2今／＼.佐｝ ス〕くをぶめて安遷レ

T-=-佐いえ主。 さろ！二j 現五l三歪っ 2，叱イ下旬

自体を t}(_1fで哉、最す ik いう務~乞なっ之＼. I 

主。

ミめ JうT王東剰におワJ者虐形盆め妥イゐ，1)
そこ l二万三l主可 S病喜めス号、！司と TJ-d舟房菌のす重

要員 l二甥円未払三）葵lf売をもたべ乙 3’ ミぶもc1. ) 近与
三かん｛亡なづ花j委決穀τ主l二予ワ＼ 1 之兎l主守主病

害を詞盃すきこ kから明らか jニ三れた。すな

わち）同一作初を花工（工殺到長 E号可）て，，

ゑ1ι0)~ゆをとし 7ド迄決 l守 （）季、友斡τを）て乳、

iれ♀七妙にそl王寸よ易甚モ調.A~ k-ごうノ
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τ各種皮 ＼r0) f$;l I玉初芝丈！大争花物理4すアZ

ef7ち！主極直後！乙b ¥ ¥ 2長［え｜肌L 主ク I()3コ

常在 Z、あ ＇）) モM待枠、レ乞ぢ l叫当ク ／OJ-

コλ 下 であえ。をじて をの！手 kしど！？海通

であわ示作菌y 手灰色 1守主わめ Zタハ：ノエ
ボゑZ"'I手1 l a:ちクめ叡1王籾散がF ノρクコ J 根

差＼ z‘11；〆～／〆コ止、、数ィ;fl_r_ TJ= よめに比較

しτy 市長決＼fZ" 11 Yio o 以下てみヅノ

エ魂l宇佐 ,1か川句；毛.mr玉射が要小 z＼＿、

ミ こと ι末 比 い よ、 与のよ） r1, 必奴l玉すT万数

ム少1、こ tc_ /)¥., I 舟局、mc1¥ τををえ＇fて羽生存

！こj安］イ号、 Lτ いさ。

閉山弟菌菌条とあ定二予のう i1，コニ？葱｜ずjで

おい ZJ語易 I＝落簡三れ仁三 Lて箇条ノ主主え

子めう主主↑ゑ！れこ1毒殺しモ歩合y 被作菌めよ

うη才色乳盈がス電 1二母体した和守 ττ町洛
菌ヵマ匙三ヅノ舟喜乾住が誠？万きこ色が不さ

似た。 すうわち 7 コこ最中！こすっワよ y 祐弘叙 l王
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'Jij]α界左町病ス毒菌E色気トノ選走与めうを路併

しノヱ？：表＼rにおけよ渚底的雇季カ（ i.nocu工um

po七en七土al）をがJ夕立てj 充分与を抑制可 3勿与の

~J- こ k モネ~々いよ。そ L て 工長級！玉マヲ

散《噌ボド静菌狗手、！こ事宰サさよう！こ）波又

！王物l司め拝すたI：：－守う2震を与えよ。 ミαこ k,-i) 

作肴決！？｜三和、之J 1-1,t 'fにわい z iE・約ら
れよょう TJ-うゐ、才色技パEl司tJ'¥'} Py七hiurn 忌箇 I=, 1, 

Aえl千円凡いとヒモ示しマ＼ ＼主。 q TJ41ち． T釜

j執＼fI二川崎1王物めい色 ¥ ＼う地笈；~）
Pythium j義歯の遁走子ノ 歯糸α）主為をえ与易TJ昔

0) I二 L-) 弗豊定l主を如長じ--z¥ ¥ 3一 一 フ 仇 i号l勾

也7考乙 Q~ J 0 

τ名ゑょた＼t，エ 1'J ＼＇之／ パえノ之菌類め為皐が1

多売しj J被阜φマスト、／層、回 l三＇~走ラー仏存在
。ぐろそノろれし丞えろ－ －，τy えイι仕！こよク稲吻

的根！二万み序 1J' Iτ集積 L廼家宅起こすこどがt

長与れれJ 12 そ乙"Z. ) 安写表的 l二 lえ 西牟 lミ

アJK『 lぅ沈房長し -z応）努力かj宮沢ゑ、、 K ~ 〕われ

ていよ



之／6

遊jl子持栓に主主与を病 E乏し魚栽培ヒ土義弟j

T撃でIX較した場令J 久三勺ゑが認めら μた－

J表決裁進ず l1）市長決議凌川島、場令J /02 

九必以下の主え予議主て I(J7) %近、1庇病手と
弓さの l二 DC転じノ 工法栽tを2・1'1同じ淀病キモ

得主のに／ρ砲の道え予来友をめ専と Lた。

ま1三J 愛反車（t色ぢl手ノ 議ゐ弟友め信号室成／＝：エク

おえチを核のライ心したゆ令淀病苧のイ降下が

訳、められよこと方、らy J嚢d之芽Qず色j二わワ Jヌ下j有
百ミ｛之よ主病害多手t一l

2司人工の三 kθ＼らJJ養成栽培でのペル乙菌類

( Pythium属菌を合た）の完売喜多絶反函ヒじて J コ友

の 3点、をあ lプ、主。

））． 校，Jくじ、う八、わ毛盈殺にミ盈した予草委〉之、め

ヅノ遊え｝if夕方支，増殖が立がんであム

2）手書誌淑庄抑がほとんピ存f:t.じTJ-K、7三めy

菌糸J 這え子の l主存 1)~＇定与イあずみ主，
δ） αれら存圧によク， ＂選定予め植物夜八 σ）

移動J 史道が・；長易ずみ手。

ワわノ l盟－2ヰに八1ん主菌類α住晶画ヒ制じを手Lた e
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VI -2 . Pythium属色め／王盤、 ι防隊法

ノ愛終号令権 ，1ノ イ午勿め号小名JlAFうk じて，1;f,涯を

三れた荻めでみよが／ そこに浮t1-すよ弗皇め
p~ fff＼技術l抄 t窪ゑ主 Aてに I 7.ιt l・／長。友製最 lニお

lJ .j Pythium属菌の病害防隊！こ討して）養良守

〈のl若手荻入乞いう方広が‘行れれ τぃょが〉

雄事 rfFオffl，受刀与をあげ”幻三件をつて t1 7よ＼ ) (> 

その尻、困 l下ノフ扇舟菌 jこ勾じ勤手五示す索剰接

表。マ）作物！こ寿喜五島ごす三ヒ lニあよ土塁わ

れ J0 ミめよう TJ） 考会決l宇〈の憲幸の投入 11)

葬'xtt 工ゆ.~で‘ 3ヘきがy 震索戸当今Zょむ手、〆へ、方

L五とl｝しjえTJ..¥/) 。病害防pi.1τl到し』利義的7J. 

才じ去を検討すき三 klτ藍！零てあさ‘

パ心も菌幾がぶ lわごわ 1、zイ妻占桂ずみ♀こ

与1示したか＇｝ 三点！？淡dく l十に炉支‘’られま。

品ス！て？におい 7._ I芋y 以ずしもイ妻占韓てつく J

ま二 Lろ／菌笠的存不史ノ全菌類 r 子仇う菌換が孔
fプノ

為オ室主言れれ品。 そ L z ， 帰~ q長津表。て上

昇すミ！こ炎ゥ之 1 パ、ん主菌類め数 lτ減少すよ



2ノア
一一一一一－ 7刀 J一 一

t-t ｝，われよ。 三点 t]. 品本中！こ r'Jl、Zパえノも

菌類が繁旭志l言形A誌を抑制三れ噌姐でき fι ＼ ' 

巳め k主れてい三。 三のよラ TJ規象！大水料

与を良中 j二お＼、Z Pythium）高菌で手才が親簿、 ι7ご

得手、土一致司よ a

本安殿I＝－ あ l' z侵討したニ韓数αηthium店員

差｝ l?l道定手汗少がi-i） いずれ号 2単位以工めよ

耕j重点濃及て抑制三れy l手左 0 t,＇＇形対立点可

くア喜ゥた。 三向洋果叫 へ〕て耕ノ善良 •f' Iニh ¥1 てy

あ主一定ょう人工の -r＆－~負濃友五作れ Lr~ Pythium A 
臨め丞ゑ手形ぷ（i抑制しj 舟暑の仏語名品、タ

~べ工主三 k が’可有乏であ丘三~ Eネし／て＼ ＼♀ g 

をじて 7 3実際 m議直~ィ千τk 同じモデ ；l）悲~
E同＼ I 7-., 本新ノ差決躍を KZぎ舟の関係を誠八1

T-=-rτ3, ；尾y要か－ょJ号］ Jヒ庇帰後めイえ考案 1)＼.＇‘

折功ii1 Jにノネ皮豊かタく勺 J 二伝が不主~弘
之のようにJ J愛ょ灸の嘉Tをjモ委イル三宅まと tlJ-) 

そこに 1！：、万三紋包i物 α品取！こ鳥筈毛与し

パ人ノ主J歯場のよ） I二y 水！ミ t王L主的喝を必存し

た浮オズ菌数！こよ 3為嘗託生に事管を与もよ。
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PythiUt"D. A菌・11-ノ モ的 l予と λJどが’ホ l王てみ J

JJ"', 立型旦m poηhyrae めようj二崩ホ中！こお＼ l z 
号宗祖a1ぜめるかろ必ぐJ ノ 叩 山 P叩 yrae 11 

水生め Py七h川 島歯 t:_｛千里7クy i笠！こみ d一定〉人

工のせ多額法；妻小ついヒ返走予切ぷを行わ万；

号f殖て三件、 1 三包 !J＇＇か弓れてい主． ごめ現象

j手1 葦右の赤したP川 i'u舵 l≫t，凶 e仏匂、じた専

修＇l仁 Uじ身女 レてノ全く逆m こ ιてみ£がy I(大iくり

を包佳境改め t易乞し 2 生存可主盈！こっ t¥ Z水

の境t乏が彦専rr宅二回ヒアエミニヒモ本；....， 7_ ＼、ム

ぶ新都tをlご bl' z 1 肴i交の濃友凡タhpH) 

~友J P己存関支き等の調彰？をすよこヒ叱 そご

に主尽す 31放l主物《；在勤を詞号干しノ舟喜そ1主

宅あよオ三丞事f舟τ主よ i(/¥ r考乙占 。

業孝生産めオ r乏に，長之主養次季五虐技術を基

礎乞 L,,之y 立引二葱置イじけ星表をあ抗争、t告を

Vスすムイ心 じ） 工場《ょう！こイド初を笠乏し主
/ 1)7ノ

うkすよタてみがみま。 乏のよう勺号越帝汗タ~.め
変化Ii-J ボオ宿青白私設！こお rJよ万二）主性病喜め

多浮どめよう！二ノ 当足、ろめ T易にお，7j新た TJ..病



ユ，－／

辛死l王め内題を住じ‘ふと乞がフ与えられま。 ミ

め境t負れもに毛色すく病主霊法主 i二対しセ 11J 

3時月字、菌♂手£ lf_1 l王監を考案し1 笠籾的Tf産有力、

ら昔環境問1l御 "GPオF号、オ J去を 7ち乙ようと号炉‘h

~G 

工Tゑ1flこあワ♀寿喜存在主｜こっ t、zl"°t））＼.人訴1よ
ク｝ 主 籾 的rε羨也事争I＼才均しy 舟唇を雨降 L ょ

う包 '1 3私れが行 TJ-われて i-T-=-o_ :J幸札胤！主切

の存在を宮税jLた t°＇） 最i立てIt-抑止型工会

の苅克 k:_l汁た t♂ヒ汚仇伊iが言Zあうれま。

エ1ゑ咋 l二わけふこうした級王物！司《租互）司イ5

め解明！守）イ面位《手伝tI 1三勺＼ ）之刀、 7J--リ苅 1たさ

れ Zl "J-¥ J 主が！企イヰ的 l二 la-不明 7;J~. が今＼ I。

Pythium 属産iめ場合ぷ it!守I＝： わい Z 中／ ヱ

τゑ殺主主守'fJ)仇 ifJ[1_ j三まり産i今1 主ζ表二号－ 0) うが 0、

TJ-クJ各1あとl多解b高次万三こと が不三れノ非2九

北署仁／－：＿ J:"リ＇ 1--tゑ守でめ動房、西復ゑ川企下が

盆リ firJ こ r1J' ,<l l)＇♀。竹九菌秀の川？を

号室し予三iiきて lτ／花抗菌 m噌姐によク）病喜

党1主が抑笥111れ去作与と TJ-J-o. また 1 選定子



ユニ：？－2-

互自然‘工会I::"f冬オまじ 7－＝..場合 l二づい "Z.i ｝司存内

三乞が誌められJ Zでを l宇の徴 t王仰がj ごれら

病原菌の匡 ~｝τ ね心抑制的 jτ働いて 1 ‘ょこと

がわ方 、ししかし J 耐久 性 器 官 τ‘み♀卵絶 3

11) zでき中 1-:.J'J ＼、て芝わめ Z安定 l二存たしJ

長期l町笠みす去三 ιが赤ぎれたe

ペんも菌類 J 常，三nt)'J箇§ r1-，越えを器官ヒじ

て wp位~モ弔ホ乙y 長引j回生イミしてをた企¥ lわ

れふ降工，三あけ三 Pythium晶画 jτ よS森喜モ

方色ょ場合J 三仇如月乞子のJ下；ちイbをj号乞ょがLミ

l芋／がみ 19

話P月色J-rr I マα厚 t、タト摩めた MIi不眠オズ監jこ

がミ刀） ~··つ j ヱtゑ微生物♂ -i！｛撃ヤJ 矛角1I lユ勾

L/'L Jι史；ェβ花可♀。 M 、し』浮と芽が用電己2

J'¥. ふヒ主的払 Z努く I ..! -rゑlす＇：：..わ tぺ堤弁言
11 ）長易 jご~長芭き是ごすー また卵胞与自 i手首 } 

浮t芽~程にあふ 6α 司j ヲぞ創 l三会リ Jを易 l二＋
~Aψ すミ，

hj m 為i岳♂病害防侍I=-, "1-' .I -t! i:-j7 Iユおナ

三 －）叉屋号室L号、万九わら／卵胞与の庁、乏が言雪辱



立ち

ていあ主 9 ミαためにほJ "Ltを守八仇卵胞三ーの

蓄積を Fすぐ~＼号。であク，宿病砥守切の j守乏が従
舟？す止）乙太切てJみえ． 芝、レτI 工十乏l宇1亡 テ号、み

じた卵胞与 l－＝－ 勾 じ て l芋｝荒芽モ誌尊じ｛鳥、タ宅

計ぷト 1 う方法刀明初七フち乞うれさ. sn倣~helfrn ;・ 

,-J_ } Pythium勾 haniderm山の卵胞与を〉老芽に導三工

事ずれ舟辰fiJ急変を減少立也ぶこどができ ミ

kれ λ 札~ ~ 。三時黙，下おいけ J 多湿ヲま

イ千千に可ょこ t,~ rリ， 卵胞与を工事 i十三足

芽立てぷこヒがで三／庇芽管痔菌を起こ ""1---ff:_) 

印月色多数を w院、少立てまことが可徒てみコた。

し句、 tンy 卵胞4-め f円、 j二 l手y 一部之のよう 7J

路通徐什下にゐ~－＇ L-t lit芽レ7十 l き♂が’詫め

られJ 之4へ与 Zを弁 L7.止1、卵胞与のZ子存が系害

死l主 I＝.どσょう Tfq反事llモ持づめ方、和主必唇が

歩、ろう。

規み庄の kこ 3J Pythium j柔屈の印柁与をエ乏

lf 1.)、ら侍乏乙／舟事4c±－乏斤侍.1ふこヒ弓荷

動で弘よ舟吾η降、／：：；..I手あ去す霊友奪制σ償問

刀＼＇＇ 'Y-ニ写ーて~·よ，
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I Tゑイえ発性病i葦め荷降 J-:::.. rJ' ラ左手aitきた
l司利子rr-k)れ z¥ ¥ 3 ..立さへの孝義tj 0)λ量元

l司川孝喜のみならず〉境Tを；ろさ奈の！じ函乙がh

主Q 最近， 同下車邑仇病皐／－：：勾じ之多方与のふよ

じ受Jnif主移民存Joてl司党三れ E.fl 不安教にお l¥ ? 

8語手乏じ責欠！蓮lこよりマ α狗守、乏説いたヒニ

ラ／ 手西引のゑ不p"E. l予とんど鬼全 lこ fiぐこと

が可能であフた。 町七山属菌 l二£主為i主！大

ミIソノミ／ 亦りレ〉ソワ，乙t 1手三れ♀ょう lこノ

）同綬とり主的 111 手岳時期でノ この持街を，亘

径三乙で笠ム iγ被害；（；＼＇’TJ-¥ , " 1!,r萱の孝尋問若

手中に房ミリ込まに子島崎重月 α病害宅 IE7Hで’

iJこ kl千／従来の 11支すι用よク従2字的て’1

予案受j汚号去のあ j要性 r1~ 、，ヒ考乙られま． しつ、

しf 稲物件！こ現えり込まれfュαろ《究、毎籾ノ令、

鱗主為、勿につい z1ち差 1'1~二 f; であ主。
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す向 司等

危j欽矛~虐！二子ワ 17 主取努モ号のゑ不字病，17 名、

τ名境T乏の愛イL1＝件 1 可めを写／厄 !J＂＇島手 っ之 t‘

j O ／持に奈良栽培で叱消朱め新培法 kl子安

'J 主流 I主オズ~－を天下しておりノ被告が jきい、。

オド列免，1-） 敢努そ莱 l二足包可 j Pythium ）馬屈

の二弘祐病 J二つい之詞パ そめ争＇＼ i多安憂すを k託生

不全きソ用メ号、歯《笠~空開ろが l二 ~） ~管的主
ゆから l 向隊法y 病害虎任 I＝－－ つい之椅じた 0

1 . 久政k下の／愛決号、、Tちにおけよ病害足生オズ
『あ

]¥ p,反命干のそヲ宗務官i面積久郡今わ lこ£リ

年々 J跡、少傾白 I－＝－－ ムヅ I ヒく！こ蕗T巴軒来め栽培面

積1'17喜じく後退した。 じかわ蕗ぜみ討をめ~＇
γk l手並j三／すι該I 'cく！こ在日誌名迭の白靖，1t守

押しつつあふ 之うしたゑ氏名虐め噌J)/2叱

J¥ F長え下｜τ￥ti与す企画的つ傾向でみ主 ＇｛；＼＇｝ 最

近三れら義じた布告で庇 l王可云為去にく lて乏
次必発性め舟暑が多濯し問題と 7よヲ之、、え。



ュュも

j長次孝弘＼唯 l二お＼， z J芝生す三地下旬舟皇を詞

ペ l 工務手いを／＝.， "J-9ワ31-iゑイえ考作為峯と仁七厳

し7-:-r-~ 3 ) 21 {J) ）宗国とりよグ両方、直 l土色 j 的

~二よこ k がわグった。

争点孝弘＼τ名て夜壬万三地下旬病i告て、長ぜ被害

のス室、j め ij} Pythium A!i盈ヒ町七0わh七horaAfi自
によよ 4め Z匂 立場予V1ιュゐ 17J Fusarium l乙
簡毛のネ夜長 mγ多いこ k tワtJtJ?..的 τ2へフた．

養成テy'ttz・、！大病害経笠 l予わし之 1 孝告l)~才
筒、が行われ才＼.¥ j Dて 百円歯固いおして有初 7].

7す仔1~脅l 1)¥' 7｝ど 1 その 7ュ針作イす角的北すえ♂消

毒寺泊極的 T}PすP号、i玄にたよフて t、手。

2. ／愛成熟；if; 佐 Pythium;f民菌！こよぶ病皇，

争うえ表τを／－：－ rJ ＼）て )ftt壬守主手筋 2不詳舟 1-;J:)

Rh土zo向山叫~~－ Pyth土m 易圏 l二よ 3-話 めてみよこ

kを恭した。 そ Lて Pythium.）柔菌，1ノ郁彦的特

級がら Pythiumi… 山m Hoh工1k 土局長した。

'I f柔栽培におワ主ミツノマ 7.L存病 17-J ！手 ιIv
上ーがRh土zoc七onia叫凶はよるめで訴ク 1 J賛成熟、迭

におい之 Pvthiumimpe 
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特要的でみ三こヒを禾した。

長7謹景品下の I笠凋ェ落之、浮在住して 1‘J刀、う

レンソウ主花舟より舟m屈を今＼障したヒこ 3)

y七hiumj民簡をカ＼障した。 山川県菌／三よよ爪

ウレシソウキ祐舟 11-ノイ色 7宮町司~件下て託生

すよ k:J:れ会 1)＼＇） 不菌l二よぶ病皇 ，1-) j主］ヲ墨環

境）下て‘託庄司主‘病原菌の l王青畳G昼11) 3f--

3g oc_ 佐iも盤てh bヅノ l主有最~程及 11 4-b "C 

2あった．不菌 If, そ仇苛タ盤的特A扶ずらy

の被 J年ゑ l二A足フて Pythium but工er

Subran: iam 乞i司足 Lた．

J手自 1-J-I ~超現 I= ＇£有孟 i墨を持づ菌ざみ主

久 本菌 l三よ i 病害ぢ之壬。乙ム人工的安〔 L昆~イl千

下 -z'1J皮喜1J''3富しく／.2 0ζ 以下で，1病喜託生を

認め f手＼＼。

3. 季最義諸じわワぷ号th,um為歯止 Sさ病喜

k遁走予

春婦注－！二戸＼ I 之託l王可主 I丙扇舟自 1－＝－ よS -i 

.7l1戸病め被害 11, Jit，主オズ［乞！こιリ恨められy I 

y hium土mperec七四 に よ よ 21-碍病 l手1 遊えろ－／ユ 2 I 
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クイゑ才差万主たあ弟；信神／全~、たメム 1) ＇－° ’ A こヒモ示

じたq

／総務？をz浮fzす主 Pythium imnerf…／ こ 主 主

主存茄戊 移昼夜法委 I＝－－ よク浮主主が彰警を

うlプノ晶表ゑ憂次＇ f'におい之抑制立れた。 之

の蔭1ヲ東麦の培養えIflニおワ J病喜夜包め広タ

I J）老え手都Abでl島頻度の t告忌決＇fz、羽市｜さ
れよ三 kヒl実］イれrぁ主．三ラ）人選走手 l'1)

~~蒸友の rt愛皮中 lこお 1 、之短時l向内 I= ft,変（｝＼ ) 

じノ 之れによク ;qt_為刀が減少万 J こ左が示さ

れL 之れら之つ仇草イ＇9/1-V、らy ！高素及のT主愛
決＼f1-=-JつIJj Pythiurn土町erfectum の病若手t生［声少
の房Ji]l大 喜/f_子苛夕ffii＇♂抑制 I h J:---1,入.， ） 屯走

子の放のうイLイL全1：：包囲万 Jこと宅件予備づっ

た。

肴承者九＼十名／子竺－立空宇古~~li塁ろ！三空ミ－η夜、じ五二！1_
病原菌《笠？？抑制ノ老定子力起訴！？号Il等ぢ釘与

を号、すが1 ヰ孟今坊におしF乙d理署左手えンょこと

を手した。符 l三ノ不l亘初 j二勾す主署長J差iJ) i主］陸

J初午下 l手乞著しく 摩7湿ヲ章受下て虎包して 1、



三？？一一
主ミツパ乏不五府の荷F寺、 L五K L之 lτ 馬ま し ぐ TJ

¥, ' () L.-/1)＇レ 長j}[J笥kl主 dへた友達位殺菌剤ノ

土工の袴手烈霜 1-J:, Pythium j毛菌 jこよ三あ喜

をほrr・た／全 1乙 Ii （＇こ KtJ ＇＼＇忍三れ今後弓 σ利

用が期待三ム♀ a

／委じた手話、七をにおけよ病喜防隊法主してノ 寺肴，J

の校 j司i－－勺め方法でみまが）不為皐 j三お‘、

て屯え与がノ i高濃表のTを／愛；手足tfぢ新7旬11.:1仇三

三七をキJ)J丹窃♀こ色 話；考乙う Jえよ q ！実教的l三

lifl 2単位以工《 Tを委決凍タ z＂＇手をあ抑制方＼

叡め円九殖1iiJ｛手 l二 J 位争宰，J-を A 今~ fけ＼フ

ノ養成析にわ 1、てy 与をぬ数をよ耳立てよ
之k町病喜丙筒、1 特 I＝ペEんも菌類の病皇 lご

わけて右争力でみ♀ k汚乞られ♀．

斗e Pythium 易菌卵H乞ラーの結芽乞ヱゼ意i宇！ニすヲヴ

主主~ト

本色の卵flt手形民叱諺7還手イ午にわい之短

期l旬｜三分すわれ占。、じてアレy ょooc h人 工 のる

混象付下！？？：之＇1）＿ィf取得の－－~ズ~－；の貯併の



·~30) 

が時和した。

卵胞手 lス豆、包ヘ）く＇f」等め弘己主立の4什 lニお

、z；各易lこ与を芽しy l (¥) 3不め花芽曜また 1-j_)

ill持主定子 E升j≫x' L／去を芽した。卵胞子的逗え

手%t芽IJ..) Drechs工日 l三よりイ危う畳4什下て起ぶミ

佐 1J＇.報告されたがI／不簡で l守之f--v' 27な め

し畳左手主件下にお、、 Z しl言、し l詰 坊 主 れp ｝卵

胞手。、与 ε～1 0コめ通え写を汗）If; Lた。

ヰ白卵胞与 l-a:） 妻、官 ，tl干のみ TJ.らすjエ争

中にわ l ＼之 6芝められノ 万＼ウレシソウ不良）t¥工

場y 殺菌工法！芋 l二おい之島ぃ託芽宇を汀、した．

L. t'ゑlぞI－＝..わ 173卵胞手足芽：牢 ，1-｝ 不ウレンソ

うあ存店主，土 t l苅イ君、可ょがノ ヱTゑめ令本萱／τ 立

づ之哲男ク響宅受 ＇11 多 L豆~件下におい之 ， -i}
亀1象深件下よリ ti島、、；乾芽キ宅赤した包 2 t! 
lヂιrワワよ卵胞与め遊走手怖が！手y じ湿よ！笥エ長

1f I:: h ＇、之多勝三ム ） :Li案tflニわい -z司削乞

与め老走与制~が匙ク特ょこヒをち丘万円した q
卵胞与はy ェ素中にわ＼ l -z.., 箇条 y 垣走与

TJ-らいに丞え手小うに比較 Vy 守良して！到
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）同2存し 3 ｛｝ 円以ょ話淀病第刀を保持 Lた。

卵胞手司法芽過程にお II "Z_ノそめ外産j二

1 Lぺ及イじを l主じよ。 [4fJ丹色与の外壁 t大室手

顕紘鏡縁家 -z''I千J 竜手在友め要.$3つ小／警ょ

ク稿料されて＼ ＼よ。託号過オ呈！こ入手 k 之め

3っα居7めうち y lf ;f多？の消失ゲセ予まヅJ 託

芽嘗め切訴され主計かでノ全く J青天じ之しまう

之ヒが 示三れた。 弘＼' •• z). ァト号7多Fクマ液れJ 浮色

芽震が怖か~立れノ l勾メ？多FD文面イ手厚t 左 T手フ τl, 

く。

1£芽1：：.－おけよ卵胞与の榔匝構主αlイψlτ）

内向仏＼f~来（ ven七叫山ule）め消失ど j tf ／巳

をRi( ventral vacuo工e）の玄ヲfJでみよ。 そめイ也J

枚 ロマゾ、一－ Lへの之視がゑ昆j奪三れた。

ぺ不§f¥;11:・1三め卵吃与 ，1｝ 考古ょi／－：勾じお守主牲も

えしj 短時l旬〆〉ラ長蕩烈裡lτ よフマ話弟三ヲキ令ε刃
宅係脅しヲヒ。 しガ、し／ 浮c-3ヰミ畳程lニ入ヲた卵胞

与l王 寺：剣長（重 l三よク二毒性 53夫コ匹。卵胞3

t1-, ｝写殺のタト摩の XJ-.%1-h よクノ 菌条 J 丞走 Z

I-:-ti'C鞍し／ 孝脅t1 1エ勾し払抗牲乏持フてにづ。
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斗． 色梨、1-tゑ守にわ 17ミを又得庖 1－＝－ 主主 Pythium

え毛菌め洛函

z索中 l二 Id-) Pythium j急菌ノ町山山aj毛屈め

面停を 3；与静司式含乏力的ム J淑 l主初。うかなヅめ

夕食及て為庄司よ．

ミれらめ蕗菌級l王切 lち 工T悉＇f/:::-h l E 之／

それのみ z』 ，τ；吾易 l二 t常値方主こと l手 TJ ¥,J 7Jう

萩歯工会 手九 ，-i) p,y七hium 属歯菌停を泳加し

た エ f支tf之、首押す主．そして，三れら洛菌叡

l主仰の噌加したヱォ乏ナ 1-=-"'hぃ之ノ える局、歯菌系

を埠号をした歩合／ 洛歯 I＝－よク菌朱家表が＇ t玖；7
じI ／在舟 !J".r!A＇少すよ。 之れ lネy ::[ -fゑ＼fにわ； l 

え11J 徴主物i向め才色才あが堤弁ろ！二ス三 TJ-郡名を
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四片瓦－1. /K耕栽培にわけさ Py七hium imperfec七~
によさミVパ2不長寿もの花田犬定、

1 • レ守試の1:k芳井茨置之、、のユ初白鳥の託生

2. ウレタン式青函床て1死也氏主布病

居住前イ7Lよヅ円世｜二広がっていくのが特仕え
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1盟片反－2.

2. 
3. 

之q.Jl

Pythium A~色｜こよさボ知ミ切での友不時
7L和の正め予直めほとんどプ向矢した，J(如来宣

活芽の健全なイヲ'II. 
魚、劣初期のミツパの夜

万f員'Iの夜の白い活めle:]:侵釘町本．戸但1／の昼1球じた

ミツノえ仏核rJ.橋支じノ之＼1ミ．
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図版－3. Py七hium息E自によ主よ耕ミツノぐの幻ら為

1. トペ王くくウレタン京）水利放置て、の経1£1,9:iJ

2. レキポの））＜.耕葱置之吻託生伊l

不良引！むれ叱工審判市，＼~手淵不手先日．
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九＼ 一号、

図版ーヂ． ミ I！）ノ＼＇＇~布鶏菌 Py七hium imperfectum 

の 形 箆 （スケール I立I OJMVL) 

ノ． 糸状、の追え針。がら形片~＼立れ？と誌のうほ印）
之々 菌糸め前T々／：：：形浄え2~h不整号ぎの器Iち

ミれうの器官l可Z'tJ父、之不在芽じ菌糸となよ．

i --3. ・lポグ）50＼う形成立れた選定子．

し十， 不皮のうし死井すぷおえ子
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国斤反－s-

2. 

Pythium 届菌によ品不うLンソウi'~声病

青函えて浮t~した7亨il. 
手民的病成

之.t-7

不良の男、~（ヲミ手f7 ) 1:::くC)；‘札く気手P）にう主主色、
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困片反 b 

2. 

工才将マt1きに手つl) z浮乏生すaミlソノ＼．

汀＼ウレンソウ二k不后兵埼

一之5「五‘

Rhizoctonia solani によ主ミツノ ＇t~－花病．
Pythium属島にお7[，ウレシソウの2布病

手、の黄ィιヒ下也工言？の巷J開祁及嘉ォ天主苛、す．

IA、恵子、し7三株での巷澗不隊第オ丈、の拘D、らlτJ

Fusarium spp.が、か南包三れ主！F.?01ゆ合，導
笹l二衿亥を認めよ．
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l盟放－7

2. 

み温度余件下｜ニh11主7T，ウレンソウ2不自病

来/l.;t天況」
之0・Cノ ／タての託宣状lt.

20。C2'TJ 71和と気中菌秀どめ耗主主モ
予応め;3• 

2S-0c) 20。CJ IS・Cのm:病以穂、

之勾
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百~~）＇ ／子九’ ． ヅ 乙＼一；J

i~：.~.ブ一ら弘 片← 1..  6 eγ（：：，，＼吃毅
四片反－?r ]T＼ウレ〉ジウ会不再鳥島 町七hiumbu七工eri

の子珍倉妻、 スケールは iOp机 忘れ

T者地.t.J：：：形方支立れ正司吋包手

凶戸月包与i二句通したつリ鐘世め量精器．

即応ろに付属じたた主型的立三特容

の＼品交的被稚な選定手めう

之．

3. 

Li..ペノ b.
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由版－9

2. 

3. 

λS三一

水秀丹栽培のミ1リパ、｜ごみちJ1..ミ Pythium 

属品Rhizoctoniasolani以外の菌i二J"主病室，

E色核病菌Sclero七inia 己clerotiorum) 

の7L不己症.:tt，宇野のような菌糸が生じls.
Thrausto七hecaclavata I二J主流芽障害
，）＜佐島之内．斗月τ負～ 7月lこず＇1z多浮tcrj. 

2の紘天写鼻，菌労；JJ.j尽く何のように定えJ.
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図版一 10. 吾落度1｝：：末議剰にゐ1J日、ウレシソウ釘時

手在住の抑制ヒ老定手形訴の要時
1 爪ウレンゾウ孟祁病菌逗走列翁主l三よ主晶君

反1ド和養成甲山手を病抑帝＇ I.
Z. 畠落友，J寸唯夫中ずの盃走判的才（pも＜J

3. Zと同様ポのう内｜之丞走与が桝ωアド 160),
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図版ー ／／ バンνイlレにεSミツバ、の布設の障害．

l 28。Cの巻成品度のι宣言Zめ今れバ設内

渦亥，ハ。ンソイjレ51)PP』札 7."l'J君 L,11.J症状、

Lこなっ之LI 3. 

之 ；；－。cめ透成糧安め七乏の医撃事

30 ppn,ιム人下2"1--;J:／手kんど汚撃事o"'TJ-,1. 



図版ー／ぷ ;t，ウレンソウルj寸時帰i二｝！）ワSハワ lノイルの1
添加ヒ障宅三

l . 対際 ）＼＂＇ンソイ lレ展、応加
之． ノマ γ＼ノイ｝レ 30pprnし除ηE

3. パンソペ jレ IOO ppfYL.、 払

濃度Lヰ｜こ／呼っ之在育，（道又ヒ穆州坪長）が~－く
T忍って＼ ）主。

一之＋J
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l盟片又 13 浸透キ勿子急支菌脊0Ridomi工作付亦ウレンソウ

え不己病抑箭，，~.ヵ果
I 植手浸君処理！こ＆.3舟塵7才除効果

五ょリ 対照（病月子、菌笠捷穐）J Ridomil 穴l予里ノ

ヂソサイに烈捜ノ笈処理区 J

之 Ridomil の議友ヒ問所、動果
2m~／mえ（慰脅減反）て‘ま＼）伶果。ミバられ

と。
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1Ridomil ，によさそ采稽子の議事
刀、ウレシソウづ断ヰ童手ラ競知兎ヒ障塁

之(JTJT)PP m.., l崎町三長湯ずl干議官r;TJ , , !J"-~ 

;oooopp＞弘之＇i1 ヌ(l沼崎j町 l二縫っ之 F露宴 1）＇~.＇
本τlIふ

キ＝勺リの港予定c貴ヌD震 のヌ万果と手会事

3受墳時l町＇（）＼＇ 2tl寺l町にTJ） ヒR毒事♂＼手~－品う
れふ o.01久 z"11病害防庁、分果pでな

くJ o. s-タなz’11i場長主包じ・てIlふ

o. 1グ。 l玲l勾茨J貫て“流舟抑制初男6

;:It)リ寝＼I件果となヲた．

ー＿＿..，ニー£三金
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凶片反－ 11- 7Fウレンソウ組織＼内！こ形ホ＜1れた Pythiurn I 

butleri の同P月包子

l 3011c斗F厚手j司後Jτ¢際忌ffJ:L i齢、l可l二務局v'
三れた卵胞~－主主精易保印）乏if.cP') 主O 

之 ケ〆Z＃寺l向後め瓜円月乞与厚膿イに（女子P）回聞も

予を認め主．
よ 刀、りレンソり与面的不良に示皮仇うした選定与

2b7 
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図片反一 ＼6 Py七hiurnbu七工e礼回戸月包子の経秀1犬穏、 （スケ一tレは IOpγl 

）． 十名前!Z,Jニクお角往立』れた叩応与（菌ヲ去の浪入l手TJ-ll),

2. 興型的To=卵胞与経芽J米芽t差都のふくら寸

（安手のにじ孟乏、

.3，斗 ． 2苓の庇芽管を生じ7ゴめ
グ 卵胞ろ疋芽て17なく主主精急円滑汗婦がら生じ1た l
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図版一 17 、 I P同山mbu七工e礼的卵胞与の花芽温桂

l τ吾也工j二号成立れた未整な卵時子

之 刀ITJ-リボ考委、した印月包手I J:P[/j吾Pl二Cen七ralreserve 

globule . (CG-) "lJ＼＇＇言Zめろれミ，外麿17.）草

月新t,VZl I .J. （スケール iま 20州 J

-3. 彩秀の官民フT:::.lilfJ ftもう，タ｝程（OW）が簿、くなって

¥ ¥ 主0 

4. 彪芽管形版本n期J （慎向 l"l~持管）
5". 1を卵器内ぢ花芽寝をEじ7ニ卵月包子

CG-の周 lZZ..l二 i主 目E'(V）~.1.1 じ z\ l主〔l=t;:手P)



図版－If? Py七hiumbu七工凶卵胞初遊定手掛形箆、

1 . 耶丹野村直子を諸喜志菅（矢向.l::T）を生［）＇， :EiJ:＇の

う（矢手PV)i骨会民した昏の．OS 1"Jtif宵丹包｝.

-2 6(/. 

2. 彩寺管CG-T）め吃苅i二持tめくりを栃恥じら昔の

3 ~芽菅（〈奇T ）よリ溢み菅（ET ）を也じたオめ
ヌケーtt,r~ I Oメ仰し
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Py七hiumb川 leri lrtfJA包ろよ ＇）のお1€:初夕方、1
) ) 2 お定予経芽的安世J 21手イ2不自差韻微鏡j象

3. 選定ろ浮を芽の係7した即席予経寄管匁あが

向ロ（鮮fJ)UZ11主.

しト 澄卵若トで殺のうした選定多．

J; 6. 5ぜ芳管lご形民主iれたおた与のう（表向）
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図版ー，之0 1不止夏円｜τあふ 叩 hiurnbutleri 卵胞初電

弓顕微鏡像
l . 7')i1/-Jレアルデιド・遁マ〉万＼＼シ政方リウム問主

中央主Pl二 CG-. その周~I＝生月包 CV ） が‘ if!..め
ら川．被（N）が認 めろれJ.

2. ！の1えス ）六］者flこl子；J＼立存在月包CV）があ）.

J. あ巻頭微偽I：よ消称、~ヒ C合m 憂ィι
α：停止期J b : ,1(1が必引丈・~－ ＇ C：応寺管丹タホ；，

之66
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2 ~ 
図版－'2/.Pytl函λ~tl－ム「示~{7)糊同厚長愛ィι

l . 7ト度ヒ伽月乞l奏l可の縁状、構車内向j ケ；l,,'9ム1レア／レ干a以

万ヌミウム厳固定

2. 7卜埋め構痘 （フ）レヲ－）レアlレデじド－ ':;J" －；｛ ~Iうム賊固定）
タ卜弓彦（J.).外層 ( ou七erlayer of oospore wall:::: OW), 

中層（ M:iddle layer of oospore wall = MW ），内信

（工nnerlayer of oospore wall ＝－工w）め3,1審判積約川，

外信1-J,｝ 管与ゑ怠m要／cJ;..a 2つめ届 I （工ーOW, 0-0W ) fJ＇州主．
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四月変－22’ Py七hiumbutleri－~芽管干械ヒ外壁/1\1イむ
1・ Cen七ralreserve globu工ebody ( CG) rそめ朗21ミゑがヲた

Cen七ralvacuole (CV) ブルターll,アル守、ιド・才スミウム殿風先．

2. C V内多予I::.'£v7:: ·~ne C v J *FP. 7,i.1ィレ7ηL守ヒド・・方文ミウ4勝国定

3. 仰笹1-:::.T;r.? f=:fflfJl}E,~ . （フ）レ判レアル守り・つ干又ミウム路固定）

浮ま芽管何者Fが（鮮P）て甲信l手会〈消失児 ll 3・ Nl'J-ヰ訟を手百

斗． 去を向港内I：：生じた応寺管ヒ可同月色与．（フ，i1--1レr1L庁’ヒド・Aわがン

勝利ウム固定）卵胞3外壁r-;;.外メ号ぐ吠手P）をの二百め併と今フ

てい ~o
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沼市－2よ Py七hiumbutleri花芽卵月初訪全体像

私 （N)I＇山 刈r(MT)ノ S七oragebody (SB），が・認め与川．

7・Jι宇一lレアjレデCド過マシりル感ゥリウム00免．
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1 μm 

図版－24 . 弘元元~b示百五五ζ ;f[~f意形所主F伎の叡佃構造

必弁護形浄i安F伎の卵胞手タト警の治吹 k、。~~ral vacuo工e

( CV) 河lご言疋められ主，h三勺JVacuole (V) 
ク’iiタィレアJl,＝；－ヒド・オスミウム厳風定

必井管（合了）I ~印器麿 （ 0合W ），同町包矧庭先層
竺竺）ノ中／脅（ MWJ， 内脅（！竺与Q:ra~u！~r body 

( GB) , S七oragebody (SB) , i Peripheral body ( PV) 

主トユシドグア Cfv1TJ:
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図版一之仁 1Py七hiurnb1λ七工eri 卵胞子め符号菅乞稀．

死弁管川タト屈を局安ヲ之子移ぶ立れ｝ J勾唇ll＇摂 9ト／警

！こr;;1,~ lJ"' z 昂~めタト暦左 T<3= ~＂耐府与の j村1%1w
11，花芽も方ハネ多耽シ-z.，，ミ
ミトコンドりア （MT)I 丹署（工w)J タト港〔ow），』
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図版－26.

2. 

1μm 

． 

1 μm 

Pythiurn butleril将特芝捕のが支御手角痘

At号室乞靖〕仏税不
経守管麿〈合w)lcJ児童あて回凸IJ＼＇若しι
なヲ"2¥1J. し0litロマソLム． LB,-; Lipid 

之ア之

like body lを赤司（711/:l-lL, y1L =rei.:・過マユ方11ユ隊切らム固定）

！ の全体イ.fix
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図版－27. Pv七hiumbu七工凶再開包符芽震と面下明ちさの治陶

積立乞
} 府特芝端i三認めろ川戸マ1ノ工ム（LO）ヒ

こr"づっ守ィ有ソLムCD ) • (NJ !cfヰ訟を汚"N0 

7）レヲーlレ.7，レ守、じド遭わが「恥リ払鼠免．

2. i例会保 俵
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図片反一之rPy七hi

ク＇）レタ一Jレアlレ守Hιド~マシが＼：：，..偽z方ヅ 17，ム周定 ．
ヰ荻 （N) 三卜コシドクア C/vfT). Die七yosome ( D ), 

S七oragebody (SB), Cen七ralvacuole (CV), 



図版－27.

1μm 
．．．．．．．． 

居先畳程！こあ企 fpy七hiumbu七leri卵胞手

フ‘）U9-Jレ）＇）レ守tじド・通叉シかシ磁力リちム問先．

llj19詩乞ろi可！こI手 被 （N) I ミトユ〉ドリア（MT)

が認が：られふ ・cen七ralvacuo工e(CV）内

lご／トエ〈なフた Cen七ralreserve globu工e

bodγcc合）が認・4ぺ今Jtよ．

ヱ7.;-
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1μm 

経井過程の盆／fjじた Pythiumbu.tleri 

司日R包き

印央官jH守巨大TJ.盛丹包にCV）とな：，2、l.3 

のし今一lレア1しデヒド・1包マ〉かl::,$j点。I）ちム包え

。〕図版ー ヲρ
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図版－3/

2. 

;i77. 

Pythium bu七工叫 ！同flrl包み託芽管土卵胞初級.1.，日

構造主
オ表周2乙j二認め与れよテ"-1？ティ;f"γLム CD)
JJl/9-1レアIレヂcドミ昆マシ方、〉略的ウム国定

剣把3-1苅！こ認められミ殺害状構造を持ラ

来めう Granuユarbodyi （仔B). 

フ；LタィレアJvf、ヒド・才スミウム荷主圏免



1:E版－3 2. / P:v七hiumb凶工eri再開包5樟稽工食之7の荘鳥

l'.l{f]月包与も接手豊後 3tJ月j司放置し7ご工T悉／：：ホフ

Lンソウを掲稽L.,,J庇為計局／＼ご九初

卵胞与Jを治議設1-J. メ63xlρ3コ／乾工－
Jj，手j司ーのヱr之君：惑栓区． V 

二-z7?
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図版－J3 エ1ゑ中l三ゐワ主 Py七hiumbu七工eri耐絶与の主主

え手足を芽
） メユフ・i－；，フィιターC去lこ必エ命中ぬ経寺管勝寺

2. 卵白包~司屯たろ米突の々、 7こユヒモ可、百－~宣銅器 l弓！こ秘かう
した迩｝色与（~印）

3. 2 0)詠天国枠内初め選定§};'lJ‘司．



図版－）t/. エ1意中におけよ 云；：－.－；；hiumbu七ler土産l秀，選定予α3
め治時ヒ卵胞手司王な
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